


















































これはゾンビですか？　４




うん　先生が最強だよ！








木村心一





富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　こぶいち　むりりん

口絵・本文デザイン　伸童舎
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プロローグ「か、……からし？　……ねりねり……するんですか？」




第一話「ちゃうねん。勝てててん」

第二話「人に名前を聞くときは、スワヒリ語で聞くのが礼儀なのっ！」

第三話「嫌ですっ！　肥溜めに落ちる方がマシです」

第四話「死にたい奴は前へ出ろ！」




エピローグ「私の名前は──」






　あとがき






























　二学期が始まり、秋になった。

　うるさかった蟬せみの声は消えていき、風の音や枯かれ葉はのこすれる音がささやかに耳を触さわる。秋の声という奴やつは、きっとこういうものなんだろうな。

　教室の窓から外を眺ながめ、俺は秋らしく黄たそ昏がれていた。

　誰だれしも一つは消したい過去がある。

　あのとき何な故ぜあんなことをしたのか、どうすれば回かい避ひできたのか、と思い悩んだこともあるだろう。

　俺だってそうさ。──ゾンビだって、失敗を消したい時はある。

　失敗をせずに、大人にはなれないなんて言うが、果たしてそうだろうか？

　取り返しのつかないことは、人の成長を止めてしまうのではないか？

　ああ、ホントに消してしまいたい。

　全く……俺は何で、あんな格好を……はあ。

　──溜ため息いきが似合う、寂さびしい季節。

　夏休み明けで、クラスのみんなも惚けた顔をして過ごすと思いきや、今……この教室では様々な声が飛んでいた。

　二学期ともなれば、様々なイベントが目白押しで、とりあえず十月には学園祭がある。

　学園祭とは、生徒たちが好き放題やる、年に一度の楽しい楽しいお祭り。

　高校の学園祭ともなれば、毎年どこのクラスでも『出し物を何にするか？』で、もめにもめる。

　やりたいことがあろうがなかろうが、どっちにしろな。

　──当然のように、うちのクラスでもそうだった。

　黒板にはクラスの出し物候補が書き連ねてあり、生徒たちはみな一様に、黒板を眺めている。

　教きよう壇だんにいるはずの担任、通称『無個性』は職務を放ほう棄きし、窓の外をボーッと見ていた。

　今このクラスを仕切っているのは、教師でもクラス委員でもなく──

「やっぱさー、スワット演習場がいいと思うんだ！」

　まるで中学生のような幼い風ふう貌ぼうの少女が教壇に立ち、黒板に書かれた『ＳＷＡＴ』の文字をばんばんと叩たたいていた。

　肩かたまでの長さをした茶ちや髪ぱつの頂点からビヨンと伸のびているアホ毛が、ピコピコと左右に揺ゆれている。

　いつも泥どろんこ遊びをしているガキみたいな口元、迷めい惑わくなほど好こう奇き心しんに溢あふれた大きな瞳ひとみ。発達することをあきらめた胸に、小こ振ぶりなお尻しり。

　ヴィリエと呼ばれる魔ま法ほうの世界から、マテライズ魔法学校とかいう、とってつけたような学校の単位を貰もらうために、この世界でバケモノ退治をしている変人。

　魔装少女『ハルナ』だ。

　調理実習で講師をして以来、何故かクラスの一員の如ごとく、この教室に入いり浸びたる。

　といっても授業を受けに来た訳では無く、何かイベント事があるとハイエナのように寄ってきては、好き放題やってどこかへ消える。──そんな存在。

「ハルナせんせー、スワットの演習なんて出来るんですか？」

「あたしがみっちりやってやる！　ペイント弾でも本物のカラシニコフ使うからな！」

　両手を腰こしに当て、偉えらそうに踏ふん反ぞり返るハルナ。

「か、……からし？　……ねりねり……するんですか？」

　教壇のすぐ前の席に座すわっているお下さげ髪がみの優等生女子『平ひら松まつ妙たえ子こ』は、ハルナの言っていることが解わからず、小首を傾かしげた。

　俺はスワットがからしをねりねりしている光景を思い浮かべていた。

　クラスの何人がカラシニコフについて知っているだろうか。元々は人の名前だが、その名は自動小銃として有名である。ちなみに、スワットはカラシニコフ使わないだろう。

　当然、ハルナの『スワット演習場』は却きやつ下かだ。こういったクラスの出し物と言えば、無難にお化け屋や敷しきだの、メイド喫きつ茶さだのが有力だからな。

　さて、こういうイベント事の話し合いでは、大たい抵てい二分される。

　即すなわち──積極的に意見を述べる人間と、流れに任せる人間だ。

　例えば、立ち上がってメイド喫茶の高こう尚しようさを熱弁するツンツン頭のメガネ男『織おり戸と』は前者であり、教壇の前で机に突つっ伏ぷすお下げ髪の美少女『平松』は後者と言えるだろう。

　俺は──

「やるからには、コスプレ喫茶が良いと思うが」

　俺は、前者だった。

　突とつ然ぜんの前向きな発言に、クラスの人間たちは驚きよう愕がくの面おも持もちで俺を窺うかがう。

　確かに、一学期の俺を見る限り、こんな発言をするようには見えないだろう。

「スワット喫茶ってことだなっ！」

　ハルナが俺に向かってチョークを突きつける。

「全然違ちが「うっさいっ！　黙だまれ！」」

　……ハルナに反論をかき消され、俺は肩をすくめた。

「もう──それでいいよ」

「じゃあ、客がスワットであたしらがテロリスト役な！」

「テロリスト喫茶になってるーっ！」

　男子生徒の何人かが、そんなツッコミを入れた。そうか、カラシニコフはテロリスト役で使うのか。

「よし、じゃあ試ためしにやってみようか！　そこにいるティッシュのフタ部分みたいな奴」

　まるで昔のコントの入り方のようなことを言いだしたハルナに従い、指名されたツンツン頭の男子生徒、『織戸』が一度教室を出る。よく自分が指名されていると分かったな。たしかにティッシュのフタ部分を取ると、少しぎざぎざしてるけども。

「俺だ！　リストを携けい帯たい端たん末まつに送ってくれ！　唯ゆい一いつの手がかりなんだ！」

　廊ろう下かから切せつ羽ぱ詰つまった演技をした織戸の声が聞こえてくる。──そいつ、スワット隊員というよりテロ対策ユニットの方じゃね？

　ガラガラガラガラ……

　銃じゆうを持ったフリをした織戸が、呆あきれて静まった教室へ入ってくると、すぐさまハルナに腕うでをねじ上げられ、ヒザを崩くずす。

「両手を頭に乗せてここに座れ！」

　やっぱり店員がスワットのようだ。

「オプティックブラスト！」

　織戸のメガネが光る。

　するとハルナは「ぐおおおお」と何か研けん無ぶ刀とうの説明をし始めそうな顔をしたあと、どうも思っていた光景と違ったみたいで怪け訝げんな顔をした。

　織戸もしきりに首を捻ひねりながら、

「さむっ。──これはないな」

「……うん。ないな」

　織戸は自分の席へ、ハルナは教壇に戻もどる。

　皆みんな、今の光景を無視していた。消したい過去というよりは、見たくなかった過去だな。

「か、からし……は？」

　平松だけが、からしをねりねりするのを待ちわびていたが、ハルナもどうやら今のコントは無かったことにしたいようだ。

　結局スワット喫茶は無しの方向で話は進む。

　焼きそばの店にしたい。とか、パンケーキの屋台はどうだろう？　そんな発言がいくつもあがる。この調子だと──どうやら喫茶店になりそうだ。

「どれもこれもありがちだなぁ」

　窓まど際ぎわでカーテンにくるまっていた担任の教師、通称『無実』がそんなことを呟つぶやいた。

　一気に空気が「じゃあどうしろと」とでも言いたげなものに変わる。

「そもそも、学園祭自体がありがちな空気じゃねーか？」

　織戸がツンツン頭を弄いじりながらそう言った。

　確かに、そうだ。毎年毎年同じような催もよおししかしない。──いや、出来ない。

　何か変化を付けられないものかと、みんな頭を悩ませていた。

　どこのクラスでもやることは同じだろう。

　屋台をやったり、劇をやったり、展示をしたり。

　それでいいじゃねえか。

　少なくとも、俺はそう思う。今まで興味が無かった分、そのありがちな全すべての場所を回りたいと考えているんだ。

　お化け屋敷をしたり、劇をしたり、バンド演奏をしたり、作品を展示したり、屋台を出したり──屋台。

　屋台はどうしようもないな。俺は死んでる人間、ゾンビだから、太陽の下にいると意識を失ってしまう。全部教室でやってくれれば良いが、もし外でも屋台をやるなら、全部回るという俺の野望は水の泡あわだ。

「いっそ、夜にやってくれれば良いのに……」

　俺の呟きに、先ほどと同じような、驚愕に満ちあふれた視線が集中した。

　なんだよ。

「それだ相あい川かわ！」

　織戸がメガネの奥おくにある目を輝かがやかせた。

「うん！　夜祭にすればいい！」

　ハルナも同じように、目を輝かせる。

「……楽しそう……かも」

　いつもは暗い表情をする平松ですら、少し楽しそうな表情を浮かべていた。

「夜……ねえ。んー、とりあえず教頭に話してみるか」

　あくびを一つした担任は、すでに夜祭へと意識が向いている生徒たちをなだめることもせず、のんびりと呟いた。

　いやいやいやいや──

「そんな一クラスの意見が通る訳──」

　通ってしまった。

　俺がたまたま提示した夜祭案は学校中を巻き込んで「アリ」だと判断されてしまったのだ。







　緊きん急きゆうの全校集会があり、教頭のありがたいお言葉──

「お前らの熱い気持ちは伝わったっ！」

　涙なみだながらに、マイクをハウリングさせながら、教頭はそんな一言から始めた。

　うちの教頭は『生徒が進んでやりたいこと』をさせてくれる。

　学校とは教師が作るモノではなく、生徒が発展させていくモノ。修学旅行の行き先から、体育祭の競技、果てはクラス替えまで、生徒が積極的な意見を出せば、その通りにしてくれる。そんな熱い魂たましいを持った教頭先生だった。

「近きん隣りん住民の方々から苦情等が来たら──私が責任を持って、土下座して回るから安心して騒さわげっ！　以上だっ！　感動したっ！」

　近隣住民の方々がそれで満足してくださるのかは甚はなはだ疑問ではあるが、生徒たちにそれは関係なく、夜祭を喜んでいた。

　まあ、夜に学校で何かをする。というのは考えただけでもワクワクするものだろう。

　感極きわまって泣きながら退場する教頭に代わり、我らが『無個性』が壇だん上じようへ。

「えー、一年Ｃ組担任の、栗くり須すです。教頭先生はあんなことをおっしゃってますが、正直迷惑ですので──節度ある学園祭にしないと、マジで途と中ちゆうから終了もあり得るからなー」

　あ、うちの担任、『栗須』って名前だったんだ。案外個性的じゃん。教頭の代わりに浮かれる生徒たちへ釘くぎを刺さした我らが担任の言葉で、緊急集会は幕を閉じた。







　トントン拍びよう子しで今年の学園祭が夜間に行われる運びとなった。

　テンションが下がらない内にと、早さつ速そく教室へ戻った俺たちは、出し物を決めてしまおうとした。

　ハルナはみんなが席に着くよりも早く──

「で、夜に行われるなら断然スワット屋敷だな！」

　お化け屋敷みたいに言いやがった！　もうスワット諦あきらめろよ！

「妖よう怪かい……喫きつ茶さ……で、どうかな？」

　平松の提案。なるほど、お化け屋敷とコスプレ喫茶という双そう方ほうの意見を尊重し、それでいて他のクラスがやりそうにない。

「うん。いいんじゃないか？」

「妖怪──」

　ハルナが唸うなっていた。どうしてもスワットを諦められない。顔にはそう書いてあった。

「……スワットの格好をした……オリジナル妖怪とか」

　困った表情の平松が補足すると、

「じゃ、それだ！」

　ぱあっと笑顔が華はなやいだ。

「妖怪喫茶ね」

　相変わらず窓の外を眺ながめていた担任教師は笑いながらこう続けた。

「あんときみたいな感じかな」

「どのとき？」

　織戸が怪訝な顔をする。

「ほら、みんなが動物になってしまったときみたいな感じで」

　担任の教師、本名『栗須猛たけし』は一人、笑みを浮うかべた。

　──おかしい。

　生徒たちはいつのことなのか、解らない様子だった。

　──この反応が、正しい。

　以前、確かにこの学校にいる人たちは動物化の脅きよう威いに見み舞まわれた。だが、ハルナや俺が魔装少女の力で記き憶おくを消した。

　だから、覚えているはずもない。誰も覚えているはずはなかった。

　俺は一人──険しい表情で担任教師を睨にらみ付けていた。




























　十月五日の木曜日。今週の土曜日には、もう学園祭がある。

　放課後になると、ゾンビな俺はいつも日が落ちるまで教室に残る。だいたいは一人、もしくは暇ひまなクラスメイトの織戸や隣となりのクラスにいる友トモ紀ノリと一いつ緒しよの教室。

　最近は放課後の教室も賑にぎわっていた。みんな学園祭の準備に追われていたからだ。

「じゃあ、相あい川かわ。頑がん張ばってくれな」

「ごめんね。私も用事あるから」

「ああ、どうせ暇だしな」

　とまあ、こんなやりとりが放課後すぐにあり、ちぎり絵風の凝こったモノを作ろうと躍やつ起きになっていた生徒たちは途中で飽あきてしまったのか、毎日遅くまで学校に残っている俺へ全て任せて、早々と帰るようになっていた。

　俺は一人で妖怪喫茶の派手な看板を作成していて、平松や織戸は衣い装しよう係、トモノリは隣のクラスなので当然ここにはいない。

　そう──俺は一人でこの作業をやっているのだ。

　はっきりいって、面めん倒どうくさい。こんなもん、赤い絵の具で文字を書けばそれでいいだろ？　なんて何度も思いながら進めて行く内に、引き返せなくなった。

　もう一度はっきり言おう。──面倒くさい。

　何かを作るという行こう為い自体を純じゆん粋すいに楽しめる生徒たちは、楽しそうな笑顔で世間話に花を咲かせながらも、ちゃんと手を動かしていた。

「あ～いかわ」

　やけに楽しそうな声こわ色いろの生徒がこちらへやってきた。

　元気一いつ杯ぱいの瞳ひとみに、楽しそうな口元。短たん髪ぱつの少女が腰こしに両手を当てていた。

「おう──友紀。やけにご機き嫌げんだな」

「携けい帯たい電でん話わを買って貰もらったんだぜ！　番号教えてくれよ～」

　友紀は最新機種の携帯電話を手に、にっと微ほほ笑えんだ。携帯なんて何でも同じだと思っていたが、こうやって最新機種を見せられると無む性しように欲しくなるのは何な故ぜだろうか。

「ああ、いいぞ。……ご両親に買って貰ったのか？」

　友紀はふるふると首を横に振ふる。

「うんにゃ。任務を円えん滑かつに進めるためにって支給して貰ったんだぜ～」

　赤外線受信で友紀のアドレスと電話番号をゲットする。

「ゲットゲット～」

　にこやかな笑顔をした友紀は、嬉うれしそうに携帯を抱きしめた。

「お前も学園祭準備してたんだろ？　こんなとこで油売ってていいのか？」

「おう！　終わらせて来たんだぜ！　で、相川は出来たのかよ？」

　ひょこっと顔をのぞき込ませ、友紀は「あ」と切なそうな声を上げた。

　完成にはほど遠いからな。もう二日後には学園祭なのに。

「なあ、トモノリ」

「と、トモノリ言うな！　オレは女だぞ！」

「なんのために、俺はこんなモノを作ってるんだろうな」

「た、達成感……じゃねえかな。ほら、山を登るのと同じような」

「なるほど、一理あるかもな」

「だろ？　うおーって描えがいて完成したときの清すが々すがしさは、セガサターンの起動音に似ているぜ？」

「お前の清々しさはわかりにくい！」

「相川も特大ソロアーチぐらいの気持ちいい看板作ろうぜ」

　俺は、よほどつまらなそうな顔をしていたんだろうな。友紀がデコピンしてくる。ゾンビな俺には『痛い』という感覚がないので、デコピンなんか気にもとめなかったが、すりすりと叩たたかれた場所をさする。

　グダグダ言うなと言いたいんだろうな。──分かってるさ。

「見せてくれよ」

「お？」

「お前は会心の作、作ったんだろ？」

「おう！　こっちこっち！」

　まるで子供のようなはしゃぎっぷりで俺の手を引っ張る。こいつは、立ち上がる時間すら待てないのか。

　やれやれと首を振りながら隣のクラスへ連れられると、女生徒が駆け足でやってきた。

「ユキちゃーん。どこいってたのー？」

　茶ちや髪ぱつのロングヘアーに、メイクをばっちり決めた少女。友紀のクラスメイト、バスケ部所属の三み原はらかなみだ。

　友紀のクラスは、絵を展示するようだ。みんながみんな、絵の具セットを用意して、画用紙を机に広げている。

　以前友紀に聞いた話によれば、友紀のクラスはほぼ全員が何かしらの部活動をしているそうで、部活ごとの出し物が忙いそがしいから、クラスとしては絵の展示をすることに決定したようだ。

「じゃーん」と友紀が絵を指さす。そこに描かれていたのは、太陽と海とひまわり。まるで友紀を象しよう徴ちようするかのような、明るい絵だった。

「ガキみたいだな」

「ユキちゃんらしいじゃない」

　三原が友紀の頭をよしよしと撫なでる。

　へへ～っと笑う友紀の顔は、三原の顔を見て何かを閃ひらめいたようにぱあっと光り輝かがやいた。

「知ってるか相川！」

　がっしりと友紀に肩かたをつかまれる。いきなり何を思いついたんだ？

「なにを？」

「ブルースリーってな！　『青あお井いさん』を外人さんが間ま違ちがえたんだぜ！」

　なんだその明らかに噓うそな豆知識は。『ブルー』と『スリー』が『青』と『さん』を意味していると言いたいのか？

　友紀は知らなかっただろ～とでも言いたげな唇くちびるで、矢や継つぎ早ばやに──

「高こう野や豆どう腐ふは、今夜どう？　って夫に出すためのものなんだぜ！」

「お前バカだろ」

「すげえよなっ！　日本語ってすげえよ！」

　まるで神に祈いのるような仕草で天てん井じようを仰あおぐ。なぜ友紀は今、神様に感謝をしているんだろう。ちらりと視線を移すと、三原が必死に声を殺していた。

　──こいつか？　友紀に妙みような噓知識を植え付けたのは。

「あはははっ！　もうダメ！　ユキちゃんやっぱり可か愛わいい！」

「友紀。残念だが、その情報は全部噓だ」

「え？　だって──かなみが」

　友紀が純真無む垢くな少年の如ごとき瞳を三原へ向ける。

「ユキちゃんは偉えらいねー。ちゃんと覚えてるんだねー」

　三原は完全に友紀をバカにしていた。

「あっ！　『面倒くさい』は剣けん道どうで使う面や胴どうが臭くさかったから着たくないってことなんだぜ！　これは本当だろっ！　本当……だよね？　な？」

「すんごいそれっぽいが、漢字が違うだろ」

　友紀はがくんとうなだれた。

「ユキちゃんごめんねー。はあ、可愛かった」

　ぎゅっと友紀を抱きしめる三原は、まだ笑いを堪こらえているようだった。

「全く、なんでそんな妙な知識を──」

「ユキちゃんが相川に面おも白しろい話をしたいって言うから」

　まあ、友紀とは毎日散々話をしているからな。話すネタが欲しかったのだろう。

「もう、なんでも信じちゃうんだもん。面白くて可愛くて」

「かなみのアホ～っ！　お前どこ中だよ！」

　友紀は両手を挙げて抗こう議ぎする。どこ中って、『どこの中学だ』ぐらいちゃんと言えよ。三原はそんな友紀の仕草が好きなようで、ずっとニヤニヤしていた。

「ちなみに、三原はなんの絵を描いてるんだ？」

「あたしのも見ちゃうの？」

　ニヤニヤとした三原が自分の身か体らだを抱く。その思わせぶりな、くねくねとした動きがウザかったので、無視してやろうと思ったが。

「待って！　見て！　あたしの全てを見てって！」

　がっしりと腕うでをつかまれてしまった。──こういうテンションにはついていけない。

　三原の絵は──街並みだった。まるでシムシティでもしているかのように神様視点の街並みだ。そりゃもう、ごちゃごちゃしている。ちなみにウォーリーが隠かくれているそうだ。

「まあ、でも上う手まいな」

「でしょでしょ？」

「アンダーソンとかもヤバイぜ！」

　さっきまで落ち込んでいた友紀が、急に元気になった。

　部屋の隅すみで墨すみと筆を持ったイケメンが「呼んだ？」とばかりにこちらへ視線を向けた。

　この学年で一番背が高く、さらさらの髪かみに青い瞳。名前は『下しも村むら』だが、見るからに日本人離ばなれしたイケメンのため、『アンダーソン』と呼ばれている。そんな彼は、墨ぼく汁じゆうでパレットを汚よごしていた。

　──なんで絵の具じゃなくて墨なんだ？

　アンダーソン君のところへ向かい、何を描いているのかを見てみれば──

　そこには、弥み勒ろく菩ぼ薩さつが描かれていた。頰ほおに片手をやり、片足だけあぐらをかいているようなポーズの──って、なんで『弥勒菩薩半はん跏か思し惟ゆい像ぞう』やねん。

「タイトルは『考える人』だ」

「たしかに思いふけっているけども！　そのタイトルなら、もっと相ふさ応わしい像があるだろうよ！」

「でもすげーよな！」

「まあ、めちゃくちゃ上手いのは確かだ」

「あれ……？」三原が何かに気づいたように声を出した。

「ん？」俺はそれが何かわからないので、聞き返してみる。

「一番騒さわがしいあいつは？　ほら、あのツンツン頭」

「……織戸か。そう言えば、今日は見てないな。昨日まで平松と衣装作ってたんだが」

「織戸なら……さっきからかなみを凝ぎよう視ししてるぜ？」

　友紀は教室内を指でさす。──なんで友紀のクラスに織戸がいるんだ？

「はあっ？」

　三原は気持ち悪いとでも言いたげな表情でぶるっと身体を震ふるわせた。

　見てみれば、たしかに織戸はキャンパスの前でパレットを持ち、男おとこ塾じゆくの塾生のような豪ごう気きに溢あふれる顔つきでずっと三原を──いや、三原の胸むな元もとを凝視している。

　お前──だからなんで友紀のクラスにいるんだ？　どうもうちのクラスが静かだと思ったら。

「好きなんじゃないのか？」

　アンダーソン君は、真顔でそう言った。

　友紀が目をキラキラと乙おと女めのように輝かせた。

「織戸が？　かなみを？　マジで！　すげーじゃん！　うん！　あの目は恋こいする目だぜ」

　いや、あの目は恋する目じゃない。──変態の目だ。

　真相を聞き出そうとしたのか、友紀が飛とび跳はねるように織戸のところへ。

　ぞろぞろとみんなで続く。

「な、なんだよお前ら」

　狼うろ狽たえる織戸へ、友紀は直球を投げた。

「織戸ってかなみ好きなん？」

「はあ？」

　それは、恐おそらく織戸の繰くり出だせる中で、最高の「はあ？」だったろう。

「だって、ずっとかなみ見てたじゃんか～」

　口に拳こぶしを当てて「にししし」と友紀が笑う。

「俺が見てたのは、ただの『おっっっっぱい』だっ！」

　やはりな。

「キモっ」三原が友紀の陰かげに隠れてしまった。

「なにゆえ、三原のを？」

　アンダーソン君が首を傾かしげた。失礼ではあるが──たしかに、三原の胸はごく一いつ般ぱん的な大きさと形で、織戸のメガネに適かなうものとは思えない。

「お前ら、気づかないのか？　三原がノーブラだと」

「キんモーっ！」

　とうとう三原が奇き声せいと共に友紀の傍そばから助走をつけ、織戸の肩を全力で殴なぐりつけた。

「ぐへっ──俺ぐらいになるとな、セーラー服の下にあるキャミの向こうに、ブラのベルト部分がどうなっているのかが透すけて見えるんだ」

　凄すごいと言えば凄いが──

「いや、これブラトップだから！　キャミにカップが付いててブラと同じ役目を──」

　三原が服を引っ張りながら抗議する。

「バカなっ！　人類はすでにそんなものまで──」

　ゴクリとアンダーソン君が喉のどを鳴らす。なんでお前が衝しよう撃げきを受けてるんだよ。

「詐さ欺ぎだ！　これは詐欺だ！」

「死ねよもう」

　ブラトップでも魅み力りよくを感じる俺は少数派なのだろうか。

「でも、ノーブラには違いないんじゃない？」

　おおっと！　友紀が裏切ったーっ！

「ちゃんとブラカップ付いてるし、パッドも入ってるのに？」

「おいおい！　それじゃまるでブラじゃないか！」

　アンダーソン君はこれでもかというくらいに眉まゆをしかめる。

「だからそう言ってるでしょ！」

「なんだよ。──よかった……ノーブラは、いねえのか。──俺ぁてっきり、国の一大事かと。──なんだ、俺が騙だまされただけか……全く、良い人生だった！」

　やめてーっ！　俺の尊敬するドクター・ヒルルクの名言を汚けがさないでーっ！

「ところで、織戸はなにを描えがいたんだい？」

　アンダーソン君が話を切り替えると、織戸は席を立つ。

「ああ、まだ完成してないけど──」

　どれどれ。俺たちは絵の見える位置に移動する。

　そこには、棚たなの上に物を置こうと、両手を上に伸のばしている薄うす着ぎの女の子が描かれていた。顔はなく、首から下、お尻しりまでの女性特有の柔やわらかな体を描いた作品だ。

「これ、かなみだよな」

　友紀が小さく囁ささやくように三原へ言う。

「ホントに超キモいんだけど」

「なるほど、顔を描かないことによって胸と脇わきを強調し、フェティシズムを──」

　アンダーソン君が解説を始めたーっ！

「すんげーっ！」

「ちょっと！　なんでみんな絶賛してんの！　ただただキモいよ。キモイよキモイよ～」

「俺も、三原と同意見だ。ていうか、織戸はなんでこのクラスの展示に参加するつもりなんだ？」

「絵は多い方がいいじゃねえか」

　いいかも知れないが、お前はこのクラスの人間じゃないだろうが。

「先生は、別に誰が描いても良いって言っていたな」

　アンダーソン君が思い出したように言う。『生徒がやる気なら、やらせたい』そんな学校の方針が、こんなところでも生きているようだ。

「──そういう相川は、看板出来たのか？」

「ん？　まあ──」

「ま、まあまあ！　相川のはいいじゃん」

　友紀がぱたぱたと手を振る。

「こら相川」

　後ろから、明らかに高校生とは思えない低い声を掛かけられ、俺は何事だろうと振り向いた。そこには、ウチの担任、通称『無角形』が眉み間けんにシワを寄せている。

　彼が言いたいことは、解わかっていた。

「全く進んでないのに何やっとるんだ。ほら、お前たちも喋しやべってないで作業に戻もどれ」

　そう、二学期が始まって以来、俺は全く進めていない。

　俺が作業を進められなかったのには、いくつか理由がある。

　その中で、一番の原因は──

「アユム！」

　ほらな。まただ。いつもこうやってチェーンソウを持った栗くり色いろの髪の少女、ハルナがやってきては、楽しそうにアホ毛をピコピコさせて──

「メガロが出た！」

　などと意味不明な事を言いだし、俺の手を引く。

　ハルナは魔ま法ほうの世界『ヴィリエ』からメガロと呼ばれるバケモノを退治しにこの世界にやってきている。

　メガロってのはハルナたち魔装少女の天敵で、死んだ人間の魂たましいが集つどう世界『冥めい界かい』から魔装少女を殺しにやってくる。「だったらヴィリエへ行ってくれ」なんて個人的な意見は取り入れてくれず、何な故ぜか俺の住む世界で日夜戦い続けているそうだ。

　ざっと読みたくもない説明を垂れ流したが、要は──

　メガロは魔装少女を狙ねらって来る。

　魔装少女はメガロを駆く逐ちくしたい。

　そんな関係だ。

　俺の家に居い候そうろうする、冥界からやって来たネクロマンサー、ユーの家出事件が解決したのは良かった。だが、同じようにメガロ退治も再開されてしまった。

　ハルナに手を引かれ、教室を出る。正直、メガロ退治は面めん倒どうくさいし嫌きらいだが、ハルナへ「一人で行ってこい」なんてことは──俺には言えなかった。

　こいつは元々、魔装少女という妙みような格好に変身し、魔法の力でメガロを倒たおせるはずだったが、ユーに魔ま力りよくを吸い取られてしまったために、今は変身出来ない。メガロってのはゾンビでもそうそう倒せないんだ。変身出来ないただのアホが戦って勝てる訳もない。

　にもかかわらず、殺されると分かっていても、敵かなわないと分かっていても、こいつはメガロに挑いどんでしまう。

　結局は、ゾンビな俺がメガロを倒してやらないといけないんだ。

　校舎を出ると、ひとまず空を見上げる。秋空はオレンジ色に染め上げられ、日はもうすぐ地平線の彼か方なたへ消えようとしていた。

　消えていればスキップで向かってやるが、こんなギリギリの太陽光でも俺は足あし腰こしがヘナヘナになってしまう。

　前のめりに倒れてしまいそうな俺だったが、ハルナがやけに強い力で俺を引っ張っていたから、なんとか前へ進むことが出来た。

　ぴこぴことアホ毛を犬の尻しつ尾ぽみたいに動かしたハルナ。駅前方面へずっと手を引かれて進む。

　人通りの激しい国道沿いを、チェーンソウを持った少女と共に疾しつ走そうしていた。

　もうすぐ駅、というところでハルナが足を止めた。

「この辺りにいるはずだっ！」

　ダウジングのようにアホ毛が直角になっている。──便利すぎる毛だな。

「いつも思ってたが、お前はどうやってメガロを探してるんだ？　いつも行き当たりばったりなイメージだが」

「あたしは魔力探知出来ないけど、メガロが魔装少女を探しているのは感じられるんだ」

「逆探知──してるのか？」

「そうだ！　まあ、魔力探知出来る奴やつより効率は落ちるけど──こっちから戦う気もないザコを探すより、やる気のある高ランクのメガロを倒した方が良いに決まってるだろっ！」

　なるほどな。確かに、魔装少女を探してでも戦うつもりのメガロだったら、それなりの強さを持っている。だからいつもバカみたいに強いＡＡクラスのメガロとかを退治させられるハメになるのか。──いい迷めい惑わくだ。

「つまりあれか？　普ふ通つうの魔装少女は弱いメガロを自分で探して倒している──と？」

「そうだ。普通の学生はＣからＢランクぐらいを狩かるもんだっ！　でも──」

「でも？」

「あたし、天才だからっ！」

　ですよねー。こいつのくだらないプライドは、ホントに迷惑だな。

「あいつだっ！　倒すぞっ！　アユム！」

　チェーンソウを牛ぎゆう丼どん屋やへ向ける。店の前には牛丼がセール割引中だと書いてあるのぼりが風に揺ゆれていた。ハルナが示しているのはその先──

　へ？　店内にいるのか？

　少し屈かがみ気味でガラス戸の向こうを見てみると──確かにいた。

　今日のメガロはアライグマだった。学ランを着た、巨きよ大だいなアライグマ。ハルナよりも一回り大きいぐらいの身長の、可か愛わいらしい目をしたアライグマが、ガラス戸の向こうからこちらを覗のぞき込んでいた。

　俺たちの姿を発見すると、戦う気満々な表情を見せ、急いで外に出ようとする。

　もしかして、お食事中だったのかな？　まあ、あの身長で学ランを着た生物が普通に店内に入ってきたら、店員さんもきっと、罰ばつゲームかテレビ関係だと思ってしまうかもしれない。

　急いだ様子だったが、アライグマはドアの前できょろきょろしている。

　どうやら、タッチするタイプの自動ドアだと気づかなかったようで、戸と惑まどいを見せながら一歩下がったり上を向いてみたりしていた。

「開かへん……」

　小さな指でかりかりと戸をひっかきながら、切なそうな声を出した。

　──可愛いじゃねえかよ。

「あいつ」ハルナは汚お物ぶつを見るような目でアライグマを見ながら「あたしを食べる気だ」

　別に食べる気があるようには見えないだろ？　とツッコミを入れようとしたら──

「キャラ的に」

　キャラ的にってどういうことっ？

　アライグマは店員さんにドアを開けて貰って、なんとか店から脱だつ出しゆつすることが出来たようだった。入るときも店員さんに開けて貰ったのだろうな──可愛いじゃん。

「とりあえず人ひと気けの無いところへいかないと、こんな駅前じゃあ迷惑が掛かるな」

　この場所はやけに人が多い。アライグマのことはなんかのイベントだと思っているのだろうが、戦せん闘とうが始まればパニックになりかねん。

「はあっ？　見つけたら即そく殺すのっ！　サーチアンドデストロンだっ！」

　なんでトランスフォーマーに出てくる悪の軍団あるいは仮面ライダーＶ３に出てくる悪の組織やねん。サーチアンドデストロイと言いたいのか？

「ほら、俺は太陽光を浴び続けるとぶっ倒れてしまうんだから、日ひ陰かげにいってくれないと戦えないんだよ」

「全く──アユムはザコ過ぎる。しゃーなしだからなっ！」

　どーもありがとうございます。やけにテンションの高いハルナに手を引かれ、駆け足で駅から遠ざかる。

「はっ！」前を走るハルナが口を三角形にして笑顔で俺の顔を見るや──

「もう一いつ匹ぴきいるっぽい！」

　なんとも楽しげな声を出した。

　勘かん弁べんしてくれ──今日は大変そうだな。

「って──あれ？　お前、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　メガロの強大な魔力とやらを感じると、ハルナは身体中の力を失い、ぺたんとお尻から座り込んでしまうはずだ。昨日まで──そうだった。

　だが、今のハルナは、いつも悪さをするときのように、満面の笑みと愉ゆ快かいなアホ毛を見せていた。







　飲食店が建ち並ぶ駅前から少し進むと、あまり人が居ない住宅街へと入る。そこでハルナがくるりと振り向いた。

　そこには、必死に追いかけてきて肩かたで大きく息をする疲つかれ果はてたアライグマ。

「ちゃうねん」

　何がっ？　アライグマはぱたぱたと手を振りながら言葉を続ける。

「開くのは知っててんで？」

「はぁっ？」ハルナが眉まゆをしかめて聞き返す。

「あのドアとは相あい性しよう悪いねんて。マジで」

　自動ドアが開けられなかったことが恥はずかしかったのだろうか？　言い訳がなんか可愛い！　なにこのアライグマ！　アライグマじゃなかったらウザいはずなのに可愛い！

　やっと人気のないところで、俺たちとアライグマは荒こう野やのガンマンよろしく向き合っていた。

「あいつはＡ級メガロ『洗あらい中ちゆう』だ」

「元ドリフターズみたいな名前だな」

　Ａ級クラスか──下手に動けば、やられる可能性もあるだろう。

　俺は以前、ウマのメガロを甘あまく見て、負けたことがあるからな。慎しん重ちように慎重に。

　どんな攻こう撃げきを仕掛けられても対応できるであろう距きよ離りで──アライグマは──

　拳けん銃じゆうを取り出した。

　武器ありの設定なんすかっ！

　しかし、拳銃を持っていて、何な故ぜ今まで使わなかったんだ？　追いかけながらも攻撃を仕し掛かけられたはずだ。

　スミス＆ウェッソン、スコフィールドの四十五口径の銃じゆう口こうが、俺に向けられていた。

　アライグマの可愛らしい指が引き金に──

「引き金届かへん……」

　そうだよね！　アライグマの指じゃ届かないよね！

　両手でなんとか撃うとうと頑がん張ばっていたアライグマの手から──ぽとりと拳銃が地面に落ちる。「あ」切ない声を出したアライグマは、そっと拳銃を拾い──

「ごめん──洗あろてきていい？」

　か、可愛い！　洗うとこ見たい！

　はっ！　しまった！　今完全に倒すチャンスだった！

「アユムなにやってんの？　早く倒せよなっ！」

「ああ、ちょっと──精神を攻撃されてて」

「アユムはホントに無能だな。──上の奴にも気づいてないだろ？」

「上？」俺が顔を上げると、そこにはゴリラがいた。

　アライグマに比べると可愛らしさが全然無く、なんか頭に赤いリボンとか付いてるけど学ラン着ているし、オスなのかメスなのか。

　とにかく、ボディビルダーのような、やけにムキムキの筋肉をしたゴリラが、電信柱のてっぺんにいた。──か、可愛くねえ。

　なんて分ぶん析せきしている暇ひまもなく、まるでコーナーに登ったプロレスラーがボディプレスをしかけるように、ゴリラは襲おそいかかってくる。

　俺は咄とつ嗟さに横へ跳とぼうとしたが、ハルナはその場を動かない。

　口元をゆるめたまま、チェーンソウを構えることもせず、ゴリラを見上げていた。

　まるで、ゴリラを迎むかえ入れるように手を伸のばすハルナ──このアホ娘むすめがっ！　俺はその小さな体を抱き寄せた。

　背中の肉を引ひき裂さかれる感かん触しよく。ゴリラの太い指が、俺の背中の肉を削そぎやがった。ゾンビの特性として痛覚のない俺だが、肉を削がれて良い気持ちにはならない。

　さすが、メガロ。すごい力だ。俺はハルナのガキみたいな体を抱いて、ゴロゴロとアスファルトを転がる。

「ちょ、こらっ！　今、絶対、胸、触さわっただろ！　こんの変態っ！　ジョージ・エロメロ！」

　ホラー界の巨きよ匠しようかよ！　エロメロじゃなくて、ジョージ・Ａ・ロメロ監かん督とくだろ！

「それは悪かった！　感触が全くなかったけど悪かった！」

「あんたケンカ売ってるだろっ！　人のフカフカな胸をモフモフしておいて、ふざけんなよなっ！」

「だから謝あやまってるだろ。──すいませんでした！　全く、何を考えてるんだ？　早く逃にげろよ」

「あんな雑ざ魚こから、あたしに逃げろって言うのかっ？」

　ああ、そんなことを考えてるんだ。

「だったら、そこでじっとしてろ」

　東京の建物は無む駄だに高いのもあってか、ここは陰かげになっていて戦えるな。俺はハルナから手を離はなしながら、リボンを付けたゴリラの方へ体を──

　めきょ──あ、肋ろつ骨こつが折れた。

　振り向きざまの俺へ、ゴリラはラリアットのように大きく腕うでを振り、二の腕を俺の脇わき腹ばらにめり込ませたのだ。

　地面から足が浮うく。──あ、やばいな。このゴリラ、滅め茶ちや苦く茶ちや強いぞ。

　どこぞのお宅の壁かべに叩たたきつけられた俺は、すぐさま蹴けりを返した。三角飛びに挑ちよう戦せんしたかったね。俺の放った全力の蹴りは、見えない壁に阻はばまれてしまった。

　ゴリラを守るように、紫むらさき色いろのガラスみたいなものが出現していた。いつもハルナがやってくれる『結界』って奴か？　メガロも出来るのか？

　あ──ダメだ。ゾンビなだけの俺じゃ倒たおせない。さっさと変身してしまおう。

　もう一度跳び蹴りして跳はね返された俺は、ハルナのところへと戻もどる。

　魔装少女になるには、ハルナが持っているチェーンソウが必要なんだ。

「ハルナ、チェーンソウを」

「いい加減名前覚えろよなっ！　ミストルティンだからっ！」

　そのセリフは是ぜ非ひお前に言い返したいところだが、戦闘中にそんなことをするほど俺は阿あ呆ほうではない。

「あー、何も言わなくていいからな。スーパーを付けたい気持ちはもう伝わってるって」

「わかったから貸せ」手を伸ばすと──

「まあまあまあまあ……」苦笑いで拒きよ否ひされた。

「いやいやいやいや」食い下がるが──

「まあまあまあまあまあまあ……」

　なんで貸さないのこいつ。変身無しでぼこぼこにされろと？　何の恨うらみがあって？

「ところでアユム。あいつら、連れん携けいをしてる」

「連携？」

「今の結界はあいつが作り出してるんだ」

　ハルナの指が向かう先には、アライグマ。

「てことは……もしかしてあいつを倒さないとゴリラを倒せないってか？」

「どう考えてもそうだろ！　まあ、あたしなら別だけどなっ！」

「とにかく、あのアライグマを──」

　倒せば……いいんだな……

　いつの間にか俺は、言葉を失っていた。

　なぜなら、アライグマが──ハンカチで拳銃の汚よごれを拭ふいている最中に、また拳銃を地面に落とし、ヘコんでいたからだ！

「あんな可愛い生物を殺せるかーっ！」

　叫さけぶ俺の顔面に、ゴリラの拳こぶしが襲いかかった。

　頭を下げて避よけながら、ボディに一発お見み舞まいする。──が、やはり結界に阻はばまれた。

　どうすりゃいい！　どうすりゃあいいんだ！

　ゴリラの体がブレる。何が起こったのかと目をごしごしと強くこすって、もう一度ゴリラを見ると──ゴリラが四体になっていた。

　ぎゃあああああ！　アライグマが良い─────っ！

　なんでゴリラが増えるんだよ！　誰が得するんだ！　アライグマにしてくれよ！　増えるならアライグマに！

「あれは四体の中に本体がいるのか、それとも四身の拳なのか──」

「全部本体に決まってるだろ！　しょうがないなー。アユムは──」

　一歩前に出るハルナの手を強引に引き寄せる。

「お前アホだろ！　逃げるぞ！　無理だ！　アライグマは倒せない！」

「はあ？　逃げるとかあり得ないからっ！」

　逃げることの何がいけないのか、是非教えて欲しいね。

　だだをこねるハルナを抱かかえたまま、俺は全力で逃げる。

　一つ誤算があるとすれば──ゴリラの方が圧あつ倒とう的てきにスピードが上だったことぐらいかな。分身した分だけ弱くなるとかないのかよっ！

　頭からぶつかってくるようなタックル。短い足でのドロップキックなど、プロレスラー顔負けの派手な攻撃を仕掛けてくるゴリラ四体。

　ハルナへ衝しよう撃げきがいかないように、時には手を離して少し距離を取り、クッション代わりにと俺は大おお忙いそがしだった。

　四体のゴリラにバレーボールのように弄もてあそばれた俺は、全身ズタズタの状態で、ついには倒れ込んでしまった。

　あんのゴリラめ。俺の回復を待ってくれても──

　なんとか立ち上がろうと四つん這ばいになった俺の背中へ、超ちよう重量のゴリラがボディプレスをしてくる。

　そんなもん食らったら骨が変な形で再生されそうだ。

　なんとか体を起こして避けつつ、ゴリラへ人間の出せる力の四三二％にあたる強さの回し蹴りをかます。この威い力りよくなら、結界も突つき破やぶれるはずだ。

　──なんて気持ちが甘かった。

　結界を蹴った衝撃で、俺の足の骨は粉ふん砕さいしていた。

　こりゃ、治るまで少し掛かかるわ。──万事休す。

　すでに死んでる俺は、どんだけ殴なぐってくれても構わない。だが、ハルナは──

「早く逃げろ！　お前だけでも逃げるんだ！」

「逃げる必要なんかないってば」

　鼻で笑われた。俺がボコボコにされてるのを目の当たりにして、まだメガロとやり合いたいのか？

　ゴリラのところへ行こうとするハルナの体を引き寄せる。

「待てって！　頼たのむからおとなしく逃げてくれ」

「アユムはそこまで好きなようにやられて、悔くやしくないのかっ？」

「ああ、あいにく、死ぬのは慣れてるからな。──お前が無事なら……死んでもいいさ」

　あ、ダメだ。足あし腰こしが死んでる。俺は崩くずれ落ちるように、その場に倒れてしまった。

　空を見上げれば、まだ夕暮れが終わっていない。早く夜になれよ──

　夜になれば──すぐに立ち上がれるのに。……くそったれ。

「とにかく、アユムはそこで転がってろっ！」

　──このアホめ、ぶん殴ってやりたいな。いい加減、状じよう況きようを理解してくれ。

　なんとか起き上がろうとしたが、足首が複雑骨折しているようで、上う手まく立てない。

　むしろ、よくここまで頑張ったと自分の足を褒ほめてやりたい気分だ。

　ハルナは大きく息を吸い、「よし！」と勢いづけてから──

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ！」

　それは、呪じゆ文もんだった。俺個人としてはビビデバビデブーやテクマクマヤコン、エクスペクトパトローナムよりも馴な染じみが深い、魔装少女に変身するための呪文。

　俺がハルナの代わりに、いつも言わされている呪文だった。

　ハルナの着ていた服が弾はじけ飛とび、一回裸はだかになった後、ピンクの可愛らしいコスプレ衣い装しようが現れる。やっぱり、変身ヒロインは女の子に限るな。──俺がこんな感じに変身していたと思うと………………笑いが止まらん。

「とくとご覧になるんだなっ！」

　ルビー色の光を放ち、甲かん高だかい音を立てて回転を始めるチェーンソウの刃は。

　なんで──

「ハルナ、お前なんで──」

「どうして変身出来たかって？」

「なんで俺を呼んだんだっ！　魔装少女に戻れたんなら一人でやれよっ！」

「え……よ、喜べよなっ！　なんだよなんだよっ！」

　こいつがチェーンソウ貸さなかったのも、やけに元気なのも、魔ま力りよくが元に戻ったからか。

　だから、わざわざ俺を呼び出して、高見の見物を気取っていた。──喜べるはずもない。

「どうせ、お前の天才ぶりを俺に見せたかったんだろ？」

　ハルナがむっとした表情を浮かべたので、このまま押し問答を続けていても意味がないと悟さとった俺は、ハルナが何か反論する前に言葉を続けた。

「見せてみろよ。お前の天才っぷりをな」

　少女のような可愛らしい微ほほ笑えみを俺に向けたハルナは──

「癒いやしの風よ、彼かのモノに癒しを与あたえたまえ！　アースグレイブっ！」

　それらしい呪文と共にチェーンソウをゴリラへ向けた。すると、ルビー色の光を放ったチェーンソウから、バスケットボールより一回り大きい程度の火球が現れ、ゴリラの群れの一いつ匹ぴきに激げき突とつ。一いつ瞬しゆんで焼き尽つくした。

　白い粒りゆう子しに変わっていくゴリラを見ながら、俺は動かない足を必死に動かし、鼻から大きく息を吸い、全力の腹式呼吸で──

「火の要素はどこにあったっ！」

　言わざるを得なかった。心の声で、終わらせたくなかった。

　明らかにおかしいだろっ！　癒しとか風とかアースなんたらとか。

　ていうか──あれ？　結界は？

「いいかアユムっ！　結界なんて限界がある。結界に守られているなら、その防ぼう御ぎよ力を上回る攻こう撃げきを行えばいい。ただそれだけだ！」

　んなアホな。ハルナの攻撃は、ゾンビの一いち撃げきより重いというのか？

　魔装少女になるだけで、ハルナはゾンビな俺より強いのか──なんか、寂さびしい気分になるな。続いて襲おそいかかるゴリラへ──

「我は放つ──光の白はく刃じんっ！」

　ぱくりやがったっ！　大だい先せん輩ぱいに「使わせて頂いてもよろしいですか？」のメールも送らずにぱくりやがったーっ！

　チェーンソウから火球が放たれ、ゴリラに襲いかかる。

　なんとか避けたゴリラを見るや、ふっとハルナの小さな身か体らだが消えた。と同時に、ハルナはスカートを閃ひらめかせてアライグマに跳とび蹴りを食らわせていた。

　その一連の攻撃は、最強クラスの力を持つ大先生との特訓をこなし、アホみたいな強さだった夜の王の攻撃を目視し、やたらと素す早ばやいポニーテールの吸血忍にん者じやと同どう棲せいしている上に、陸上部のホープと毎日会話するゾンビの目をもってしても、全く見えなかった。

　ふわりとスカートが舞まい、タンポポの綿毛が落ちるように音もなく着地した可か憐れんな少女の姿を目にしたから、恐おそらく跳び蹴りをしたのだろうと予想しただけ。

　何をした？　わからない。何が起こったのかわからないまま、ハルナがアライグマを倒していた。

「ちゃうねん。勝てててん」

　アライグマがーっ！　負ける要素はなかったとでも言いたげなアライグマが白い粒子に変わっていく。──ペットに欲しかったのに。

「防御を必要とする。つまり、それは防御が甘いという証しよう拠こだからなっ！」

　得意満面でそう言いながら、ハルナはゴリラをチェーンソウで殴りつけた。さっきまでの俺のように、アスファルトを滑すべるゴリラ。

「この世に悪があるとすれば──それは人の心だっ！　インディグネーションっ！」

　ハルナさん、そこ呪文じゃないよっ！　ただの名言だよっ！

　一体のゴリラが抱だきつくように襲いかかった。それは、小さな女の子からすれば脅きよう威いでしかないだろう。

　だが──ゴリラの体が炎ほのおに包まれる。そう、一瞬で灰に変えてしまった。

　もはやゴリラも、何がなんだかわからないようで、自分の一回りどころか三回りほど小さな女の子に圧あつ倒とうされ、後ずさってしまった。

「黄たそ昏がれよりも昏くらきもの血の流れより紅あかきもの時の流れに埋うずもれし偉い大だいなる汝なんじの名において我ここに闇やみに誓ちかわん我等が前に立たち塞ふさがりしすべての愚おろかなるものに我と汝が力もて等しくほりょりよ──」

　嚙かんだ───────っ！　もうちょいだったのに！　もうちょいだったのにーっ！

「……だらっしゃーっ！」

　チェーンソウから、火球が出現する。

　呪文、無くてよかったんだな。

　最後のゴリラが白い粒子となって消えていった後、清すが々すがしい表情のハルナが俺のところへやってくると──

「どうだっ！　すごいだろっ！」

　満面の笑みを浮うかべた。

　俺は正直、戦せん慄りつしていた。──守る必要なんかなかった。

　魔装少女の力を取とり戻もどしたハルナは──ゾンビな俺なんかより──

　圧倒的に強い。

　もう、笑うしかなかった。今までバカにしていたこの生意気な少女を──守る必要なんかなかったのだ。巣立っていく小鳥を見る親鳥の気分だな。どこか寂しくて、それでいて嬉うれしい。

　仁に王おう立ちをしたハルナは俺を見下ろす。

「アユムは今までよく頑がん張ばったと褒めてやるからなっ！」

　俺の頭にポンと手を置いて、ポンポンと叩たたく。

「全く──とんだピエロを演じちまったよ」

　同感なのだろう。にゃははは。と、ハルナは腕うでを組んで大笑いする。

「ま、あたしぐらいの天才が攻こう撃げき魔ま法ほうを使えれば、Ａ級も楽勝だってことだっ！」

「いつから、力が戻ったんだ？」

「今日からに決まってるだろっ！　ついに完成したんだっ！」

　と言いながら、変身を解いたハルナは、シャツの中に手を入れて、首から提さげているペンダントを俺に見せる。

「それが何か？」

「これっ！　アユムの学校にある備品やらなんやらを使って、あたしが開発した魔力吸引機だっ！　これを提げておくだけで、周りの魔力をきゅいんきゅいん吸引するって仕組みなんだっ！」

　それで、ユーに吸い取られたハルナの魔力を取り戻したってことか。なんだかんだで、こいつは天才なんだな。

「一人で作ったのか？」

「うんにゃ。この世界にもちょっと魔ま法ほう技術に詳くわしい奴やつがいたから、手伝って貰もらった」

　そんな大先生みたいな存在が、この世界にはいたのか。

　誰だれだろう？　ハルナに協力するような物好きは。学校の備品を使ったってことは──もしかして、うちの学校にいるのか？

「まあ、なんにせよ、良かったな」

「うん！　今のあたし、半はん端ぱなく強いんだ！　アユムのアホに出会う前よりも数百万倍強くなってると思う！」

「数百万倍って……」

「いいかアユム！　Ａ級ってのは『魔装少女でも倒たおすのが難しい』って意味なんだっ！　それを一撃なんて、大先生と同じくらいの魔力が──ううん。ただのファイヤーボールで一撃なんて、今のあたしにしか出来ないっ！　つまり──」

「つまり？」

「あたしは今、最強と化したっ！　もう『魔装少女が複数人必要』なＡＡＡ級だけじゃない。『魔装少女が何人いても勝てない』とまで言われたＳ級もあたし一人で倒せる気がするんだっ！」

　そんなことを誇ほこらしげに語るハルナを見ていて、俺はいずれハルナが──





　一、慢まん心しんしてメガロにやられる。

　二、魔力吸引機とやらが壊こわれる。

　三、メガロと戦う機会がなくなる。

　四、魔装錬れん器きが壊れる。






　のどれかになって嘆なげくような気がしていた。最強になったと公言した人間に、オチが待ち受けていない訳がない。

　しかし同時に、ハルナがこの先どうなるのか、少し興味が湧わいてきた。

　って──そんなことよりも、看板作る作業に戻らないと。







　とまあ、いつもこんなメガロ退治で時間を取られて、俺は学園祭の準備を全然進められなかったが、さすがに学園祭が二日後ともなれば、必死にならざるを得ない。

　ハルナは俺が学校へ戻ると言ったら、「そう言えばあたしも用があった！」とか言いながらアホ毛をビックリマークみたいにピンと張はり詰つめてどこかへ消えた。

　ホント、あいつの考えていることはようわからん。

　学校へとんぼ返りした俺は、長期戦に備えてコンビニでお茶とパンを買い、すっかり暗くなった校舎へ──

　あれ？　俺のクラスだけ……まだ電気が付いてる。

　誰か──まだ作業をしているのだろうか？　だったら、このお茶だけでも差し入れしよう。少し駆かけ足あしに教室へと向かう。

　教室の戸に手を掛かけた状態で、俺は一つ懸け念ねんを抱いだいていた。

　もし、この戸を開けて、誰かがイチャイチャしていたらどうしようか。

　コンコンとノックを強めにしたあと、少し間を置いてからそっと戸を開ける。

　窓の外には夜の闇。どんな小さな音も聞こえる静かな教室。

　そこにいたのは──担任教師と、お下さげ髪がみの美少女、平松。

　カップルには到とう底てい見えないな。ドキドキして損した。

「相川……くん」

「二人だけ──か？」

「平松はお前がすっぽかした仕事を手伝ってくれてるんだ」

　担任教師の放つ言葉の節々には、強い非難が込められていた。

　そうか──平松は俺がやるはずだった看板作りを──残ってまでやってくれてたのか。

　さすが優等生。──優やさしさに満ちあふれているな。

「すまん。ちょっと用事があって。──あとは俺が一人でやるから」

「え？　……うん……そう……」

　平松はなぜか寂しそうな顔を見せた。すると、ただのおっさんが嘆たん息そくし、

「アホか相川。お前一人で終われる段階じゃないだろうが」

　──ごもっとも。

「相川くん……その……あの……ごめんなさい。──手伝わせて……欲ほしい」

　そんな──悪い。悪いけど──おとなしめの女の子が上うわ目め遣づかいに手伝わせて欲しいなんて言ってきたら──

「わかった。手伝ってくれ、平松」

「う、うんっ！　……ありがとう、相川くん」

「はは、なんで手伝う側がありがとうなんだよ。こっちこそありがとうな、平松」

「じゃあ、先生は職員室で酒飲んでるか」

　このクソ教師は──

「手伝って下さいお願いします」

　俺は睨にらみ付けつつ、早口にそう言ってやった。もう少し生徒を構ってくれ。

「まあいったなー」

　こうして、優しい優等生とぶっきらぼうなおっさんと三人掛がかりで急ピッチをかけて看板制作にいそしんだ。

　そこへ──

「見てみて見てみて」

　また、あの天才美少女悪あく魔ま男だん爵しやく魔装少女がやってきた。

　なにやらシーツにくるまれた、どでかいブツを脇わきに抱かかえて。

　俺たちのところまで来ると、その妙みような物体を教室の奥おく、ロッカーの前に置く。

「なんだよ。そのでかいのは──」

　ため息を吐つきつつ、シーツをはぎ取る。

　そこには──俺がいた。いや、俺そっくりのマネキンがそこに立っていたのだ。左手を腰こしに、右手は上げられていて、愛らしいお目々は右斜ななめ上をじっと見つめている。

　……なんだよこれ。なんの冗じよう談だんだ？

「やっと完成したんだ！　すごい出来だろ！」

　全く実ることの無かった切ない胸を大きく張り、ふふんと自じ慢まんげな声を出したハルナはマネキン（俺）をばしばしと叩きつける。だるまのように倒れても起き上がるそのマネキンは、どうやら殴なぐって遊ぶものらしい。

　ところで、なんで『時代を先取るニューパワー』みたいなポーズを取ってるんだ？

　勘かん弁べんしてくれ。腐くさっても服を脱ぬいだりしない程度の恥はじらいが、ゾンビにはあるんだ。

「すごい……ですねぇ……」

　平松はさぞ感心した様子で、

「大したもんだなー」

　担任はあくびを一つしながら、ハルナを褒ほめ称たたえた。

「妖よう怪かい喫きつ茶さなんだから、これぐらいキモイのがないとなっ！」

　って、それを学園祭当日までここに置くつもりですかあなたはっ！

　勘弁してくれ。登校拒きよ否ひしてしまいそうだ。

「ダメだ。ハルナ、絶対こんなもん置かせないからな。今すぐ持って帰れ──って俺の家にあっても困るわ！　焼しよう却きやく炉ろへ直行だな」

「えー、どんだけ苦労したと思ってんだ！」

「相川くん……カッコイイと……思うよ？」

「平松……って、危ねえ！　思わず流されそうだった！　とにかく処分しろ。いいな？」

「うー、全然良くないけどなっ！」

　この阿あ呆ほうが。ハルナに今持ってきたばかりのマネキンを、すぐさま撤てつ収しゆうさせようとしたが、重いだのなんだのとごねたので担任教師が付いていったが、それっきり二人とも帰ってこなかった。

　ハルナはふてくされて帰ってしまったのだろうと予測できるが、あのへボ教師め。逃にげやがったな？

　平松は意に介かいした様子もなく、黙もく々もくと作業を続けていた。

　優等生とそうでない者の違ちがいは、集中力がどれだけあるか。だと俺は思う。

　すごい集中力だな。床ゆかに広がった新聞紙の上に、ずっと屈かがんだ状態で作業を続ける平松の姿に俺は尊敬の念を感じていた。

　よくもまあこんな体勢のままずっと作業できるもんだ。百人一首の大会で優勝するだけのことはあるだろう。

「俺も平松に負けてらんないな」

　ふぁさふぁさと揺ゆれるお下げ髪を見つめながら俺も同じ体勢で手を動かす。

　数分も持たずに腰に疲つかれが溜たまってきた。寝ねっ転ころがりてえ。

「あは……相川くん……無理しない方が……良いよ？」

「じゃ、寝かせてくれ」

「ふふ……いいよ……ねえ、相川くん……夜の学校って……ドキドキ……するね？」

「ああ、そうだな。いつも見ている世界の、別の顔──」

「あ……そうだ。知ってる？　この校舎って……昔……お墓だったんだって」

「へえ、知らなかったな。そう言えば、近くに墓場があったが」

　ゾンビがよく出しゆつ没ぼつする、御ご用よう達たしの墓場が俺の家と学校の中間にある。アンデッドな俺は当然、墓場で涼すずむのが好きなのだ。

「ここ……出るんだって……幽ゆう霊れい」

「まあ、出たりもするだろうな。吸きゆう血けつ鬼きとかゾンビとか」

「んもう……相川くん……幽霊を信じない人？」

「信じてるさ。──実は俺もすでに死んでるんだ」

「あは……相川くん……面おも白しろいよね」

「平松は幽霊を信じるのか？」

「うーん……信じたくないな……ほら……信じる人には見えるって言うでしょ？　……神様は信じても見えないのに……だから」

「ちなみに、どんな幽霊が出るって噂うわさなんだ？」

「え？　……白い服を着た……小さな女の子……みたいだよ？　夜……理科室で……煙けむりと一いつ緒しよに現れるんだって……」

「へえ、せっかく夜まで残ってるんだし──会えるといいな」

「もう……相川くんの……いじわる」

　そんな学校の噂を話しながら、二人で進めて行く。

　時刻は九時を回り、作業も一段落が付いた。

　結局、一度も帰ってこなかったな。あのグータラ教師。

「そろそろ、帰るか？」

「そう……だね……続きは明あ日した……やろう？」

　片付けを終わらせ、カバンを持つ。

「あ……栗須先生に……帰るって……言わないと」

「別にいいんじゃないか？　俺はいつも勝手に帰ってるぞ？」

「でも……報告はしておかないと」

　どこまでも優等生だな。こいつは。

　俺たちは職員室へ担任教師を捜さがしに向かった。しかし、姿はない。

　全く──生徒を放って置いてどこに消えたのか。

「も……もしかして……幽霊の仕し業わざじゃ……」

　平松がぎゅっと俺のブレザーを握にぎりしめた。

「あー、じゃあ、平松は先に帰ってくれよ。俺が伝えておくからさ」

「相川くん……」

「それとも、一緒に幽霊探しでもするか？」

「……もう！　……相川くん！」

　からかうなと頰ほおを膨ふくらませた平松を靴くつ箱ばこまで送り届ける。手を振ふりながら校門を出て行く平松を確認してから、俺は校舎へと戻もどった。

　確か、理科室だったな。──幽霊の存在は信じている。この世界には確かに、そういう連中がいるのだから。もし、そいつが夜な夜な何かをしでかしているのならば──

　俺は幽霊の目もく撃げき情報があった理科室へと直行した。

　夜の学校には音が全く無く、自分の靴音だけが廊ろう下かに反はん響きようする。

　その雰ふん囲い気きだけで幽霊が出てきそうだ。

　おや？　俺は理科室の前で足を止めた。──扉とびらのガラス部分から中を覗のぞき込むと、もくもく煙けむりが上がっているように見える。マジかよ？　本当に居るのか？　幽霊が。

　扉に手を掛かけると、鍵かぎが掛かっていない。

　心臓がばくんばくんと警報のように大きく鳴り始めた。自分も幽霊のようなもんだし、そんなもの怖こわくも無いはずなのに──この雰囲気には耐たえられなかったようだ。

　ガラガラガラガラ……戸を開けて、中へ入る。どういう攻こう撃げきをされても大だい丈じよう夫ぶなように体を緊きん張ちようさせながら、辺りを見回した。電気も点ついていない、暗い実験室。光は──一つだけ。アルコールランプの青い炎ほのおが、一つ。小さな網あみが載のせられている。

　すぐ傍そばの机に、白ゴスロリの衣装を着た少女が座っていた。

「何やってんだっ！」

　怪あやしい実験でもやっているのだろうか？　俺は阻そ止しすべく駆け足で距きよ離りを縮めた。

　いきなり声を掛けられたせいか、少女幽霊は体をびくつかせる。

「ふぇ？　ああああああっ！」
















　そして、アルコールランプと、その上に載っていた網を床にぶちまけた。……幽霊がびびってどうするんだよ。

　床に落ちたアルコールランプの火は消えて、理科室は真っ暗になった。

　火が消える前の情報を頼たよりに少女の近くへ行ってみると、その少女がとても可愛い女の子であることが分かった。十歳さいを過ぎたぐらいだろうか？　幽霊やらせておくのは勿もつ体たいないほどに端たん正せいな顔立ちをしている。まあ、不細工で太った幽霊の話は聞いたことがないし、怖いモノだという先入観を抜ぬけば、幽霊も可愛い人ばかりだろう。

　机には、なにやら大きな瓶びんが一つ。やはり、怪しい実験をしているのだろう。

　何を企たくらんでいるかを聞こうとしたら、少女は口元に指を当てて、「しーっ」と歯の間から息を吐くように口をすぼめた。そして──

「これ！　取っといてっ！　だから誰にもいっちゃダメだよっ！」

　ワイロ的な紙し幣へいを握らされる。どうやら──悪い幽霊ではなさそうだ。

　そして、机に置いてあった大きな瓶を持つ。

「おいっ──」

　もきゅっもきゅっ。俺の制止を聞かず、豪ごう快かいなラッパ飲みをしながら、一目散に理科室を出て行った。ただ呆ぼう然ぜんと、俺はその一部始終を見ていることしか出来なかった。

　──って、この散らかったモノは俺が片付けるのかよ。──やれやれ。

　床に散乱したアルコールランプと、炙あぶられ続けて熱々の鉄網を拾う。他にも、何かが散らばっていた。

　幽霊が何をしでかしていたのか──恐おそる恐る拾い上げて暗がりの中で目をこらす。

「なんでスルメなんか焼いてるんだよっ！」

　そう、それはスルメだった。奴やつはこの理科室で、炙ったスルメを食べようとしていたんだ。──幽霊のくせに。

「古ふる畑はた任にん三ざぶ郎ろうでやってたんだもん！　美お味いしそうだったんだもんっ！」

　なんで古畑見てるねん。いや、まあ──ゾンビの生活もイメージとは違ったし、幽霊の生活も案外日常的なのかも知れないが。

　って──まだ居たのかっ！　顔を向けると、すでに少女の姿は無かった。一目散に逃げ出したようだ。

　手を開いてみると──握らされたのは金ではなく、居酒屋のクーポン券だったことがわかる。おっさんかっ！　スルメとかも含ふくめておっさんかあいつはっ！

「ここであたりめ焼いていたことは、絶対秘密なんだからねっ！」

　消えるなら早く消えろっ！

　あー、そうそう。注記しておかないと──スルメはスタッフが美お味いしく頂きました。







　十月六日金曜日。学園祭まで、後一日。

　我が家というものは安らぎを与あたえる場である。そして、このゾンビにとって部屋というものは、のんびりと過ごす事が出来る最上の楽園だ。

　だが、今日はくつろぐこともせず、ずっと看板作成に勤いそしんでいた。

　二十二時を回り、すっかり夜も更ふけた。平松ぐらいの優等生ならもう寝ているかもしれないが、ゾンビな俺は眠ねむ気けなど一いつ切さいない。いつもなら、このまま朝五時まで起き続け、学校で寝る。そんな生活だし、深夜番組をユーと見るか、はたまたメガロ狩りに駆り出されるかぐらいの暇ひまな毎日だった。

　だから地道な作業は望むところだ。

　今日も放課後、平松に手伝って貰もらったが結局作りきれなかった看板を、俺は家に持って帰って続きをやっていた。

　全く──凝こりに凝ったものを作ろうなんて言った奴を殴なぐってやりたいものだ。

　まあでも……なんとか完成させられそうだ。今度、平松に何かおごってやらないとな。ひとつあくびしながら伸びをする。

　──気晴らしに、居間へ向かう。

　一階の廊下で、ニットのタートルネックに短パンとタイツという部屋着姿のセラとばったり会ってしまった。

　ポニーテールの長い髪かみは艶つやのあるカラスの濡ぬれ羽ば色いろ。綺き麗れいとも可愛いとも形容できる整った顔立ちに、白魚のような手。

　この美び貌ぼうは人間のモノではありえない。そんな表現も──まあ、間ま違ちがってはいない。彼女は『吸血忍にん者じや』と呼ばれる人間のようで、吸血鬼に近い存在……いや、鬼おにに近いかもな。

　組んだ腕うでにプルンプルンの胸を乗せて、セラは舌打ちを一つ。

「今、ちょうどあなたを呼びにいくところでした」

「じゃあ、なんで舌打ちしたんだよ」

「あなたのために、私が無む駄だ足あしを踏ふんだ……などと考えたら、自然と出ました」

　そう言いながら、きびすを返して居間へと入ってく。俺はそれに続いて居間へ足を踏み入れた。

　お？　三人娘むすめが揃そろっているじゃないか。こんな時間に珍めずらしい。

「三人揃って何やってたんだ？」

『夜食を作った』＝『えへへ～。今日はユーがご飯を作ったんだよー』

　マジすか！　何な故ぜそれを早く言わない！

　いつもはテレビの方向を向いている、銀色の髪をなびかせたおとなしい少女が、愛用の湯飲みをテーブルに置き、俺にメモ帳を手て渡わたした。

　絹糸のような銀色の髪は、腰こしまでストーンと落ちていて、俺の心を吸い込む青い宇宙の如ごとき瞳ひとみ。華きや奢しやな身か体らだを包むのはプレートアーマーやガントレットと言った、騎き士しの武具だ。

　感情を全く表さない表情で、俺を見上げている。

　この、どこからどう見ても神秘的な彼女の名は『ユークリウッド・ヘルサイズ』。冥めい界かいからやってきたという不思議な少女だ。

　テーブルには、大きな丸皿。その上にお好み焼きが三枚重ねになっている。皿の横にはマヨネーズとソースのチューブ、青のりと鰹かつお節ぶしの袋ふくろがある。──夜食……だよな？

　それと──なんだこのレインボーな色をしたクリーム状のものは。

　お好み焼きだけに、お好みでどうぞってことか？

「なにこの料理──ただのパンケーキのくせに、奇き妙みような味がする」

　ハルナにはこれがパンケーキに見えるのか。ネギとか桜エビが入ってるのに。

　ナイフとフォークを駆く使ししてハルナはお好み焼きを食べている。

　お好み焼きの上にかけるのではなく、小皿に注いだソースに付けて食べていた。まずはソースだけ。次にマヨネーズだけ。少し混ぜてみて──と色々味を試ためしている。

　知らない料理は、こうやって食べながら研究している訳か。

「美う味まいか？」

　ハルナの横に座りながら声を掛ける。

　口一いつ杯ぱいに頰ほお張ばりながら、次のお好み焼きを口に運ぼうとしているハルナは──

「ほこほこ」

　そこそこ美お味いしいと言いたいようだ。傲ごう慢まんでプライドの高いハルナがそう言うってことは、美う味まいということだろう。

「どれどれ～」

　鼻歌交じりで俺はお好み焼きに箸はしを伸ばした。

「あ、こら！　アユムはそっちの！」

　そっちのって、こっちには何も無い──

「はっ！　まさかこの虹にじ色いろをしたクリームは」

「私が作ったお好み焼きです。焼いたのですが、何故か固まりませんでした」

「どうせまた製造工程がおかしかったんだろうな」

　金こん剛ごう夜や叉しや明みよう王おうぐらいむっとした表情のセラは怒いかりを込めつつも静かな声を出す。

「失礼な……その言い方ではまるで、いつもおかしいみたいではないですか」

　そう言ってんだよ。その言葉を、臆おく病びような俺が言える訳もなかった。

「ほら、アユムのために残してやったんだからな」

「ハルナは優やさしいですね。いつも自分の分を、歩あゆむへ残しているのですよ？」

　ていよく逃にげてやがるな。セラもいい加減、自分の料理が危険だと気づかないものだろうか？

「いつも思うんだが、セラは自分で食べたことあるのか？」

「当然あります」

　あんのかよ！　よく生きていられるな。

「味見してこれなんだ！」

　ハルナが口を三角形にして叫さけんでいた。

「いえ、味見はしていません。お恥はずかしながら──以前自分で食べたところ、あまりの美味さに気絶してしまいまして」

『美味さ？』＝『ねえ、お兄ちゃん。今この人「美味さに」って言った？　バカ？』

　ユーが放心状態だった。まあ、ユーはいつもこんな表情だけど。

「何が入ってるのかわかんないし、気持ち悪いからな」

　ハルナの言葉に、珍しくセラが顔を赤くさせる。

「失礼なっ！　着色料は使ってません！」

　むしろ、着色料だったら少しは気が楽だったのに。

『何を入れたの？』＝『んもう──じゃあ、何を入れたのよ～？』

「心──と言ったところでしょうか」

　この世に蔓は延びこる負ふの感情を押し込めたのかよ！

「それを具材に小麦粉と合わせ、お好み焼きのムニエルにしました」

　ムニエルにしちゃったのか！　元々粉モノを、粉をまぶしてバター焼きにしたあとレモン汁じるを掛かける調理法にしちゃったのーっ？

　もう、いいよな？　俺は頑がん張ばってツッコんだよな？　だからもう食べなくても──

「そして、メインディッシュにこれを──」

　ホットプレートに岩が置かれた。じゅ～っと音がして、もわっと煙けむりが立ち上る。

「何コレ」もう、俺がロボット口調になるのを誰も咎とがめない。ハルナにしてみれば、夜食にメインディッシュとか言ってる時点でもう何にも言えないだろうな。

「石焼き────です」

　石焼き何だよ！　肝かん心じんなのは『石焼きほにゃらら』の『ほにゃらら』だろうがよ！

「私を甘あまく見ないでください。これで終わりではただの料理ではないですか」

　ある意味お腹いっぱいだ！　ここからこれ以上のビックリはいらねえよ！

　セラが箸で団子のようなモノをつかむと、それを石に貼はり付つけた。

　そして、ボンと破は裂れつ音がして──団子が黒こげに。

「これが──炭火焼きです」

「お前バカじゃねえのっ？」

　いつもセラが俺に向けてくる蔑さげすみの目を、今日は俺が返してみた。

　その結果──もはや炭のみと化した団子を口に放ほうり込まれ、次の瞬しゆん間かん──俺はせっけんを思いっきり擦こすったようなシュワシュワの泡あわを吹ふき出して、その場に倒たおれた。

「で、アユムは宿題終わったのか？」

　もう構ってられないのか、ハルナが口うるさい母親のようなことを言いだした。看板作成の事を言っているのだろう。

「いや、終わってないが」

　体を起こしつつ、息も絶え絶えに言う。

「手伝ってやるから、早く終わらせろよな」

「いらねーよ」

『私も　手伝う』

「別にいいさ。もうすぐ終わるところなんだ。ありがとうよ」

　にっこりユーに微ほほ笑えみかけると、ユーはぎゅっと俺の手をつかんできた。可愛いっ！　なんか家に戻もどってきて以来、ユーが可愛くて仕方がない！

「じゃあ！　あたしのを手伝え！」

「──は？」

「いやあ、ほら──アユムの教室って、どうも壁かべが寂さびしいじゃん？　だから、こう妖よう怪かいの絵を並べようってことになって」

「学園祭は明あ日しただぞ？　今いま更さら──」

「だから！　あんたたちも手伝えって言ってんだ！　妖怪にも偉い人じんとかいるだろ？」

　なるほど。音楽室の肖しよう像ぞう画がみたいなものを並べたい。ハルナはそう言っているのだろう。やっと理解出来た。

「面おも白しろそうではないですか。是ぜ非ひやらせてください」

　思ったよりセラが食いついてきた。ユーもボールペンを持ち、やる気満々だ。

「じゃあスケブ持ってくるからなっ！」

　さりげない流れを作ったハルナは、ホットプレートや『石焼きふんふふ・炭火焼きバージョン』などを片付ける。──俺、ユーのお好み焼き食べてないんですけど……あとでこっそり食べるかな。







　ということで──適当なイラストを鉛えん筆ぴつ描がきしたわけだが──

　なんにも思いつかない。妖怪ねー。妖怪妖怪。カッパとか？

「はい。まずは──」

　スケッチブックをくるりと向けて、セラがこちらに見せてきた。もう出来たのか──

　えー、セラの作品──こ、これは……弥み勒ろく菩ぼ薩さつ半はん跏か思し惟ゆい像ぞう！

　アンダーソン君と被かぶったっ！　なぜそのチョイスが被るんだよ！

　それにしてもへったくそな絵だな。小学生かお前は──なんて言えない。

「カッパです」

　カッパだったんだ！　こいつ、美的センスがおかしいんだな。料理と一いつ緒しよで。

「あたしも出来たっ！　でーん！」

　でーん。とハルナがスケッチブックを掲かかげる。そこには、まるで夫め婦おと漫まん才ざいをやっているおしどり夫ふう婦ふの絵があった。──誰だれだよ！　誰と誰だよ！

「題して、『正しよう二じにメアリー』だ！」

　壁に耳あり障子に目ありーっ！　妖怪じゃなくて普ふ通つうの人じゃねえかっ！

「どんな妖怪だよっ！」

「掌てのひらに人って三回書いて、飲ませてくる妖怪だっ！」

「良い人じゃん！　緊きん張ちようしているのを気き遣づかってくれてる、良い先せん輩ぱい芸人じゃん！」

　続いて、ユーも手を挙げる。

　なにこの大おお喜ぎ利りシステム。出来たら披ひ露ろうしなきゃいけないのか？

　と思いつつ、ユーの絵を見る。

　う、うめえ……写真のような似顔絵だ。誰の似顔絵なのかは俺にはわからないが、恐おそらくハリウッド俳優……かな？

　羽の付いたバンダナを巻いている、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのおっさんの絵。七〇年代に活かつ躍やくしてそうなダンディな男性の絵だった。

「あー、メキシカンタイフーン中のサンダーホークな」

　なんだそれ！　ハルナは懐なつかしそうなモノを見るような目でユーの絵を見ていた。

「んで、アユムは？」

　俺は描えがきかけのカッパを見せる。

「ヘタクソですね」

　お前が言うなっ！　セラの美的センスと合わなくて良かったぐらいだ。

「ヘタクソだな」

　ハルナに言われると、仕方がないという気持ちになる。

『下手』＝『もう少しがんばろっ！　お兄ちゃん』

　ユーに言われると、頑張ろうって気になる。

「じゃあ、もう一いつ匹ぴきずつ描くぞーっ！」

　ハルナが手を挙げたのに続いてユーやセラも「おー」と手を挙げたので、仕方なく、俺も手を挙げた。

「早く明日が来ないかなーっ！」

　絵を描きながら、ハルナはアホ毛をぴょいんぴょいんさせている。

　学園祭──やけに楽しみにしてるんだな。

　そう言えば、ハルナはマテライズ魔法学校でいつも孤こ独どくだったと聞いている。

　もしかしたら俺と同じように、今まで学園祭や文化祭、学校行事に参加していないのではないだろうか？

　──しょうがない。明日は──明日だけは──はしゃいでも叱しかったりはしないでおこう。

　お祭りなんだから。







　そして、土曜日がやってくる。誰が言い出したのかよく覚えていないが、今年の学園祭は夜祭ということで、十五時から始まり、二十二時まである。

　俺たち学生は朝から準備に追われるが、ハルナはどうするのだろうか？　一応学校関係者として先に来るのか、一いつ般ぱんとしてあとで来るのか。

　制服に着き替がえた俺は、ノックすることもせず、ハルナの部屋を覗のぞき込んだ。

　元々は弟の部屋だったここも、今ではすっかり女の子らしい部屋へと変わっていた。

　床ゆかには散乱した料理本やファッション雑誌。枕まくら元もとには『探たん偵てい神しんグレートコナン』という漫まん画がが山積みされており、カーテンやシーツは弟が居た頃ころより明るい色になっていた。

　ハルナは昨日一いつ睡すいもしていなかったのか、まだ寝ねている様子だった。布ふ団とんの中からうめき声のような寝息が聞こえてくる。

　どうせ、ガキみたいに興奮して眠ねむれなかったんだろうな。

　それにしても可愛くない寝息だな。さて──起こすべきか寝かしておいてやるか。

　ちょっと寝顔でも見てやろうか？

　寝ているときはどんなアホ毛をしているのか気になったので、もっこりしている布団を少し剝はいでみると、そこには──顔を真っ赤にして涙なみだを流す一人の少女がいた。

　アホ毛は、しおれてしまっている。

「ハルナお前──風か邪ぜ引いたのか？」

　やれやれ。はしゃぎすぎて本番に風邪を引くとか、良いオチが付いたな。

「あ……あたし……」

　かすれた声で何かを言おうとしたハルナは頭を押さえ、うめき声を漏もらす。

　あのうめき声は寝息じゃなかったのか。

「死ぬの……かな？」

　震ふるえる声でそんな弱気な発言。ハルナの口から出たとは思えないほどの、消極的発言。

　──ただの風邪ではない、もっと重大な事件が起きていることに、俺は気づいた。





































「歩あゆむ──」

　聞き慣れない少女の声に、俺は少し大げさに振ふり向むいた。そこに立っていたのは、真しん剣けんな表情をした──ユー。

　そう、無表情ではなく、ちゃんとした意思を顔に映したユーがそこには居た。

「少し、いい？」

　控ひかえめな動きで手招きをするその姿は、ユーらしい。だが──おかしな事ばかりだ。

　なぜ？　どうしてユーが声を出しているんだ？

　ハルナは俺の服を強くつかんでいた。何かに怯おびえるように、俺に助けを求めるように。

「すまん、ユー。話があるなら、ここでしてくれないか？」

　ユーはちらりとハルナに目をやり、少し悩なやんだ後──

「わかった」

　その場で腰こしを下ろした。

　俺はベッドに座すわり、ハルナの額に手をやる。──すごい熱だ。こりゃ、今日は学園祭なんて言ってられないな。

「ハルナに言うべきか、悩んだのだけれど──」

　ユーは、申し訳ない気持ちを言葉に乗せて、そう前置きを入れたあと──神しん妙みような面おも持もちで言葉を続けた。

「どうやら、私の力が、ハルナへ移行し始めている」

「し始めている？」

「理由はわからない。でも──今の、ハルナの症しよう状じようには、見覚えが……ううん。私自身が体験したことがあるから……」

　その話を聞いていたとき、ぴーんと頭の中で何かが閃ひらめいた音がした。

　ハルナの胸むな元もとを見てみると、例の魔ま力りよく吸引機が今もある。

　もしかして、もしかして──だが……

「ハルナがお前の魔力を吸い取ってしまったから……か？」

　俺の言葉に、ユーは「ああ」と嘆たん息そくする。

「そう。私が──魔力を返しすぎたせいで」

「ん？　どういうことだ？」

　ちょっと俺が感じていたニュアンスと異なっていたので聞き返すと、

「私は、ハルナの魔力を奪うばってしまっていた。──歩と出会ったとき、歩の家でバラエティ番組というものを見つけた私は、一番抑おさえにくい感情である『楽しさ』を抑える練習になると思い、毎日バラエティを見続けていた」

　ユーがいつもお笑い番組を無表情で見続けていたのは、そういう理由がちゃんとあったのか。

「でも、あるとき──私はあるコントで思いっきり笑ってしまった」

「ユーが？　珍めずらしいこともあるんだな」

「ネクロマンサーをネタにされたら、笑わずには──こほん。とにかく、私は笑いを抑えられなかった。そのとき、近くを飛んでいたのが──」

「ハルナだった訳か。たしか、クマ型のメガロと一いつ緒しよに」

　ぎゅっとハルナの手が強く俺の手をつかむ。

「クマッチ……だっ」

　クマッチね。そうそう、確かそんな奴やつだ。

「私は奪ってしまった魔力を、ハルナへ返していた。でも、私の魔力は毒のようなものだし、私が魔力を大きく動かすと、運命が変わってしまうから、少しずつ、少しずつ、ゆっくりと分け与あたえていた。ハルナはあまり私のところへ来てくれないから、ご飯のときに」

　そうか。そう言えばハルナが昔、『この世界のご飯がこんなに魔力回復にいいなんて知らなかったなぁ』と言っていた。

　あれは、ユーが魔力を分け与えていたから、ではないだろうか。

「歩が魔装少女になれるのは、ハルナよりも私と接する時間が長かったから──だと思う」

「ハルナに返すつもりの魔力を、俺が貰もらっていた。ってことか？」

「そう」ユーの頷うなずきに合わせて、ハルナのヒザ蹴げりが俺の背中を襲おそう。──お前、元気じゃねえかよ。

「ハルナの熱は、もうすぐ治まる。だけど──もう、感情を動かすことも、声を出すことも許されない。そんなことに──なりかねない」

　つまり、熱が引いたら、完全にユーの能力がハルナに移行してしまう。と言う訳か。

　──なるほど。って！　それは色々マズイんじゃないか？

　ユーみたいに献けん身しん的な性格ならまだしも、歩く災害のようなハルナに感情や声を抑えるなんて、出来る訳がない！

「ごめんなさい。──私は昨日、みんなで絵を描えがいていたとき、思ってしまった。神に祈いのってしまった」

　どこか哀あい愁しゆうを漂ただよわせる青い瞳ひとみが、俺を見み据すえている。

　吸い込まれていきそうになる、いつまでも目が離はなせない、ユーの綺き麗れいな瞳。

「私も歩と、笑いながら学園祭を楽しみたい──そう、願ってしまった」

　その青い瞳から、涙なみだが溢あふれそうだった。ユーは恐おそらく、こう考えているだろう。『自分なんかが、何かを楽しみたいなんて──願ってはいけない』と。

「でもまさか……本当にこんなことになるなんて──祈りが通じてしまうなんて──本当に……ごめんなさい」

　ユーはハルナへ向かって額を床ゆかに付ける。俺はそんなユーの肩かたを優やさしく叩たたく。

「いや、その話なんだが──これを見てくれ」

　俺は、ハルナの首から下がっているペンダントをユーに見せた。

「これは？」

「このアホな天才が作った、魔力吸引機とやらだ。恐らく、お前のせいじゃなくて、自じ業ごう自じ得とくなんだよ。この事件は」

「そう──」

　ユーはどこか、寂さみしげな表情を浮うかべた。それはハルナを哀あわれんでいるのか、はたまた、もっと別なものなのか、ユーはそれ以上口を開かなかったので、俺は聞くことが出来なかった。

　俺もハルナもユーも、口を閉じたころ……戸がノックされ、続いて──

「ハルナ、入りますよ？」

　セラの綺麗な声が聞こえてきた。その声には、心配している節が窺うかがえる。どうやら、セラもハルナの事態を知っているようだ。

　セラはお盆ぼんを持っていたので、俺はセラと場所を入れ替かわろうとしたが、ハルナは俺のシャツの袖そでから手を離さなかった。

　セラは仕方がないとでも言いたげに「ふっ」と小さく笑うと、俺にお盆を渡わたす。

　お盆には水の入ったコップと、半分が優しさで出来ていると噂うわさの錠じよう剤ざいに、コンクリートが入った鍋なべがあった。……このコンクリートは、おかゆか？　俺が寝ね込こんだときも確かあったよな？　セラのおかゆの作り方は、コンクリートの作り方オンリーなのかっ！

「ハルナ、具合はどうですか？」

　俺にはかけられない、優しい声。心が荒すさんでいても爽さわやかな気持ちになってしまいそうな、そんなセラの声に、ハルナは一言──

「……じょぶ」

　どうやら、大だい丈じよう夫ぶだと言いたいみたいだ。相変わらず、セラたちには弱気な自分を見せたくないのだろう。

　それが面おも白しろくて、俺はふっと鼻で笑ったそのとき──

「くっ！　うあああっ！　あああっ！」

　急にハルナが苦しみだした。髪かみの毛をかきむしるようにして、ゴロゴロとベッドの上でもだえる。

「ハルナ、声を出してはいけない。──どれだけ痛くても」

　ユーの言葉が耳に入らないのか、ハルナはずっと悲鳴に似た声を出していた。次し第だいにそれが泣き声へ変わると、

「歩、口を押さえて」

　ユーは真剣な表情で、そう訴うつたえてきた。俺は言われるままに、ハルナの小さくて生意気な口を手で押さえる。柔やわらかな唇くちびるの感かん触しよくを味わうほど、心に余よ裕ゆうは無かった。

「ユー、どうすればいい？」

「声を出さなければ、頭痛は回かい避ひできる。私も、泣き声を抑えるのには、苦労した」

　ユーは声を出すだけで激しい頭痛を引き起こす。その話は聞いていた。だけど、いつも感情を表に出さないユーを見ていて、正直な話、そんなにひどい頭痛を受けているとは思えなかった。

　だけど、今のハルナを見ていると──

「んうっ！　んんんーっ！」

　目を強く閉じ、眉み間けんにシワを寄せ、奥おく歯ばを食いしばり、足をばたつかせ、頭を搔かく。

　痛くて痛くて──叫さけびたいほど痛くても、それをすれば痛みが増すばかり。

　それが、ハルナからは簡単に見て取れた。

「歩、水を──」

　心配そうに見ていたセラが提案し、俺はお盆にある水を取る。

「ハルナ。水、飲むか？」

　聞けば、何度も激しく頭を振るように頷く。

　上体を起こし、ハルナへコップを渡す。両手で包むようにコップを持ったハルナは、びくんと体を跳はね上がらせて、コップから手を離した。

　水がまき散らされ、枕まくらとシーツを濡ぬらす。

　フカフカの羽毛布団を投げ飛ばし、自分の体を抱だく。

「いや……なんだよこれ……やだ……いやああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようが部屋中へと轟とどろく。

　その様子を見ていたユーは、自分が付けていたガントレットを外し、ハルナの手に置いた。すると、ハルナはワラにもすがる思いでガントレットを抱きしめる。

「もう、能力が発動し始めている。思ったより、早い」

　ユーはまっすぐな目で俺を見つめていた。

「何が、起こったのです？」

　セラが俺の気持ちを代弁してくれる。

「手には、治ち癒ゆ能力が備わっている。これは、治したいという思いを実現するモノ。そして、治したモノは、自分が肩かた代がわりすることとなる」

「もしかして──人間だけじゃないのか？」

　俺の言葉に、ユーは一つ頷いた。

「物に宿る思いの方が、恐ろしい。ハルナは今、触ふれたモノに宿る全すべての思い、痛み、辛つらさを抱かかえ込んでいる状態」

　淡たん々たんと述べるユーに、俺はいたたまれない気持ちになっていた。

　ハルナが気の毒だと思うより先に──ユーは今まで、そんなモノを抱え込んでいたのかということが。

「その籠こ手てで、封ふうじる事が出来るのですか？」

「そう──これは、私の友人から貰ったモノ。私が──今のハルナみたいに、全てが怖こわくなったときに──くれたモノ」

　しんみりとした声こわ色いろで、ガントレットを見つめる。

「ふむ。何か、元に戻もどす方法は──」

　人差し指を唇に当てて考えるセラは、そこで言葉を切った。

　そうだ。元に戻るということは、またユーが声を出せなくなるってことだ。今ハルナが感じている苦しみを、ユーに預けるということだ。

　どうしたものかと頭を捻ひねる。

「とりあえず──ヘルサイズ殿どのの装備を、ハルナへ渡すべき──ですかね」

　セラの言葉に、ハルナがいやいやとかぶりを振ふる。

「スワット──出来なくなるじゃん」

「諦あきらめろ。いいじゃねえか。西洋のスワットはきっとこんな格好してるって」

　涙を流しながら、ハルナはまだ首を振っている。──ワガママ娘むすめは困るな。

「よし、ハルナの服を脱ぬがそうか」

　俺がパジャマを脱がそうとしたら──

「アユムは出てけよな────っ！」

　頭痛を我が慢まんしてでも叫ぶ言葉が、そこにはあった。──ようだ。

　俺は頭から熱々のコンクリートをぶっかけられて、泣く泣く風ふ呂ろ場ばへと直行した。







　ハルナをセラとユーに任せ、ひとまず学校へ来た俺は、はやる気持ちを抑おさえ、教室の窓から外へと視線を飛ばす。

　天気は素す晴ばらしいまでの曇くもりで、空が綺麗なグレー色だ。なんだ、こんな天気だったら夜に行わなくてもよかったじゃないか。

「相川」

　視線を落とすと、校門から校舎への坂道、中庭や渡り廊ろう下かに至るまで、屋台の準備に慌あわただしい生徒たちがいる。

「相川ーっ」

　──今日は、祭だ。

　一年に一度の、お祭り。ハルナが楽しみにしていたであろう、バカ騒さわぎの場だ。

「おい、相川っ！」

　ツンツン頭の男が、さっきからメガネを光らせていた。

「なんだ？　さっきから、うっとうしいメガネを掛かけやがって」

「メガネは関係ないだろうよ！　……ハルナちゃんは？　今日は朝から装そう飾しよくするって張り切ってただろ？」

　そうか。ハルナはそんなに張り切ってたのか。──あいつ今いま頃ごろ、悔くやしいだろうな。

「なんだよ相川。その気持ち悪い顔は」

　しんみりとした俺に織戸はデコピンを仕し掛かけてくる。

「お前に言われたくねーよ」

　デコピンされた場所をさすりつつ、もう一度外へ視線を投げる。

　屋台が建ち並ぶ合間を、妙みような格好をした少女が走っていた。

　校門から駆かけてくる私服の少女。

　その服装は、プレートアーマーにガントレットという奇き抜ばつなファッションだった。

　校舎へ駆けていく小さな女の子。

　その少女の頭からは、見事なまでのアホ毛がぴこぴこと動いていた。

　あのアホ毛は──元気な証しよう拠こだな。

「あれ？　あれって──ユウちゃん？」

「いや、ただの魔装少女だな」

　俺の言葉に、織戸は「何言ってんだ」と言いたげな表情を浮かべた。

　二十秒ほどだろうか。

「あ、ハルナせんせー」

　スライディングする勢いで教室へ駆け込んだハルナは、スケッチブックを俺に見せる。そこには、デカデカと丸い字で──

『復活っ！』と、書かれていた。

　元気いっぱいで、無表情とはほど遠い表情。だが、一定の表情のまま固定はされていた。

「ハルナ──」

　ふべしっ！　ハルナの跳とび蹴げりが、俺の頰ほおを揺ゆらす。

『あたしを置いてくなんて許せん』

　スケッチブックをばんばんと強く叩たたく。そんなに叩かなくても、ちゃんと見てるさ。

「体は、もう大丈夫なのか？」

『うっさい！　黙だまれ！』

　ばちん。頰をガントレットの裏うら拳けんで殴なぐられた。

「お前、死ぬかもとか言ってたけど──」

　ばちん。スケッチブックで首が一八○度回転するかと思うぐらい思いっきり頰を殴られた。なんで同じところばっかり──こぶとりゾンビになっちまうぞ。

　まあでも──なんとか落ち着いたようだな。だけど、もう声は出せないか。声を聴きいただけでその通りになってしまう能力は、もう発動しているのだろう。それでも──

　それでも俺を心配させまいと、いつもと同じような自信満々の仁に王おう立ちをしているのならば、俺もいつも通りに振る舞まってやらないと。

『弱気な発言　禁止！』

「わかったよ。心配して悪かったな」

『アユムの心配は　三千世界で一番キモい』

　そこまで言うか。それが本心なのかは分からない。だが、ハルナの言わんとしていることが理解出来る。ハルナは学園祭を楽しみに来たんだ。辛しん気きくさい話は嫌いやなんだろう。

「ハルナちゃん、ユウちゃんのコスプレ？　何着ても可か愛わいいねー」

『うっさい黙れ　ド低脳が』

　言葉より強い、文字がそこにはあった。

　織戸は泣いた。

「ハルナ先生……どうかしたのかな？」

　平松がその異様な姿に、戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「なに、ただスワットを十字軍とでも間ま違ちがえてるんだろう。あと──ちょっと、風か邪ぜ引ひいて声が出せないんだ」

　平松は「そうなんだ……」と腑ふに落ち無いながらも追つい求きゆうをやめた。

『さっさと作業しろよな』

　さて、ハルナが指揮を執とるようになると、自然とみんなテキパキ動き出した。

　本来指揮を執るべき担任教師は、俺と同じように窓の外へ視線を投げ、何かに思いふけるような表情をしていた。──相変わらず、仕事をしない教師だ。

　壁かべに昨日ユーやセラと描えがいた妖よう怪かいの絵が貼り付けられていく。

　正二やメアリー、サンダーホーク、弥み勒ろく菩ぼ薩さつ──じゃなくてカッパ。

　こうやって並べられると、なかなか奥深い。

　中でも──ユーが描いた妖怪『こたつライオン』は女子に大人気だった。

「……可愛いなぁ」

　平松もほわーんとした顔で、こたつに入っているオスライオンを見つめている。

　そこへ、隣となりのクラスから友紀やアンダーソン君、三原がやってきた。

「あーいかわっ！　手伝いに来たぜ！」

　そう言えば、友紀のクラスは展示にしたんだったな。準備とかもすぐに終わったのだろう。

「ところで、入り口のアレ、何？」

　ニヤニヤ顔の三原が口に手を当てつつ、妙な目で俺を見ていた。

　アレってなんだ？

　三人に連れられて教室を出ると、戸の横に、アレがいた。

　──俺をモチーフにした、マネキン。ハルナの野や郎ろう──捨ててなかったのかよっ！

　廊下にいた生徒たちは、感心していたのか、笑うことを忘れていた。そのまま笑いという感情を忘ぼう却きやくの彼か方なたへとすっ飛ばして欲ほしかったが、三原のバカ笑いから、決けつ壊かいしたように周りからどっと笑い声があふれ出す。

　俺は頭を抱えて、脳内で羞しゆう恥ち心しんと一世一代のバトルを繰くり広ひろげていた。

「それにしても良くできているな」

　アンダーソン君は興きよう味み津しん々しんに俺（マネキン）をこつんと叩く。ぐわんぐわんと揺れるマネキン。

「相川最高っ！　あははははっ！」

　織戸が爆ばく笑しようしている。そのまま頭が核かく爆ばく発はつでも起こせば良いのに。

　そんな光景を見て、俺は何も言わず教室へ戻る。

「あれ？　おい、相川──」

　きょとんとした表情の友紀に声を掛けられた。

「怒おこんないのか？」

「ああ、どうせ無む駄だだからな」

　くそっ！　ハルナがあんな調子じゃなかったら、すぐにでも撤てつ去きよしてやるのに──何も言えない。せめて、あいつの思う通り、好きなことを、バカなことをさせてやりたい。

　そんな、親心にも似た妙な感情が、羞恥心より勝まさっていた。







　十五時を回り、まだ日は落ちてはいないが、夜祭は始まった。

　学校によっては、一いつ般ぱんの方が入れない学園祭もあるみたいだが、うちの学校では、一般の方も自由に出入り出来る。むしろ、町内会の方々が屋台などを手伝ってくれることもあるそうだ。

　そういう触ふれ合いがあるからこそ、夜祭が成立したのだろう。

　普ふ通つう、「いきなり夜に騒ぎます」なんてのをＯＫして貰もらえないからな。

　妖よう怪かい喫きつ茶さと謳うたってはいるが、内容は焼きそば屋だった。まあ、学校でやるならそんなもんだろう。

　一応ドリンクもあるみたいで、普通にコーヒーと、妖怪らしくトマトジュース。あとは八海山金こん剛ごう心しん──って、純米大だい吟ぎん醸じようかよっ！　誰だれだよ学園祭に酒置いた奴やつは──

「よーし、じゃあ先生はここでサクラやっとるから、自由に動けー」

　担任教師、『無む味み無む臭しゆう』がパンパンと手を叩き、生徒たちへ檄げきを飛ばす。──このグータラ教師、自分用に酒を買って来やがったな？

「くっふ～。酒は良いなぁ。昔に戻もどれる気がする」

　さっそく一いつ杯ぱいやっている教師を置いて、円えん陣じんを組んで話し合う。

　──結果、俺の店番は十七時からとなった。

　とりあえず夜になるまで校舎を回るか。

　財布の中身を確認していると、ガントレットに包まれたハルナの手が、俺のブレザーを引っ張った。

「ハルナ──」

『アユム　行こう』

　そこにいたのは、元気な少女だった。ついに始まった学園祭を、心から楽しみにしていた学園祭を、堪たん能のうする準備は完かん了りようしていたようだ。

　無表情になることもせず、ハルナらしい憎にくたらしい笑顔のまま固定されていた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

『余よ裕ゆうで』親指を立てるハルナ。

「セラやユーは？　回るならみんなで──」

『うっさい！　早くいくぞ！』

　ハルナはむっとした表情で俺の手を取る。

　すると──

「あっ……」

　最初の客である担任教師へ焼きそばを作っていた男子生徒が手を滑すべらせ、金属のヘラのようなモノ、鉄板料理でよく使われるアレが──アレなんだっけ？　起こし金？　あ、コテか。──コテが飛んできた。

　とまあ、こんなに困こん惑わくしていたんだから、避さける動作もしていない訳で、ちょうど角の部分が目に刺ささった訳で──

「あ、相川くん！」

　平松が飛んできてくれた。優やさしいなこいつは。

　それに引ひき替かえハルナは口を押さえている。しまったと言いたげな顔ではない。笑いを堪こらえているんだ。そうだよな、笑ったら頭痛で苦しいもんな。

「だ……大丈夫……なの？」

　ぶっちゃけた話、大丈夫ではない。ゾンビじゃなかったら、失明しているだろう。

　さて、ここで問題なのは、今の現象が偶ぐう然ぜんか必然かということだ。

　ハルナがこれから回る学園祭にワクワクしていたから、一番身近にいた俺に不幸が起きた。

　そんな馬ば鹿かげた話が、今ここで起こったのだろうか？

　それとも、ただの不運だったのだろうか？

「相川くん……」

「心配すんな。何でもないさ。──ハルナ、いくぞ」

　もし、ハルナが原因だと言うならば、あまり大人数で学園祭を回らない方が良いな。

　まあ、ハルナと二人で回る学園祭も、悪くないだろう。

　ユーやセラは、ハルナと回ったあとで捜さがして、もう一度回ればいいさ。







　こうして、ハルナと二人で回る学園祭が始まった。

　とにかく、感情を動かすなと再三注意をしたが、他人がどうなろうがどうでもいいと思っているハルナは嫌がった。だが、「そんなことも出来ずに、最強の魔装少女は語れないだろう？」という俺の適当な言葉に感かん銘めいを受けたようで、常に冷静でいてくれると確約してくれた。

　さて、ガントレットとプレートアーマーにアホ毛な少女と校内を一通り見回ってみる。

　やはり、教室で行う出し物は、喫きつ茶さ店てんとお化け屋や敷しきが多いな。

　コスプレ喫茶や、ちょっと変わったお化け屋敷。そのいくつかを、ハルナと一いつ緒しよに回っていった。お化け屋敷に入るゾンビなんか、今までそうそういなかっただろう。

　まあ、ゾンビがオバケを怖こわがることなんかないからな。

　暗くなってきたので中庭へ向かうと、そこはまるで縁えん日にちのように屋台が並んでいた。水風船すくいやベビーカステラ、イカ焼き、たこ焼き、焼きそば──あ、うちの妖怪喫茶と被かぶった。

　まあ、着物で参加したくなるぐらいの楽しげな空間が広がっていた。

　そんな中で、漫まん才ざい研究会がやっているという『ボケ倒たおしホットドッグ』の屋台に、ハルナが異常なほどの興味を抱いだいた。

　よく見ると、看板に『ツッコミしないとお売りできません』と書いてある。なるほど、そういうシステムなのか。

　この挑ちよう戦せん的な文句が、ハルナのプライドに火を灯ともしたのだろう。

「いらっしゃいませ。ポテトはいかがですか？」

　さっそくポテトを勧すすめてくるが、メニューにポテトは無い。

　それどころか、メニューに書かれているのは──カット三千円、パーマ五千円、シャンプー十八万円という美容院のモノだった。ついでに言うならば、料金設定にもツッコミ出来るよう配はい慮りよが行き届いてある。

　さあ、果たしてハルナはなんと返答するのか。

　メモ帳に文字を書き、パーマ五千円を指さしながら店員に見せる。

『とんこつラーメンください』

　ボケ返したーっ！

　まさかのボケ返しに、漫才研究会は少したじろいだ。

「そうそうそうそう、この醬しよう油ゆラーメンをな、はいどうぞ──ってバカっ！」

　どうやら、うちの学校の漫才研究会は、あまりツッコミが上う手まいというわけではないようだ。もしかして、ツッコミが下手だから客のツッコミをパクるつもりで開いた店じゃないだろうな？

　ハルナはメモ帳にさらさらと文字を書く。

『とんこつラーメンをお売り下さい』

　ボケは一歩、前へ出る。──飛車が竜りゆう王おうへと成ったようなプレッシャーが、漫才研究会を襲おそう。

「いや、あの──ここ、ホットドッグだから」

「普通に返した！　漫才研究会負けんなよっ！」

「いや、まさか──ツッコミしてこないとは思って無くて」

　書く動作もせず、はらりとメモ帳を一枚めくる。

『本場仕込みの　とんこつラーメン下さい』

「ラーメンのハードルを上げて来たーっ！」

　しかも事前に書いてあるとはっ！

　俺がツッコミを入れてしまったことで、漫才研究会は負けを認めたのか、ホットドッグを無言でハルナへと献けん上じようした。

「お代は──結構です」

　それは、完全な敗北宣言だった。

『ボケ返しが怖くてボケられないなんて　何が漫才研究会だ』

　ハルナはやれやれと首を振ふりながら、メモ帳をめくる。

『クイズ番組研究会にでもなればいいよ　織田信長のようにな』

　織田信長は別にクイズが好きという訳じゃないと思うよーっ！

　稲いな妻ずまに撃うたれたような衝しよう撃げきが、漫才研究会に走る。

　こんな捨て台ぜ詞りふまで、すでに用意してるとはな。さすが天才──この俺の目をもってしても計り知れないアホ娘むすめよ。

「ありがとうございましたーっ！」

　こうしてハルナは戦利品としてホットドッグを三つほど手に入れた。

　ちなみに、ハルナは一つも俺にくれなかった。

　ハルナが楽しそうな表情でホットドッグにかぶりついたとき、風が吹ふき荒あれた。

　目の前を歩いていた女生徒のスカートがふわりと広がる。男の性さがなのか、動物の本能なのか、俺はその場に立ち止まり、少し屈かがんだ。

　そこへ──

『ツッコミしないとお売りできません』と書いてある看板が、後頭部を強打した。

　……やましい気持ちを抱いて、良い事はないんだな。

　今のもハルナが嬉うれしそうな顔を見せたから起こった不運なのか？

　ハルナもそう思っているのだろう。珍めずらしく、申し訳無さそうな顔を俺に見せていた。

「やっぱり、パンツは白が良いよな」

　見えてもいないパンツの話題を振ると、ハルナは『ツッコミしないとお売りできません』の看板で俺の尾びてい骨こつを強打し、メモを投げつけてきた。

『この変態　フルエロットル！』

　それでいい。元気なままの、お前で良いんだよ。

「新語でも使えそうだな」

　なんて言いながら、俺は笑顔を見せた。







　そんな感じで、数ある屋台を総なめにしていったハルナと体育館へ向かう。

　体育館では、ライブや劇をやっている様子だったが、これを見てしまうと時間までに戻れなくなるな。

　客席には、なにやらおニャン子クラブでも応おう援えんしにきたような、ハッピにハチマキをした親衛隊風の連中が半数をしめている。──変なアイドルでも来るのか？

　どうも居い心ごこ地ちが悪いので、続いて旧校舎へ向かう。ここは運動場に近く、ほぼ全すべてが運動部の部室になっているそうだ。帰宅部の俺には、縁えんもゆかりもない場所だな。

　野球部の部室へ入ろうとしたとき、声を掛かけられた。

「お、相川、こっちおいでよ～」

　茶ちや髪ぱつの長い髪かみをアップにまとめたタンクトップ姿の三原が、俺へ手を振っていた。バスケ部のユニフォームだろうな。

　──なんだろう。女子バスケのタンクトップは目を引くな。背番号は十四か。

「この辺りはあまり繁はん盛じようしてないみたいだな」

「結構人来るよ？　タイミングがよかっただけかな──にしても……ハルナ先生、すごい格好だねぇ。相川の家にそんなのあんの？」

　バカにしたような笑い。ハルナの西洋鎧よろいのような格好が気になるようだ。

「ああ、その──ほら、うちの親って世界を飛び回ったりするから……」

　曖あい昧まいでよくわからないけど、なんとなくわかる。

　そんなニュアンスを感じ取って「ああ～」と納なつ得とくの声を上げた三原。

「おや？　相川来てたのか」

　にょこっと背の高い青年が現れた。青い瞳ひとみをした、気の良いイケメン。名前は下村で、あだ名はアンダーソン君だ。

「とにかくさ、一回やってって！　んで、宣伝よろしく！」

　三原は俺の手を取ってぴょんぴょんと跳はねる。──はいはい。

　ということで、俺は三原に手を引かれて、とりあえずバスケ部の部室へ入ることに。

　中はそれほど広くなく、ロッカーが左右に並んでいた。

　その間に、段ボールか何かで作られた、モグラ叩たたきのような箱が置いてある。

「フリースロー三回、二〇〇円でーす」

　受付をやっている背の高い女生徒に言われ、俺は二○○円を払はらう。すると、新聞紙を丸めてガムテープでぐるぐる巻きにした野球ボール大の手作りボールを渡わたされた。

　なるほど、フリースローか。つまり、あのモグラ叩きのように穴が開いた場所へボールを投げて、景品を当てる。そういうものだろう。

「何が当たるんだ？」

　聞きながら、第一球を投じる。

「特賞はインド象」

　予想外の賞品に、俺は狼ろう狽ばいしてしまい、見事に外してしまった。

「インド象当たったら、マジで貰もらえるのか？」

「あはは、当てたらねー。手前の穴がドリンク。その奥おくがポテチで、その奥が冷蔵庫で、ハワイ旅行があれで──で、あれがインド象」

　笑い飛ばすバスケ部員たち。恐おそらく、インド象はネタとして取り入れたのだろう。よく見れば、モグラ叩きのように穴がいくつも開いているが、いくつか明らかに小さい穴がある。どう見ても、このボールが入りそうには見えない。

　ゾンビパワーでねじ込んでやろうと、俺はフリースローではなく、野球をするように振りかぶり──投げる。

　ぼん。と音がして弾はじかれたボールは、一番手前の穴に入っていった。

「はい、当たり～。コーヒーかコーラね」

「……じゃあ、コーヒーで」

　一つ百円の缶かんコーヒーを渡され、残るは後一球。

『次　あたし』

　ハルナがガントレットに包まれた手を挙げた。

「よし、ハルナ。インド象狙ねらってやれ」

　ハルナは無表情のまま、ぐっと親指を立てる。

「あははは。だから無理だって。穴の大きさが違ちがうんだから──」

　すぽ──そんな擬ぎ音おんが似合うだろう。

　穴よりも大きいはずのボールが、特賞の穴へと入ってしまった。

　それはまるで、マジシャンが瓶びんの中へメダルを投げ込んだような、そんな不思議な光景だった。

「噓うそ──」

　落ちたボールは全部手前へ転がってくるようになっているらしく、どの穴に入ったのかはもはや分からない。

　でも、確かに見たはずだ。受付の子や三原が啞あ然ぜんとした表情をしているのを見れば、それが真実であると見て取れる。

　俺はブレザーのポケットに入れていた手を、三原の肩かたにポンと乗せ──

「インド象、楽しみにしてるぞ」

　借金取りのような顔をしていたのだろうか？　三原は恐きよう怖ふにおののいた様子で、頭を下げる。

「む、無理！　無理です！　すいませんでしたーっ！」

『もっかい』

　ハルナはこのゲームがえらくお気に入りみたいで、俺は二〇〇円を払う。

　一投目──ハワイ旅行。

　二投目──ハワイ旅行。

　三投目──インド象。

「インド象二匹ひきとハワイ旅行二回か。四百円ではまずまずだな」

「なんで？　なんで入ったの？」

　三原は他の部員たちと、小さな穴へさっきのボールを押しつけていた。しかし、中には入らない。

「どうやったんだ？」

　ハルナに種明かしを聞いてみると、

『見ればわかるだろ　結界で圧縮して　棒状にしただけだ』

　なるほどな、ただの新聞紙なんか、魔装少女に掛かればどんな形にも変形させられるだろう。ましてや、今のハルナは魔ま力りよく満タンだ。

「お金返すから──勘かん弁べんして下さい」

「えー、当たったのにー？」

　その時の俺は、とても嫌いやな奴やつだったろう。ちょっと虐いじめすぎたかな。

　不ふ穏おんな空気を振り払うように大きく笑うと、三原たちも笑った。

　笑う事の出来ない、ハルナ以外は。

　結局、タダでコーヒーを貰った俺たちは、続いて陸上部へと足を運んだ。

　ついでだから、友紀の顔も見ておこうと思ったのだ。

「あ、相川っ！」

　陸上部の中へ入ると、友紀が水着姿で立っていた。

　耳まで真っ赤にした友紀は、何やら看板を持っている。

　他に陸上部員は居なかった。

　居るのは、少し過激な水着姿の友紀と──ユー。

　いつものガントレットとプレートアーマーはハルナが着ているため、今の格好は──

　……え？　……なんで？　なんでバニーガールの格好してるの？

　え？　ご褒ほう美び？　俺へのご褒美？　素す敵てき過ぎるだろ！

　それよりも、ユーと友紀が二人きり？　こんな小さな部室で何やってんだ？

　今、この空間には推理小説ばりの謎なぞが渦うず巻まいていた。

　他の陸上部員はどこだ？　それっぽい出し物をしているようには見えない。

　ただ、ビキニ姿の友紀が──それにしてもこいつ、良い体してるな。脱ぬいだら凄すごいタイプか。

　やっぱり、吸血忍にん者じやと呼ばれる種族はみんな綺き麗れいなんだろうか？　吸きゆう血けつ鬼きって姿が美び麗れいで有名だからな。中身が少年みたいな女の子だろうが、こんなに──はあ、トモノリに何言ってるんだ俺は。

「トモノリ、状じよう況きようを説明してくれ。なんでこんなところでそんな格好して、俺の顔を見るや、ダンゴムシのような防衛本能でうずくまってるんだ？」

「いや──その……」

「私たちは、ＣＤを売ってる」

　ユーが答えてくれた。

　よく見れば、ロッカーの前に什じゆう器きが組まれ、ずらりとＣＤが並んでいる。全てが面陳ちん列れつされた……これ、ハルナのＣＤか？　こっちはセラだし──これは友紀か。いつの間にこんなもんを作ったんだ。

「で──なんでこんなもんが陸上部に？」

「実はさ、陸上部での出し物を何にしようか悩なやんでたところに師し匠しようが来て」

　友紀は何な故ぜか正座して、犯行を告白する殺人犯のような神しん妙みような表情でそう述べた。

「……ＣＤを売るハメになったと──なんで陸上部員じゃなくてハルナのＣＤなんだよ」

「実は、うちの部みんな、学園祭嫌いやだったみたいで──何もしたくないって言っててさ。でもうちのクラスって展示しかしてないし、俺だってなんかしてぇじゃねーか」

「その結果が、ビキニ姿でＣＤ売りなのか」

『まずは五十万本　最終的には百万本のセールスを目指す』

　ハルナがぐっと拳こぶしを握にぎる。買うのに権利が必要だと噂うわさのＲＰＧと同じフレーズのミリオン宣言だな。

「ユーはなんでそんな格好をしてるんだ？」

「私のせいだから──」

　ハルナへ負い目を感じているから──か。どうせ、「ハルナのためなら何でもする」とか言いだして、ハルナが容よう赦しやなく仕事を言い渡したのだろう。

「まあ、水着の友紀やバニーガールのユーが居たら、結構売れてるんだろ？」

「それが──」

　友紀は申し訳無さそうな顔をしながら、両手の人差し指をちょんちょんと付けて口ごもる。ユーは友紀の言葉を引ひき継ついで、

「一枚も売れてない」

　すると、ハルナが衝しよう撃げきに顔を歪ゆがませた。

　その瞬しゆん間かん──突とつ然ぜん地じ震しんが発生し、棚たなに飾かざってあったＣＤが全部落ちてしまった。

　ちなみに、俺は什器に頭をぶつけた。

「ハルナ、感情を動かさないで」

　ユーがハルナをじっと見つめる。

　あー、忘れてた。と言いたげなハルナは、深呼吸を一つ。

　友紀は床ゆかに落ちたＣＤを拾って棚に戻もどしていたので、俺も手伝う。

「ネタで買ったりする奴もいなかったのか？」

「うーん、なんでだろなー。原因不明なんだぜ」

　ハルナの表紙のＣＤを一つ取って、じっくりと観察してみる。

　税込み二十万円──

　売れるかっ！　アホかっ！　なんでだろなーって言ってる奴もアホかっ！

　裏面には、曲目が書いてある。

　ジャケットがハルナの奴でもセラの奴でも、内容は同じのようだ。

　全部で四曲。

　ブロークンハートマグナム／ハルナ。

　クレイジースノーマン／セラフィム。

　友と友に／吉よし田だ友紀。

　ネクロマンシー／ユークリウッド・ヘルサイズ（インストゥルメンタル）

　インストゥルメンタル！　一応ユーの曲もあるんだ！　これを収録したときには歌えなかったんだな。

『仕方がない　あたしが売り子する』

「そうか。俺も手伝おうか？」

　なんて提案したら、何故かぽーんと悪ガキを家から追い出すように部室の外へと放り出された。

　なんでやねん。

『アユムみたいな気持ち悪いのが居たら　売れる物も売れなくなるからな』

　売れるモンがどこにあるって言うんだよっ！

　バニー姿のユーと、水着トモノリをもう少し堪たん能のうしておくべきだったと後こう悔かいしながら、俺は一人、運動部の部室が集まる旧校舎をあとにした。







　学園祭を楽しもうと思ってはいたが、一人だと全然楽しくない。

　やっぱり、お祭りってのは、誰だれかと共有することで価値のあるものだと再認識した。織戸でもいいから誘さそうかなー。ユーと友紀はハルナに取られたし、セラは見かけないし。

　辺りを見回せば、一人でウロウロしている人は少ない。カップルたちが多いのは、この学園祭を機に、愛を告白したからだろうか。

　人間観察を楽しんでいると、妙みように目を引く少女が一人。

　白ゴスロリの格好をした、小さな女の子だ。ハルナがネコのようだと表現するなら、この子はリスのようだろうか？

　小学生か中学生かはわからないが、何故か『越こし乃の梅ばい里り』というお酒の瓶びんを抱かかえ、階段に腰こしを掛かけていた。

　……幽ゆう霊れい！　こいつ、理科室でスルメを焼いていた幽霊じゃねえかっ！

「ふにょ～」

　放って置こうかと思ったが、妙な声こわ色いろの溜ため息いきばかり吐ついているので、隣となりに座すわった。

「──なによ？　ふにょ～」

　横目で睨にらみ付けてくる少女。顔が真っ赤になっているのは、泣いていたからだろうか？

「お嬢じよう様さま、お名前は？」

「人に名前を聞くときは、スワヒリ語で聞くのが礼れい儀ぎなのっ！」

　ケラケラと笑いながら、そんな冗じよう談だんを繰くり出だしてきたので俺は──

「ジナラコニナニ」スワヒリ語で名前を聞いてみた。

「んにゅっ？　何言っとんの？」

　なんだろう。この理り不ふ尽じんな気持ちは。俺をまるでアホを見るような目で見やがって。

「名前くらいさっと言えよ」

「むー」と口を尖とがらせたあと「栗須だよ？」知ってるでしょ？　と言いたげに名乗った。

　くりす……栗須……どっかで聞いたな。

　あ、ウチの担任の名前が確か『栗須猛』だった。あんなおっさんに、こんな可愛らしい生意気な娘むすめさんがいたのか。

　そうか、学校に居たのは、担任教師を待っていたからではないだろうか？　幽霊でも何でもなく、ただ帰りの遅おそい父親を迎むかえに来て、ちょっとした好こう奇き心しんに身を任せてスルメを。

「俺は、相川歩だ」

「それがなんなのよぉ。ふにょ～」

「また妙な溜息を──ここで、何やってるんだ？」

「むー。追い出されたの。酒を飲むなら出て行けーって言われたん！」

　もきゅもきゅと音を立てて、酒瓶をラッパ飲みする。やっぱり酒かよ。

「何か、あったのか？」

「んむ。……聞いてくれるの？　くりすの話、聞いてくれるの？」

　どうやら、辛つらいことがあったようだ。まあ、あんなグータラ教師が親だとな。

「言ってみろよ。愚ぐ痴ちを聞くのは慣れてるからな」

「あのさぁ、もう──アレ。アレなんだよぉ。うん。くりすがアレを完成させるのに、何年かかったと思う？」

　知らねえよ。ジグソーパズルでも破は壊かいされたのか？　抽ちゆう象しよう的てきすぎて全く話が見えん。

「理論は完かん璧ぺきだったもん。いや──完璧すぎたの！」

　もきゅっもきゅっ。両手で抱えるように持っていた『越乃梅里』を口に送る。

「っくふぇ～っひょ。えへへへ～。お酒は女のたしなみだよね～」

　…………俺は無言のまま酒瓶を没ぼつ収しゆうする。

「これっ！　何をすんだよーっ！　もうやだぁ」

「あー、よしよしよしよし」

　くしゃくしゃと少し激しく頭を撫なでる。すると──

「にょにょにょにょ～。……このテクニシャン。って、もうっ！」

　気持ちよさそうに目を閉じて、幸せな表情をしたあと、険しい顔に豹ひよう変へんして俺の手を払はらった。

「まあ、なんだ。何かに失敗したんだな？」

「……んむ。そうだよ。成功しすぎるって、失敗になっちゃうんだね」

「必要以上の効果を生んでしまったということか？」

「そうだよ。あんなことになっちゃうんだもん……ふにょ～」

　溜息を吐きながら、俺から酒を奪うばおうとするので、額にチョップをお見み舞まいする。

「むーっ！　それはくりすのお酒なの！　かーえーしーてーよー」

　少女はジタバタと手を振ふるが、小さく短い手でそんな攻こう撃げきをされても痛くない。ゾンビだからとか関係なくな。

　だが──あれ？　急に手が長くなった？　さっきまで届いてなかったのに、酒瓶をつかまれている。

　なんだか──体が大きくなっていってるような──気のせいか？

「あー、もうダメっ！　この通り、土下座はしないけど返して！　相川のハゲ」

「人にお願いするときは、ちゃんとお兄ちゃんと呼びなさい」

「返して──お兄ちゃん」

　あ、可か愛わいいかも。即そく座ざに酒瓶を返してしまいそうになったわ。危ない危ない。

「お兄ちゃんっ！　も、やだぁ。返してよー」

　押おし倒たおされるほどにぐいぐいと押し迫せまってくる少女。

　酒を奪われそうになったとき──教頭先生に見つかってしまった。

「こらっ！　なぜ酒なんかもっとる！」

　耳がきーんとするほどの大声で叫さけびながらこちらへやってくると、『越乃梅里』を奪い取られる。マズいな。停学処分にでもなりそうだ。

「これは、栗須先生のでーす」

　という俺の声に、少女が体をびくりと震ふるわせて立ち上がる。

　お前じゃねえよ。座ってろ。なんて声を掛かけるより早く、一目散に逃げ去ってしまった。

　俺は教頭先生に事情を話す。この酒はウチの担任教師である栗須の娘さんが持っていて、自分はそれを没収していたところだと。

「何を言っとるんだ？　栗須先生は、独り身だ。お子さんなどいない」

　子供はいない？　じゃあ、さっきの子は何者なんだ？　俺は逃げ去った少女の背中を目で追いながら──あの子もユーみたいに特とく殊しゆな人間なのではないかと疑い始めていた。







　とにかく酒は栗須先生のモノだということで押し切った。どうせ教室で酒を飲んでいるだろうし、なんとか没収だけですんだ。

　変な奴やつに出会ってしまったと嘆たん息そくしながらプール周りを歩いていると、そこには木しか無かった。学校の全すべての場所で何かやっているという訳ではないようだ。

　この木は『伝説の木』として有名で、この木の下で告白をすると必ず成功するという噂うわさがある。

　無む駄だ足あしだったな。ユーと友紀の所へ戻るか──やっぱり、一人で回るのは楽しくない。

「相川歩君──だな？」

　声を掛けられて振り返る。そこに、無ぶ精しようヒゲを生やした、白衣姿の男が座っていた。枯かれてしまった広葉樹の下にゴザを敷しいて、花見でもしていそうだ。

　──さっきまでは、いなかったのに。

　俺は、咄とつ嗟さに身構えていた。

　何より気になるのは、白衣の袖そで口ぐちが、赤かったこと。

　それは──絵の具で汚よごしたようには見えない。──血だ。よく血を見る俺だから、確信を持って言える。

「そう堅かたくなられたら、話がしにくいなぁ」

　ボリボリと頭を搔かきながら、白衣の中からタバコを取り出す。

　教師に見覚えはない。当然生徒にも見えない。だが、一いつ般ぱん人とも思えない。──白衣でうろちょろする奴なんざ、居ないからな。

「何者だ？」俺は、唸うなるようにそう聞いていた。

　男はタバコで箱をトントンと叩たたいてから、口にくわえる。

「火ぃ、持ってるか？」

「持ってるわけないだろ」

「そりゃそうだ、っと。……あー、あったあった」

　のれんに腕うで押おしというか、全く張り合いのない相手だった。

　男はライターでタバコに火を点つけ、ニコチンを肺に送る。

「ふう～」

　そして、煙けむりを吐はき出したとき──

「げぶっ！」

　吐と血けつした。なんでだよっ！　え？　何？　俺なんかした？

　へなへなとその場に倒れ込む男。震える声で──

「しまった……タバコは……医者に止められているんだった」

　吐血しながら倒れるレベルなら覚えてろよ！

　こいつの袖口が血で染まってるのは口を拭ぬぐったからか！

「ほんと、なんなんだあんたは──」

「相川歩──君」

　ちょいちょい。死にそうな手で手招きされ、俺は嘆息しながら近くへと向かう。

「俺が死んだら──タバコの火は消しといて」

「わかったよ。冥めい福ふくも祈いのってやるから、心置きなく死んでくれ」

「げぶっ」もう一度、尋じん常じようじゃない量の血を吐いた。その勢いは、マーライオンに匹ひつ敵てきするだろう。俺は血が掛からないように少し後ずさってしまった。
















「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「何、格好つけるのを──医者に止められていただ──げぶっ！」

「格好良くなかったから安心しろよ！　もう！」

「くっ！　頑がん張ばれ俺──グゥレイトっ！」

「バスターなパイロットかよっ！」

「時代を感じるな──『グゥレイト』と言えば、ケロッグコーンフロスト──げぶっ！　くっ！　忘れていた。マニアックなネタは医者に止められて──」

「お前、面めん倒どうくせーよ！　用がないなら行くからな。控ひかえめに学園祭をお楽しみ下さい」

「まあ待ってくれ、相川歩君。君にこれを──」

　血に赤く染まった手で、指輪を差し出してきた。

　俺がお前にぞっこんの彼女で、これが結けつ婚こん指輪だとしても絶対受け取りたくない。というのを顔で表現しながら──

「変な人間から、変なモノは貰もらっちゃいけない。そう、親に教育されているんでね」

「そうか──んじゃ、買ってくれや」

「はあ？」

「これは実に良い商品だ。後々、相川歩君。君に必要となる。そう、この四巻の三話ぐら──げぶっ！　くっ！　ネタバレは医者に止め──」

「わかったわかった！　買えばいいんだな。いくらだ？」

「百億万円」

「はい、百円ね」

　俺は百円硬こう貨か一枚と引き替えに、妙みような指輪を手に入れた。

　宝石がちょこっとついているだけの、シンプルで小さな指輪。女の子には合うかもしれないが──当然、俺はそれをはめずにブレザーのポケットへしまう。

「で、お前は何者なんだ？」

　俺がもう一度そう問いただしたとき、すでに、そこには誰だれも居なかった。

　赤い血だまりが、広がっているだけだった。

　全く──酒飲み少女といい、血を吐く男といい、妙な奴に出会ってしまったな。

　とそこまで考えて、俺は「はっ」と校舎を見上げた。

　──嫌いやな予感がする。妙な奴に会う。それは、ユーが感情を動かした時に起こりやすいという話を思い出したのだ。そして、今はユーではなく、ハルナ。

　あんのアホが、感情を殺せるわけなど、あろうはずがないのだ。

　だからと言って、俺はハルナを捜さがすつもりはない。

　楽しんでいるなら、今はそれでいい。




























　教室に戻もどる廊ろう下かで、なにやら俺を見てヒソヒソと話す失礼な一般人とすれ違ちがった。

　どうやら、俺の顔を見てくすくすと笑っているようだ。

　良い気がしないな。

　なんだ？　俺は変な顔をしているのか？　それとも、背中に変な張り紙でも貼はり付けられたのか？

　ズボンのチャックは大丈夫だし、トイレに入って顔を見る分にも、特に問題はない。

　やっと教室に戻ってきたら、何な故ぜ笑われていたのかが分かった。

「あ、本人だ」「本人が来た」「うわ、本人だよ」

　俺の教室の前には、俺そっくりのマネキンが、今も『時代を先取るニューパワー』のポーズで立っていたのだから。

　こいつの存在をすっかり忘れていた。

　今からでも撤てつ去きよしてやりたいが、こんなデカ物をどこへ持って行けばいいのやら。今は学校のどこにでも人が居るからな。

　周りのヒソヒソ声を受け、少し肩かた身みの狭せまい思いでドアへ向かう。

　黒板側にあるドアは閉まっていて、後ろのドアは開きっぱなしになっている。

　なるほど、あのマネキンは「入り口はこちらです」と指し示しているのだろう。

　このゾンビを甘あまく見るな。俺が今まで、どれほどの恥はずかしい思いを経験してきたか。この程度の恥ずかしさなど──

　なんて強がってはみたものの……うん。やっぱりここ数日の記き憶おくを、全っっ部消し去りたいぐらい恥ずかしいです。

　それにしても、看板はよく出来たと自分を褒ほめてやりたい。

　この教室内で、ハリウッドの有名映画が始まるのではないかと胸を躍おどらせるような、素す晴ばらしい出来だ。どんなモノかは想像にお任せするが、立体だと言っておこう。

　自分で自分にスタンディングオベーションしながら、開きっぱなしのドアに妖よう怪かいが描えがかれたのれんの向こうへ。

　客は担任教師、通つう称しよう『無意識』一人だけ。教頭に没ぼつ収しゆうされてしまったのか、酒はもう飲んでいなかった。そのせいか、ふてくされた表情だ。

　繁はん盛じようはしていない様子だな。

　確かに学園祭を見て回った感じ、他にも魅み力りよく的でユニークな出し物は沢たく山さんあった。

　さらに言えば、コスプレ喫きつ茶さや屋台と料理がかぶっていたし、妖怪に扮ふんした喫茶店なんか、目の保養的な意味合いでも繁盛するはずもない。

　──妖怪喫茶、失敗だったかな。

　それともあの教師、通称『無知』が思いふけるように溜ため息いきを吐ついているのが悪いのだろうか？

　机と椅い子すばかりの窮きゆう屈くつだった室内は、オシャレな丸いテーブルと小さな背もたれの丸い椅子がそれぞれ数個あるだけだ。いつも目にしている机と椅子は、のれんをくぐって教室に入ったすぐの所に一つだけあり、そこには雪女に扮した女生徒が食券を売っていた。

　この食券を持って席に着き、焼きそばと交こう換かんするシステムだ。

「相川くん……お帰りなさい」

　赤いスカートを履はいた平松が、笑顔で迎むかえ入れてくれた。胸むな元もとには、『トイレの花子さん』と紹しよう介かいするように名札が付いている。子供のような服装をしているが、おとなしい性格のくせに、中々胸も大きい──

　俺はブルブルと頭を振ふった。──セクハラはセラやハルナだけにしておこう。

　それよりトイレの花子さんは妖怪か？　まあ、いいか。

　他にも妖怪とは言い難がたい不思議生物が色々居たが、みんな胸元に名札を付けているので妖怪に詳くわしくないお客さんにもわかるようになっている。

　緑色の服に甲こう羅らを付けた奴やつには、カッパ。

　ちゃんちゃんこを着た奴には、鬼き太た郎ろう。

　全身タイツを着た奴には、モジモジくん。

　と、名札が付いている。

　も、モジモジくん？　モジモジくんは妖怪どころか幽ゆう霊れい的なモノでもないだろ。

「そろそろ交代の時間だと思ったんだが──」

　妖怪に変装したクラスメイトたちを眺ながめながら、俺は平松に確認を取る。

「うん……相川くんは……織戸くんと……交代」

　言いづらそうな雰ふん囲い気きの返事だった。

　織戸──織戸──きょろきょろと教室内に目を配る。

　教室の隅すみにホットプレートが三台並んでいた。そこで、織戸は焼きそばを焼いていた。

　あー、料理を作る係ね。まあ、そりゃあ配はい膳ぜんやチケット受け取りは平松のような女の子に任せるべきだ。

　それにしても、織戸の格好はなんだ？　ウェディングドレスのように見えるが、なんの妖怪をモチーフにしているんだ？　エプロンをしているせいか、ここからじゃあ名札が見えない。

「なあ、平松。織戸はなんの妖怪をやってるんだ？　ここからじゃ名札が見えないが」

「あ……相川くん。えっと……その……」

　平松はなにやらしどろもどろになっていた。

「優等生の平松にもわからないのか？」

　妖怪の種類を知っているか……なんて知識に、優等生かどうかは関係ないが、どうもこう──平松なら何でも知っているような気がしてしまうんだよな。

「……変態」

　突とつ然ぜんの辛しん辣らつな言葉に、俺はむしろショックを受ける前に笑ってしまった。

　なんでいきなり平松に変態呼ばわりを──

「……織戸くんのキャラクターは……変態……らしいよ」

「妖怪じゃねえっ！」

　織戸らしいと言えばそれまでだが、手作りでウェディングドレスとか言われたら正直引くわー。

　何にせよ、交代なので織戸の所へ向かう。

　その途と中ちゆうで、頭を抱かかえて溜息を吐つく担任教師に、どうしても自分の耳で聞いておきたいことがある。

「先生」

「んあ？」あくびと同時に返事をする。こちらに一いち瞥べつくれることもない。

「先生って、子供いるんすか？」

「結けつ婚こんすらしてない俺への当てつけか？　相川」

「いえ、まあ──」

　本当に、子供はいないのか。全く──あの酒飲み娘むすめはなんだったんだ？

　栗くり須すという名前が被かぶっているだけの、ただの少女？

　それ以上何かを聞ける雰囲気でも無かったので、俺は頭をポリポリと搔かきながら織戸のところへと向かった。

　名札には、確かに『変態』と書かれていた。

「お前、気持ち悪いな」

「おー、相川。待ってたぞ。ずっと焼きそばを焼いていたから暑くてなー。そろそろ耐たえられないところだったんだ」

　暑いとかの問題より先に、もう一つ人として感じなくてはいけない感情があるだろ？

『恥じる』ことは、決して恥じることではない！

「じゃあ、交代な」

　一度メガネを外し、織戸はいそいそとウェディングドレスを脱ぬぐ。

　──え？

「ん？」

　……へ？

　上じよう半はん身しん裸はだかになった織戸は、脱いだばかりのウェディングドレスを俺へ渡わたしてきた。

「マジで──？」

「ほら、早く着ろよ。お客さん来ちまうぞ」

「……マジかよ」

　織戸と交代。それは、『変態』役を交代するということだったようだ。

「カッパ！　ちょっと代わってくれ！　俺カッパがいい！」

　逃にげる。全力で逃げざるを得ない！

「えー、俺代わったところだカッパ」

　なりきってるなら仕方ないな。

「モジモジくんでいいよ！　代わってくれ！」

「いやだ──の、『い』」

　なりきってるなら仕方ないな。

「相川、ほら──早く着ろって」

　輝かがやいてるなー。メガネ。

　──悪夢だ。結局俺は、ウェディングドレスを着ることとなった。

　ただのお祭りだし、こんくらい気持ち悪いのがあっても良いだろう。

　焼きそば一人前の分量や、ホットプレートの使い方。学級委員により定められた電気の使用量などの説明を受け、俺は泣く泣く、その場で制服を脱ぎ、ウェディングドレスの上からエプロンを着る。

「おい、相川。名札が見えないぞ」

　織戸がウェディングドレスに付けてあった『変態』の名札を、エプロンの上から付けた。

　てめえの時はエプロンに付けてなかっただろうが！

　──こうなったら、人が来ないことを祈いのるのみ。

　緊きん張ちようして待っていたら、全然人が来なかった。喜ぶべきか、悲しむべきか。

　そこへ三原がやってきて──無言のまま俺に向かって携けい帯たい電でん話わを向けると、パシャっと音がする。

　写メ撮とられた！　肖しよう像ぞう権けんの侵害で訴うつたえてやろうか！

　続いて、アンダーソン君が訪おとずれ──

「やるなぁ」などと感心した様子を見せてから、写メ撮りやがった！

　次に、タートルネックのニットに、カーディガンを着たポニーテールの美女がご来店なさった。

　そのお姿は、不毛な大地でも一歩歩くだけで花が咲さいていくような、そんな雰囲気を持っている。

　突然の美女の登場に、教室内は一気に色めき立つ。

　入り口に居た食券係に三百円を払はらい、券を持ったまま俺の所へと足を進める。

「あの、席に着いてお待ち下さッパ」

　カッパの男子生徒の声を遮さえぎるように、セラは人差し指をカッパの少し尖とがった唇くちびるに乗せる。

「ええ、わかってますよ」

　少し微ほほ笑えんだその美び貌ぼうに、カッパは三さん途ずの川かわに流されていくような心ここ地ちよい表情を浮うかべる。

　あの人差し指を乗せてくる仕草、ドキってするんだよな。わかるわかる。

「あー、諸君。彼女は私の知り合いだ」

　メガネの位置を正し、織戸が紳しん士し的な声を出しながら手を挙げる。

　そのとき、教室に衝しよう撃げきが走った。

　織戸の知り合いに、こんなポニーテール美人が居るなんて、誰だれも想像出来ないだろう。

　月とスッポン。雲うん泥でい万ばん里り。鯨くじらと鰯いわし。駿する河がの富士と一いち里り塚づか。

　到とう底てい、釣つり合うとは思えない。

「セラさん」

　手を挙げたままセラへと近づく織戸。顔どころかその周辺の空気すら見たくないような雰囲気でセラは目を閉じて、軽く会え釈しやくしながらすれ違ちがう。

　教室に走っていた衝撃の波が、哀あわれみの視線と化して織戸を貫つらぬいた。

　ここにいる生徒たちは気づいていないだろう。

　──彼女こそが、本物の妖よう怪かいであると。……あれ？　吸きゆう血けつ鬼きって妖怪だったよな？

「変態の妖怪をする変態とは──言いい得えて妙みようですね。気持ちの悪い」

　ウェディングドレス姿のゾンビを見ての第一声。

「言いたいことがその程度で良かったよ」

「ふむ。──やはり、相川歩は偽ぎ名めいだったのですね」

　俺の胸元にある名札を見ながら、冷ややかな声を出す。

「変態が本名じゃねーよっ！」

「あまり大きな声を出さないで下さい。相川変態さん」

「すでに名前が定着してる！」

「せ、セラさん！」

　かかとを合わせた織戸は、上官を前にした軍人のように直立し、緊張に声を張る。

　どうしたんだ？　緊張なんて、織戸にしては珍めずらしいな。

「お、俺俺俺俺──」

　メガネの中にある視線をセラへ合わさず、天てん井じようを見上げた織戸は、Ｊリーグでも応おう援えんしているようなサッカーソングを高速で歌うような声を出す。

　そして、清水の舞ぶ台たいから飛び降りる勢いで──

「俺と一いつ緒しよに「嫌いやですけど？」」

　振ふり絞しぼったなけなしの勇気は、その全ぜん貌ぼうを表す前にかき消された。

「学園祭を回っ「お断りします」」

　強すぎるだろっ！　なんだこのラスボス！　話ぐらい聞いてやれよ！

「織戸、今日は諦あきらめろ」

「──うん」

　肩かたを落としたまま、とぼとぼ教室を出て行く織戸に目もくれず、セラは腕うでを組んで俺を睨にらみ付ける。

「やけに遅おそかったな」

「私には、仕事があるのですよ」

　凛り々りしい唇から、鋭するどい刃は物もののようなキレのある声が飛ぶ。ギロリと睨み付けられ、俺は「すみません」と謝あやまってしまった。

　こいつは吸血忍にん者じやの任務を放ほう棄きしたことで、元げん勲くん老ろうとかいう上司から試練を授さずけられていた。それは──えっと……あれ？

「お前の試練って、どんなモノになったんだっけ？」

「この地に眠ねむると言われている、最悪のバケモノを倒たおすことですよ」

「あー、結局そういうタイプの任務になったんだな。──って、そんな奴やつがいるのか？」

「ええ。伝説のようなモノですが、どんな攻こう撃げきも通用せず、鬼おにのような強さですが、見た目は幼い少女と聞きました」

　それだけ聞くと、まるで大先生やアライグマとゴリラを倒したハルナを想像するな。

　……もしかして、魔装少女を倒せって任務なのか？

「で、見つかったのか？　言ってくれたら、俺も手伝うのに」

　俺の問いに、セラはポニーテールをふぁさふぁさと横に振る。

「いえ。これは私への試練ですから……それよりハルナと一緒では、ないのですか？」

　セラはやはりハルナが心配のようだ。こいつとハルナの関係は、姉し妹まいのようなものなんだからな。

「ああ、今はユーや友紀と一緒に居るさ」

「はあ……あなたは相変わらず、全然分かっていないですね」

「何をだよ」

「いえ──あなたと一緒に居たいはずだと言っているのです」

「いやいやいやいや、ハルナに追い出されたんだよ」

「──それでも、あなたは寂さびしいときに居て欲ほしい存在なのですよ」

「え？」

「何か？　……何ですか、その腕を捻ひねり潰つぶされたいような顔は」

「ここ十六年間で、一度でも腕を捻り潰されたいような顔をしたことはないけど、とりあえず今は店番だし、ハルナのところへはいけないな」

「仕事があるのであれば、致いたし方かたがありませんね。焼きそばを一つお願い出来ますか？」

「おいおい、お前はハルナたちの所へ行ってやらないのか？」

「ヘルサイズ殿どのもメイル・シュトロームも居るのでしょう？　でしたら私が行ってもさほど意味はありませんよ」

　俺には行けと言っておいて……良い練習にもなるし、ひとまず一人前の焼きそばを作ってやる。

「はいよ」

　出来たての焼きそばを受け取ったセラは、俺から一番遠く、入り口のすぐ側そばで椅い子すに座すわり、長い足を組んだ。悩なやましげなその美貌に、周りの視線はずっと集中していた。

「あの……先生」

　平松が少し困った顔で、タバコを吸いつつ貧びん乏ぼう揺ゆすりをする担任教師へ声を掛かけた。

「どうした？　平松」

　あんまり聴きく気がなさそうだ。酒没ぼつ収しゆうされたぐらいでそんなに落ち込むな。

「……その……斉さい藤とうさんが……来ないん……ですけど」

　斉藤って誰だったかな。あー、俺と一緒に看板を作るはずだった女生徒か。学園祭に乗り気じゃなかったし、看板作成のときみたいに、店番をすっぽかしたのかもな。

「暇ひまだし、行ってこいよ。平松」

「でも……」

　平松ぐらいの美少女が居なくなるのは、店的にも俺の精神的にも困るが、平松にも学園祭を楽しんで貰もらいたい。色々とお世話になったからな。

「ここは、俺たちでなんとかするから──な？」

「相川……くん……ありがとう……優やさしいね」

　ぺこりと頭を深く下げたあと、笑顔を見せた平松は、俺の背後に回る。そこにはキャベツや豚ぶたバラなどの材料と、クラス全員分のカバンが積み上げられている。

　カバンから制服を取り出した平松が、着き替がえるために教室を出ようとしたとき、団体さんが来店された。

　まず足を踏ふみ入れたのは、アイドルだった。

　肩かた幅はばを超こえるほどの広がりを見せた、ふわっふわのミニスカートに、背中には小さな翼つばさを付けて、ヒジのところまであるレースの手て袋ぶくろに包まれた細い手には、バトンのような杖つえを握にぎっている。

　その格好は、ハルナのようなロリロリな体に似合うものだろう。

　だが、その衣い装しように身を包んでいるのは、セラにも劣おとらない見事なプロポーションを持った髪かみの長い女性だった。

　表情も今すぐ斬きりかかってきそうな強こわ面もてをしている。

　その端たん正せいな顔立ちには見覚えがあった。

「サラス……なのですか？」

　セラの顔が引きつって、箸はしを止める。

　よほどショックだったのだろう。そりゃあ、自分の上司がこんなコスプレしていたら、ショックも受けるというものだ。

「セラフィム。ここではその名で呼ぶな。阿あ呆ほうかお前は──」

　ギロリと睨みを利きかせたサラスに対たい抗こうしてか、セラも目を細める。

「何のための偽名なのか、貴様にはそんなことも理解出来んのか」

「申し訳ございません──輝き羅ら々らさん」

　明らかにトゲのある名前の呼び方に、サラスは目を細める。

　こいつら、仲が悪いのか？

　教室の入り口で、ダイナマイトの導火線のような二人が火花を散らしていた。

　ば、爆ばく発はつしちゃう！　そんな空気に当てられてか、平松はガタガタと足を震ふるわせていた。

　彼女は、サラスバティ。セラと同じ保守派の吸血忍者で、サラスの方が上司のようだ。しかし、セラもサラスも対等な立場で話をする。

　仲が良いのか悪いのかは、まだ知らない。

　吸血忍者ということは当然一いつ般ぱん人には内ない緒しよで、サラスは偽名で生活をしているのだ。

　友紀だって、ほんとは『メイル・シュトローム』という水属性の攻撃技わざみたいな本名がある。

　サラスがこちらへやってくると、その後ろをぞろぞろと男たちが付いてくる。

　それは、異様な光景だった。

　ハッピ姿で額にハチマキをした、メガネの男たちが群れを成している。

　廊ろう下かの向こうまで人で一いつ杯ぱいなのか、平松は入り口のところで動けなかった。

　体育館で見た、一昔前のアイドル親衛隊のような連中だ。

　──もしかして、もしかしてだが……サラスのコンサートがあったのか？

　ちょっと見たかったな。

　ロリな少女にこそお似合いの衣装を着た、綺き麗れいなお姉さん。ホットプレートを見下ろすように前に立つと、無言で腕を組む。

「何だよ……焼きそば食いたいなら、食券買って席で待て」

「会いに来てやったのに、なんだその言いぐさは」

　ナイフのような尖とがった視線。こいつの視線は、セラよりも怖こわい。

「なあ、輝羅々。セラへの試練ってどれほどのもんなんだ？　全然進展してないようだが、なんとかなりそうなモノなのか？」

「そうだな。伝説の鬼だ。百年ほど前に私が挑いどんだが、話にもならなかった。恐おそろしい奴だよ。しかし、裏を返せば、それを試練にされるほど、セラフィムは優ゆう秀しゆうなのだよ」

　お前、何歳さいなんだよ。……サラスはどの程度の強さだったろうか。あんまり記き憶おくには無いが、少なくともセラよりは段だん違ちがいに強いはずだ。部隊長とかやってたからな。そんなサラスよりも強いバケモノ。──やっぱり、俺もセラを助けてやらないといけないようだ。

「まあ、なんだかんだでお前はセラの実力を認めてるんだな」

　くすっと笑みをこぼしてしまった俺を見て、サラスは顔を赤らめた。

「こ、この変態がっ！」

「そんな格好の奴に言われたくねーよ！」

　ウェディングドレスの男と、ロリ衣装に身を包んだ美女は、互たがいに睨み合った。

　サラスはなんでいつもこう、ピリピリした雰ふん囲い気きを持ってるんだ？

「早く焼け」

　ルール無用。容姿端たん麗れいな方は、自分こそがルールなのだ。

「はいはい。──で、なんでそんな取り巻きが居るんだ？」

「貴様──私を愚ぐ弄ろうしていると見なすぞ？」

　見なしたらどうなるんだよ？　人間の前で剣けんを突つき立てるか？　はっはっは。そんなこと出来る訳──

　キュポン。バトンがボールペンのキャップみたいに外れて、中から杭くいのようなモノが現れた。吸きゆう血けつ鬼きみたいな奴が杭を武器にするな！　って、こいつ人前でも容よう赦しやなく攻撃してくるのかっ！

「お前バカだろっ！」

　俺はコテでガードしながら慌あわてて声を出した。

「ぼ、ぼくたちのラブリー☆キララたんをバカにするなっ！」

　そうだそうだと声が一いつ斉せいに上がる。──うるせえ奴らだな。早く食って早くどっかいけよもう。

「それにしても、繁はん盛じようしてない店だ」

　サラスは小こ馬ば鹿かにしたように笑う。

「いや、お前のおかげで大繁盛してるよ」

「私の人望をもってすれば、当然の結果だ。セラフィム程度では客も呼べんかったのか？」

　ふふっと含ふくみ笑いをしたとき、セラが立ち上がる。上司が相手とはいえ、名指しで喧けん嘩かを売られたのであれば、黙だまっても居られないのだろう。

「そこのあなた──」

「は……はい！」

　突とつ然ぜんセラに声を掛けられた平松は、驚おどろきを隠かくせなかった。

「先ほど、代わりが来ないという話をしていましたね？」

「は……はい」

「私が代わりましょう」

「え？　でも……」

「あー、平松。やらせてやってくれ。どうやら──面おも白しろそうだ」

「先生……」

「なんでもいいんじゃない？」

　この教師、本当にどうでもいいんだな。

「ほう、セラフィムが私に挑いどもうと言うのか？」

　サラスが指でくいくいと合図を送ると、親衛隊の一人が四つん這ばいになる。

　その親衛隊の背中に長く魅み力りよく的な、ハイソックスに包まれたおみ足を乗せる。

　すると、親衛隊たちはみんなその場で土下座した。

「この私に、挑もうと？　ふはははははっ！」

　口の端はしを少しつり上げ、満足気に笑う。

「サラス「その名で呼ぶなっ」」

　くわっと目を見開いて怒おこられたので、焼きそばを皿に盛りつつ訂てい正せいする。

「輝羅々さん」

「なんだ？」

「こいつら、あなたに服従を誓ちかってるんじゃなくて──パンツ覗のぞきたいだけだぞ？」

「ほわぁ？」

　どうして？　を英語にしたいのか、それともブルース・リーがもし疑問を持ったら～というお題のモノマネをやっているのかは俺には解らないが、サラスは怪け訝げんな表情を浮うかべていた。

　鰹かつお節ぶしと青のりを振ふりかけつつ、俺は下をよく見ろと指示してやる。スカートの中を覗き込むように見ていた親衛隊諸君は、咄とつ嗟さに顔を地面へ向けた。

「みんな床ゆかに額をこすりつけているではないか？」

　やれやれと首を振るサラス。そのスカートの中を覗き込む親衛隊たち。

　もう一度下を見ろと指させば、申し合わせたようなタイミングで床を見る。

「貴様が私のカリスマに対して、悔くやしいと思う気持ちは汲くんでやろう。しかしながら、噓うそはいけない。噓を隠すために噓を続ければ、信しん頼らい問題に関かかわるからな」

「そうかい」

「そもそも──だ。仮に下着を見られたからと言って、それがどうだと言うのだ？」

「いや、それは──恥はずかしいとか──」

「片腹痛いわ。この格好をしている私が、下着を見られて恥じらうような薄うすっぺらいガキと同じだと思うな」

「じゃあ、俺にも見せろよ」

「この変態がっ！　死ねっ！　そこのコンセントに塩水をこぼして感電死するがいい！」

　どっちなんだよ。めんどくせーな。

「つまり、ただの強がり──」

　サラスは、俺の唇くちびるに人差し指をそっと乗せた。その仕草は、セラがよくやる奴やつだった。

「貴様は、女の強がり一つ受け入れられないほどに狭きよう量りようなのか？」

　参ったな──そんな風に言われたら、何にも言えなくなる。

　いつの間にか着き替がえを済ませたセラがこちらへとやってきた。

　サイズが少し小さいのか、やけにミニになってしまった赤いスカート。サスペンダーが食い込み、豊かな双そう房ぼうに押し上げられたブラウス。

　ポニーテールの花子さんが、そこには居た。

　やべえ。滅め茶ちや苦く茶ちやエロい。トイレの花子さんなんて格好を、モデル体型の綺麗な女の子がしているだけなのに、これほどまでにエロいのか。

　親衛隊も、呆ぼう然ぜんとセラを見上げていた。

　セラはサラスの周りで花びらのように土下座して広がる親衛隊たちを、あたかもそこには絨じゆう毯たんしかないかのように、男たちの背中を踏ふみつけて進む。

　お前はラオウの馬かっ！

　ハッピに足形が付こうが、彼らは本望だった。それ以上の幸福を得られていたからだ。

「くっ！　ボクはＭじゃないんだ。ラブリー☆キララたんの──」

「ＳかＭかは……私が決めます。あなたは、ただのＭ豚ぶたですよ」

「はい。ボクはＭ豚です」

　いつしか踏まれに踏まれ、ハッピが黒く汚よごれた親衛隊は、セラの傘さん下かに入っていった。

「ほう、セラフィムよ。随ずい分ぶんやる気ではないか」

「吸血忍にん者じやたるもの、いかなる敵が現れようとも臆おくすることなく戦うべし。──掟おきてに従っただけです」

「掟に背そむいた人間が言う台せ詞りふか？　まあ良い。これもまた一興だ」

「では、どちらがより多く集客出来るか、で勝敗を決めましょう」

「貴様が私に勝てたことなど、一度もないがな」
















　大きく笑ったサラスは、颯さつ爽そうと俺から焼きそばを受け取った。

「それでは、六時から勝負を開始しましょう」

「良かろう。焼きそばは頂いていくぞ？」

「金は払はらえ」

　俺の言葉に、サラスは三百円を取り出した。それを受け取らず、入り口へ手を伸のばす。

「お会計はあちらです」

　ふん。と鼻を鳴らし、親衛隊を引き連れて教室を出て行く。──持ち帰りはお断りしてるんですけど。

　セラは闘とう争そうに駆かられた瞳ひとみを俺に向けていた。

「変態殿どの、何か妙みよう案あんはありませんか？」

「なんで俺に聞くんだよ」

「私は自分自身に対して、自信と誇ほこりを持もってます。ですが、私だけの力では──サラスに勝てないでしょう」

「どうして？　今だってあいつの親衛隊を奪うばったじゃねえか」

「私はいつも──いつでも、彼女には勝てないのです」

　悔しいという雰囲気ではない。勝ちたいという意思が、ヒスイ色の綺麗な瞳の中で燃えていた。

　俺は悩なやんだ。どういうアドバイスをすればいいのか。俺のアドバイスで大だい丈じよう夫ぶなのか。

　そこで、ピンと一つの閃ひらめき。

「よし、セラ」

「どうかしましたか？　何か思い浮かんだとでも言いたげな表情ですね」

　いつもは見せない、華はなやいだ笑顔。俺は真しん剣けんな表情を作り、策を授ける。

「……織戸を捜さがせ」

　花が満開したような顔が、いつもの通りの汚お物ぶつを見るようなモノに戻もどっていた。







「なるほどー。なるほどなー」

　ツンツン頭の男が頷うなずきながら、俺の話を聞いていた。

「歩──んん、失礼。ド変態殿は、あなたへ指示を仰あおぐようにと言ってましたが」

　わざわざ言い直した上に、ドレッドノート級の変態にされている。

「……セラさん。悪いけど、今回は相手が悪すぎるな」

「織戸、サラス──星ほし川かわ輝羅々の事を知ってるのか？」

「まあ、ネットアイドル界では有名人だよ。上位ランカーだ。──ほら、あのスタイルでパンツ見ても良いなんて言われたら、ファンにもなるだろ？　歌も上う手まいし、送った衣い装しようは着てくれるし、でもキツイ性格は変わらない。そこがまた人気の秘ひ訣けつなんだが」

「へえ、お前もやっぱりファンなのか？」

「俺は──違ちがう違う」

　ぱたぱたと手を振る。

「何な故ぜですか？　あなたのようなゲスな輩やからは、彼女の思うツボだと思いますが」

「あれは──今年の五月ぐらいだったかな。電車に乗ってたら、星川と同じ車両だったことがあるんだ。そのとき、星川はサラリーマンに痴ち漢かんされててさ」

　吸血忍者は人間を殺してはいけないという決まりがある。さすがのサラスも一いつ般ぱん人を殺したりはしないだろうが──どう対処したんだろうな。

「こりゃチャンスだっ！　って、その時は思ったね。ここで助ければ、恋こいが芽生える可能性もあるんじゃないか？　──って」

「まあ、無いだろうが」

「ええ、無いでしょうが」

「ほいで、近寄っていった訳ですよ。その男の手をつかもうとしたら、星川が俺に向かって──」

「間ま違ちがえられたのか？」




「その程度か？　このヘタクソっ！　──って」




　辛つらい思い出に、織戸はメガネの奥おくにある涙なみだを拭ぬぐった。

「きっついな」

「もうね。俺もサラリーマンのおっさんもショックで、釣つり革かわも持たずにそのまま立ち尽つくしたよ」

　精神的なダメージを負わせることで行動を制限する。──さすがと言えばさすがだな。

「そろそろ本題に入りましょう。どうすれば勝てますか？」

「簡単なことだね。セラさんも星川と同じ土俵へ立てばいいんだよ」

「どういうことだ？」

「今や、ネットアイドル『ラブリー☆キララ』と言えば、誰だれもが知っているメジャーなエンジェルだ」

「俺は知らんがな」

「だからこそ、そこに隙すきがある。まあ、俺に任せろって」

　今まで、これほど織戸が頼たよりになったことがあっただろうか？　いや、ない。

　そして、織戸は一眼レフカメラで、セラの写真を三枚撮とる。それは即すなわち、胸むな元もととお尻しりと顔だ。

　撮さつ影えい後に、何故か俺がセラにぶん殴なぐられた。

「私は何をすれば良いのですか？」

「普ふ通つうに、ここで働いてくれれば良いっすよ」

　白い歯を見せて笑う織戸の言葉に、セラは何故か俺をぶん殴った。

　八つ当たり、やめてくれないかな。







　さて十八時を回った頃ころになると、うちの妖よう怪かい喫きつ茶さも活気が溢あふれてきた。

　三台あるホットプレートの上には五人前の焼きそばが踊おどり、教室にはメガネの男共が次から次へと湧わいてくる。

　サラスが呼び込んだ客なのか、それともセラを目当てでやってきた客なのか──

　それは、明らかに後者だった。

　なぜならば、みんなトイレの花子さんに扮ふんしたポニーテールの美女を写メで狙ねらっていたからだ。

　見た目はどう見てもサラスファン。なのに、セラを目当てでやってきた。

「どうなってんだ一体──」

　ただひたすらウェディングドレス姿で焼きそばを焼かされる身にもなってほしい。

「相川！　キャベツがもうなカッパ！」

　横で俺と同じように五人前の焼きそばを焼くカッパとモジモジくんが慌あわてふためいていた。

「買い出し行ってくるわ！　の『か』！」

　モジモジくんの格好で買い出しとか行ったら捕つかまる可能性もあるだろうし別に売り切れでも良いと思うが、忙いそがしくてそんなことにも頭が回らない様子だった。

　座すわる場所が無いので立ち並ぶ男たち。もはや、立ち食いソバだ。

　焼きそばを配るセラは、俺の焼きそばが焼き上がるのを待ちながら、織戸に怪け訝げんな表情を向ける。

「何をしたのですか？」

「簡単なことっすよ。ただ噂うわさを流しただけっす」

　織戸は焼きそばをすすりながら、得意満面で言葉を続ける。

　──うざったらしい顔だな、おい。手伝えよ。

「セラさんの美び貌ぼうの最大の利点は、そのエロイ体つきにあります。──俺はただ、その一部を公開し、今しか見れないと限定情報を流した。……食べ慣れたピザよりも、初めて食べる高級寿ず司しの方が話題になるってことです。──まあ、それなりに煽あおるコメントも付けましたがね」

　なるほど、全体を見たければ来るしかない。来てみれば、予想以上の美貌に心を奪われて、噂がさらに広まっていく。しかも、今しか見れないともなれば、俺だって見てみたいと思う。

　セラはほんと、グラビア顔負けだからな。

　ましてや、アイドルを捜しにやってきた輩も居るんだから、そういう情報に敏びん感かんな奴も多いんだろう。

　ちょ！　セラさん！　殴らないで！

　ざわざわと騒さわぐ声が聞こえると、人混みを搔かき分わけて、相変わらずひらひらのスカートを履はいたサラスが、強こわ面もてでやってきた。

「なんてことをしてくれたっ！」

　いきなりセラの胸ぐらをつかみ上げ、妖怪喫茶は騒そう然ぜんとする。

「何か？」

　セラの睨にらみに、サラスは奥歯を嚙かみしめた。

「おいおい、喧けん嘩かをするなよ」

　焼きそばをほったらかしにして、俺は二人の間に入る。織戸は俺の代わりに焼きそばをコテで搔き混ぜてくれた。

「何をそんなにお怒いかりなのか、分かりかねますね」

「人の庭を荒あらしておいて──」

　ネット上でのことに、目くじらを立てているのだろう。

「対等の立場になろうとしただけじゃねえか」

　俺のフォローに、サラスはきっと目を細める。

「ただ胸が大きいと言うだけでチヤホヤされる奴やつが一番嫌きらいなのだ！」

　その意見には同感だが──

「ただ胸が大きいだけの奴に負けるほど、あなたは貧弱だったのですか？　少し幻げん滅めつですね」

「言わせておけば──」

　二人を近づけさせないように、俺は両手を広げる。

「まあ、落ち着けって。そもそも、喧嘩をふっかけてきたのはそっちだろう？　しかも元から人気があって、ファンも沢たく山さんこの学園祭に来ている。こんな条件で人気対決なんかやって、圧勝したところでお前だって楽しくないだろ？　それに、セラの写メ撮ったりしてるが、当然その中にはお前の呼び込みでやってきた連中もいるはずだ。今回はセラ──」

「なんだと！　もう一度言ってみろ！」

「どっからだよ！　四行は喋しやべったわっ！」

「貴様らはわかっておらんのだ。セラフィムがしたことは、重大なことだということを」

「重大なこと？　ネット界に進出したことが、何かの事件になるのか？」

「うむ。今や、セラフィムはランキングトップに躍おどり出でている。一時的なものだとは思うが、これは由ゆ々ゆしき事態なのだ」

「話が全く見えないな」

「先ほど、セラフィムが現れるまでネットアイドルランキングの一位だった人物は──」

「織戸、ネットアイドルの一位って誰なんだ？」

「えー、っと。アヤカさんって滅め茶ちや苦く茶ちや可か愛わいい人だ」

「アヤカ……まさか──」

　ごくりとセラが喉のどを鳴らす。

「そう、我らが主あるじだ。──セラフィム。貴様は、彩あや香かさまに喧嘩を売り、一方的にたたきつぶしたのだ」

「お前らの主って？」

「頭領の──ご息女ですよ」

「ネットアイドルやってるんだ」

　つまり、平社員が社長令れい嬢じようの顔に泥どろを塗ぬった。ということなのだろう。だとすれば、確かに厄やつ介かいだな。それでなくてもセラは、吸血忍にん者じやとしてタブーを一度やらかしている。

「温厚で有名な私ですら、これほど怒りが込み上げるのだ」

　サラスの言葉に、俺は違い和わ感かんを禁じ得なかった。

　温厚な人間が人前で杭くいを突つき立てようとしたり、胸ぐらをつかんでから話を始めたりしないだろうよ。

　セラの顔は蒼そう白はくになっていた。別に、そんな思い詰つめるような事でもないだろうに。

　とりあえず、こいつの怒りを静めてやらんことには──

「ま、まあ──俺はサラスの方が綺き麗れいだと思うぞ」

　セラだって、俺がどうしたいのかを空気で感じてくれているはずだ。

「ば、バカ！　そんな面と向かって言うでないわっ！」

　褒ほめられると照れるのかよ。

「私は──どうすれば……」

「おい、貴様。確か──相川『変態』歩と言ったな？」

「さもＫ１ファイターのように、名前の合間に滑すべり込ませたーっ！」

「セラフィムのために命を賭かけられるか？」

「……俺くらいの命でよければ、いつだって賭けてやるよ」

「ふむ。ではセラフィムよ。今すぐこいつと抱き合え」

　セラは、心の奥底に溜たまっていた負の感情をすべて搔き出すように──

「嫌いやですっ！　肥こえ溜だめに落ちる方がマシです」

「変態歩よ。強引でも良い。抱きしめろ。変態の名の由来を、世に味わわせてやるがよい」

　なんて言われてもな。

　ひいっ！　なんつー目で見やがるんだ！　セラの周りには炎ほのおが揺ゆらいでるように空気が震ふるえていた。

　俺はたまにセラを修しゆ羅らと言い間ま違ちがえてしまうことがあるが、今日は間違っていない。

　修羅だ！　ここに修羅が居るよ！

「無理だ！　俺にはまだ勇気が足りない！」

「早くしろ。間に合わなくなっても知らんぞ？」

「セラ──」

　セラはその白くて長い人差し指を、俺の唇くちびるに当てる。

「──状じよう況きようは理解しています。早くして下さい。そして、早く切り刻ませて下さい」

　ヒスイ色だった目は赤く染まっていた。戦せん闘とう態勢じゃねえか。

　正面からはとても怖こわかったので、俺は後ろに回って、ジェットコースターのシートベルトみたいに腕うでを回す。

　セラは俺の腕をつかみ、あまり密着しないよう支えていた。

「で、これが何か？」

　声こわ色いろが怖い。

「彼氏いんのかよ！」

　親衛隊の一人が叫さけんだ。

　突とつ如じよ、教室内に淀よどんだ空気が流れていく。

　なるほど。アイドルは彼氏が居ないのが前提だ。憧あこがれている女の子がいて、「あんだけ可愛いんだし、当然彼氏居るよな」なんて思っていても、実際その現場を目もく撃げきすると胸が苦しい。そんな気持ちはとても理解出来る。

「なんだあの変態は」「変態のくせに」「変態なのに」「変態うぜえ」

　だが──なんだこの視線は。

　まるで……俺が全部悪いみたいな。キツイ。この空気はキツイ！　さらにこのあと、セラに切り刻まれる予定があるんだぞ？　もう二度と抱きつかないようにしよう。

　そんな不ふ穏おんな空気の中を、一刀両断するような声が響ひびき渡わたる。

「相川相川相川ーっ！　てーへんだーっ！」

　まるでハルナがするような連呼で、男共の川を横切り、一人の少女が教室内へと入ってきた。

　それは、セーラー服に身を包んだ短たん髪ぱつの少女。先ほどまで水着姿でＣＤを売っていた友紀だ。

　このクソ忙しいときに何の用だ？　──全く。

「相川聞いてくれーっ！　オレ、どうしよう！」

　俺のところまで来るや、もう何がなんだか分からないご様子で、焼きたての焼きそばを水と勘かん違ちがいしたのか、ぐっと喉に流し込んで、ムセた。

　アホだろう？　こいつ。

「あ……相川？」

　俺とセラがくっついているのを見て、友紀はショックを受けた表情を見せる。

　それを見たセラが、俺の指を一本へし折りやがった。

　痛みを感じないからって、容よう赦しやなしかよ。

「や、やっぱり──セラフィムと相川って」

「トモノリ。誤解だ」

　セラが深いため息を一つして、友紀になにやら耳打ちをすると、友紀は安あん堵どした。

「なんだ……よかった。オレぁてっきり──そ、それより！　オレ、どうしよう！」

「トモノリ、水着はもうやめたのか？」

「下に着てるぜっ！　って、それより！　どうしよう！」

　ぴらんとスカートをまくし上げる友紀。その瞬しゆん間かん、パシャパシャと携けい帯たいのカメラ音が鳴り響いた。

「うわあ！　撮とるなーっ！　もうっ……相川んところ、すんげー繁はん盛じようしてんなー。って、そうじゃなくて！　どうしよう相川っ！」

「どんだけ『どうしよう』っていうねん」

　面めん倒どうくさそうな声でそこまで言ってから、俺は「はっ」と息を吞のんだ。

　まさか──ハルナの身に何かあったのか？

「ハルナは？」

「師し匠しよう？　師匠はＣＤに『50％オフ』のシールを貼はってたけど？」

　あれ？　ハルナ関係の話じゃないのか？

「じゃあ、何の用だ？　アホのお前でも見てわかるように、今は忙いそがしいんだ」

「アホじゃねーよーっ！　それよりこれ！　こ、これ見てくれよ」

「ん？」

　友紀が俺に手て渡わたしたのは、一枚の手紙。

　差出人は不明だが『吉よし田だ友ゆ紀き様』と書かれた文字は、なかなか達筆で、どう見ても男の字だった。

　まさか？　友紀に、ラブレター？

　あり得ることだ。友紀の元気なところを好きになってくれる男子もいるだろう。

「なんか、もう──オレ、どうしたらいいのかわかんねーよ」

　俺にもわかんねーよそんなの。

　えー、内容を簡潔にまとめると『プールの傍そばにある木の下で待っています』──か。どうやらマジラブレターのようだ。前々から友紀の事が好きだったという思いがあり、学園祭の浮うかれた気分を利用して、ぶつけようと考えたのだろう。

　……いい迷めい惑わくだ。

「行かなければ良いではないですか？　私はそういう物、いつも無視しますよ？」

　俺もセラの意見に同感だ。放って置けばいいような気がする。

「だって、学校の人だったら、これからの学校生活が気まずいじゃねえか！　気になって授業受けらんねーよぉ」

　頭を両手で押さえ、いやんいやんとゆっくり頭を振ふる。

「何な故ぜ相川んところへ来たんだ？　三原とかを頼たよれよ」

　織戸が写メで友紀のスカートの中を撮りながら嘆たん息そくする。

「グーで殴なぐるぞ。──かなみが、相川に言うべきだって言うから」

　あいつ、面倒くさいのを押しつけやがって。

「わかったわかった。あとで付き合ってやるよ」

「今から付いてきてくれよ～」

「なんでだよ！」

「ずっと待ってるかもしんねーじゃねぇか。悪いだろ？」

　俺には悪いと思わないところが、一番むかっ腹が立つ。

「しょうがねえなあ。相川、このまま当番代わってやるから、行ってやれ」

　焼きそばを焼くために生まれたように、やけに手慣れた織戸。

「お、織戸！　恩に着るぜ！」

　友紀はそう言いながら、織戸に握あく手しゆを求める。

「なに、一パンツの恩さ。つまり、パンツくれ」

「え？　これ、水着だけど？」

　嚙かみ合わない会話を聞きつつ、周りの視線がより鋭するどくなってきたのもあってか、俺は友紀について行ってやろうと思い始めていた。

「とりあえずトモノリ。着き替がえさせてくれ」

　カバンから制服を取り出すが──

「早く早くっ！」

　友紀に手を引かれた。あーもう！　さっさといって、さっさと終わらせて、さっさと帰ってくればいいか。

　ブレザーに貴重品を放り込んで羽織ると、俺は友紀と一いつ緒しよに教室を出た。

「いってくる」

「ええ、帰ってきたら──続きをしましょう」

　どの続きだよ！　俺がセラを抱きしめたりしたあとの続きって──絶対切り刻まれるタイプの未来が待ち受けているような。

　廊ろう下かに出るや、

「あ、本人だ」「本人が出てきた」「やっぱり変態なんだ」

　等の罵ば詈り雑ぞう言ごんが投げかけられる。

「やっぱり着替えだけさせてーっ！」

　駄だ々だをこねる俺が見えていないのか、友紀は俺を引きずっていった。







　プールの傍──木があるところ。

　そこは、この学校でも随ずい一いちの告白ポイントだと噂うわさの場所だった。

　旧校舎と金かな網あみに囲まれ、この季節はいつ来ても誰だれも居ない、静かな場所だ。

　すでに夜のとばりは降りていて、旧校舎からの明かりで、うっすら照らされただけの空間だった。

「誰もいないなー。ただの悪いた戯ずらだったのかよ」

　がっくりと肩かたを落とす友紀。ちょっと期待していたようだ。

「残念だったな。それって、誰からどこで貰もらったもんなんだ？」

「部室のドアをノックされて、開けたら置いてあったんだ」

「そんな怪あやしいもんを信じてここに来たのか。変な奴やつが居たらどうするんだ？」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　二人なんだから！」

「まあ、そうだな」

　アホな友紀一人だったら、変な奴にもひょいひょいと付いていってしまうことも考えられるが、二人だったら心配ないだろう。

「一＋一は二にしかなんねえ。だけどな──オレと相川なら違ちがうぜ！　足し算じゃねえ！　掛かけ算ざんだ！　どんな敵にも負けねぇぜ！」

　満面の笑みで親指を立てる友紀。白い歯が眩まぶしい。

「……え？」

　敵って何？　どうやら友紀の脳内では、変な奴＝恐おそろしい敵という図式が広げられているようだ。ていうかこの子、ちゃんと計算してから話してるの？　『足し算より掛け算の方が大きいに違いない』という発想が、すでに典型的なアホの発想だ。

「トモノリ、トモノリ！」

「お？　なになに？」

　楽しそうな笑顔で、目をパチクリさせている。楽しくてしょうがないところに、野暮なことをして悪いとは思うが──俺はちゃんと伝えてやる。伝えてやるべきなんだ。

「トモノリ、減ってる」

「へ？」

「一×一じゃ、減ってるから。一＋一の方が上だから」

「しまったーっ！」と叫びながら頭を抱かかえる友紀。

　だがすぐにまた、顔を輝かがやかせて──

「あっ！　じゃあさ、二だ！　二＋二は四にしかなんねえけど──」

「どっこいどっこいだよ！　それでちょうどだから！　もっと大きい数字で」

「お、おう！　あー、えーあーえーん……よし！」

　友紀が大きく息を吸って、もう一度。

「百＋百は千にしか──」

「すとーっぷ！　お前三桁けたの足し算無理なのか？」

「ば、バカにしたな相川！」

「バカとは思ってねえ。アホだと思ってる」

「どう違うんだよぉっ！」

　両手を挙げて、サルのような鳴き声を上げたあと、どうでもよくなったのか、友紀はもう一度楽しそうに笑った。

「でも、ただの悪戯にも思えないんだよなー。なんかないかなー」

　きょろきょろと辺りを見回す友紀。

　俺もきょろきょろと辺りを見回す。まあ、とくに何もないな。あるのは赤い草ぐらい。

　赤い草？　伝説の木の下にある雑草は、赤く染まっている。

　それを確認して、俺は「ああ」と、思い出したときの声を出した。

「どうかしたん？」

　友紀がぐるりと木を回り込みながら声を掛ける。

「いや、何。さっきここで妙みような奴に出会ってな」

　そうだ。この赤い草は、何かと医者に止められている男の吐はいた血で染まっているんだ。

「妙な奴って相川が言うセリフじゃねえな」

　どうやらバカにしているようだが、白い歯を見せて笑う友紀を、俺は怒おこれなかった。同じように俺も歯を見せて笑う。

「で、まあ──指輪を」

　ブレザーのポケットから、あのとき百円で買わされた指輪を取り出して友紀に見せようとしたら、木の裏側に回った友紀がひょこっと顔を出して手招きする。

「相川！　相川！　見てくれよこれっ！」

　何かを発見したようだ。血で赤く染まった草と伝説の木から落ちた枯かれ葉はを踏ふみつけ、友紀の元へと足を運ぶ。

　木の裏側。普ふ段だんの学生生活では絶対に見ることのないその裏側に、妙なモノがあった。

《絶対に押すな！》

　そんな張り紙と共に、赤いボタンが付いていたのだ。

　どこの世界に、こんなボタンの付いた木があるだろうか？

「よし……押すぜ？」

　友紀の震ふるえる指が、丸くて赤いボタンに触ふれる。

「いや、押すなって書いてあるだろ？　しかも、絶対にいけないそうだ」

　どう考えても悪戯だ。罠わなか何かだろう。良い事は何もないはずだ。

　それでも、友紀はそれを押したくてうずうずしているようだった。

「やっぱりここは──」

　ボクシングをしているようにステップを踏み、友紀がジャブを繰くり出したと思ったら、

「いや、むしろ……」

　親指でぴんと鼻の頭を弾はじき、カンフーの構えを取る。

「あーっ！　もうっ！　相川ぁ！　どうやって押せばいいんだーっ！」

　すでに友紀の中では、押す事が確定しているようだ。色んな押し方を模も索さくしている。

「トリプルクリックすればいいんじゃねえか？」

　俺は面めん倒どう臭くさくなってきたので、嘆息しつつ適当に答えた。ただの悪戯だろうしな。

「あ、あの段落全体を範はん囲い指定するときに使うと言わている究極の押し方かっ！　わかったぜっ！」

　早さつ速そく友紀はドキドキしながら赤いボタンに触れる。ぽちぽちぽち。三連打を浴びせてみると──何も起きない。

　かさかさと風に木の葉が運ばれる音しか、そこにはなかった。

「……なあんだ」

　友紀がガッカリ肩を落としたそのとき、タライが頭部を直ちよく撃げきした。──やっぱり罠か。

　打ち所が悪かったのか、「くううぅぅ～」と切ない声を上げ、涙なみだ目めになりながらぐらついていた。

　そこへ──二個目のタライ。これも打ち所が悪かったのか、ついに倒たおれ込んでしまう。

「相川……」救いを求めて俺に手を伸のばす。

　そんな姿に俺は──大爆ばく笑しようしていた。

「ひでえよ。相川」

　痴ち態たいを見られて恥はずかしいのか、顔を真っ赤にさせている。そんな友紀の体を起こしてやろうと手を差し伸べた。

　そこへ──三個目のタライ。これまた友紀の頭部を直撃した。ついでに、打ち所が悪かったようだった。三回押したから三つも落ちて来たのか。──律りち儀ぎな罠だ。

「トモノリ？　おいおい、トモノリ？」

　肩を揺ゆさぶってみるが、反応はない。まさかと思い、脈を取ってみるが、死んでる訳ではなく、気を失っているようだった。

　タライで気絶する奴って、本当に居るんだな。全く──妙な悪戯をしやがって。トモノリの意識を回復させようと、柔やわらかい頰ほおをぺちぺち叩たたく。

　すると、友紀の目が急に開かれた。意識を取り戻した訳ではない。

　友紀の体から、幽ゆう霊れいのようなものが出てきたので、俺は口の端はしをヒクヒクせざるを得なかった。友紀の中には、魔装兵器というとんでもない迷めい惑わくな幽霊が憑ひよう依いしている。それの発動条件は──友紀が意識を失うこと。

　確かに今、タライによってその発動条件が満たされた。

『母体の異常を確認した。術式限定を解除する』

　その幽霊は、異様な姿をしていた。右半身は裸はだかの男。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで、彫ちよう刻こくのような肉体をしているが、左半身は炎ほのおのように煙けむり状じようのモノがゆらゆらしている。

「竜りゆうと神の子らよ、我わが両手に集つどえ」

　友紀の可か愛わいらしい唇くちびるが動く。いつもは元気いっぱいの声が、今は淡たん々たんとしたモノに変わっている。

『第一詠えい唱しようを確認、術式解放』

　魔装兵器は友紀の言葉に反応して声を出す。マズイ。これはマズイ。

　兵器という言葉の通り、この幽霊は凶きよう悪あくだ。友紀の呪じゆ文もんが終わる前に止めなくては。

「トモノリ！　トモノリっ！」

　何度も呼びかけ、体を揺さぶる。

「王の声に従い、我が両手に集え！」『第二詠唱を確認、旋せん風ぷう準備完かん了りよう』

　空気が緑色に変わり、友紀の体へと集まっていく。

　暗がりの中で、蛍ほたるのように光り輝く風が、友紀を中心に吹ふき荒あれる。

「爆はぜろ。ヘリオンストリーム」『最終詠唱を確認した、旋風を発射する』

　爆ばく発はつしたように、集まった緑色の空気が広がった。

　まるで数千本のムチがデタラメに辺りを叩きまくっているように、風が暴れていた。

　かまいたちのように発生した緑色の風が大木の樹皮をめくりあげ、雑草を切り取り、壁かべに切り傷を作り、金かな網あみを切り払う。

　俺はタライと一いつ緒しよに弾き飛ばされ、プールを囲むフェンスに激げき突とつした。緑の風がフェンスを切り刻んだこともあって、俺の体はフェンスを突つき破やぶり、プールサイドまで転がる。

　止めるには──どうすればいい？

　緑の風は、辺り構わず破は壊かいしている。壁には抉えぐれた跡あとが残り、フェンスは今にも倒れそうだ。こんな風じゃあ、近づくのも簡単じゃない。身を低くして、プールサイドをほふく前進する。ウェディングドレスを着てほふく前進なんて、普段じゃ体験できないだろうね。

　友紀に飛びかかれる位置までなんとか辿たどり着ついたが、どうする？　すぐに止められないと、また吹き飛ばされる。しかし、なんとかしなくてはいけない。

　思案している時間も惜おしいと感じていたら、声が聞こえてきた。

「止める方法、教えようか？」

　その声は、男の声だった。背後から、ぼそりと呟つぶやくように。

　振り向いても、そこには影かげしかない。

「誰だれだお前は？　いや、そこはどうでもいい。是ぜ非ひ、教えて貰もらいたいね」

「おやおや──こんな胡う散さん臭くさい男の言葉を信じるつもりなのかい？　やけに順応性があるんだなぁ」

「信じるかどうかは、聞いてから俺が決める」

　どこから声が聞こえているのか、探さぐってみるがわからない。頭の中に響ひびいているとかじゃない。ずっと背後に居るような、そんな感覚。──何者なんだ？

「君は彼女を止められるアイテムを持っている。それを可愛い彼女に──げぶっ」

　何かを吹き出したような声と共に、俺の背中へビチャビチャと液体が降りかかった。

「くっ！　女の子を可愛いと思うのは──医者に止められているんだった……」

　こいつ、あのおっさんか。──ということは。

　俺はブレザーのポケットから、以前この場所で買い取った小さな宝石の付いている指輪を取り出した。

「そう言えば、お前あの指輪をくれるときに言ってたな？　使うときが来るって──」

「さ、さーて。何の話かなー」

「初めて知ったわ。バレてるのにとぼけられるのって、すんげーむかつくのな」

「相川歩君、君はエスパーか探たん偵ていになれるねぇ。一度しか会っていない人間を、声だけで判断出来るなんて」

　お前は特別なんだよ。そんなことを医者に止められている奴やつが他にいるかよ。

「本題に戻るぞ。どうすればいい？」

「その指輪は、制せい御ぎよするためにあるんだ。身につければ、それだけで終しゆう了りよう」

「なるほど。それで一つだけ、どうしても聞いておきたいんだが──」

「ん？」

「どうしてお前はこの事態になることが分かったんだ？　予言者か？」

「ああ……何、簡単なことだよ。この罠──げぶっ！　くっ！　ネタバレは、医者に止められているんだった……」

　さ、こんな妙な奴は放って置いて、さっさと終わらせてしまおう。

　指輪を握にぎりしめ、友紀に飛びかかる。変態と呼ばれても良い。覆おおい被かぶさるように、俺は飛び込んだ。

　半はん透とう明めいの男の右手が、まるで実体を持つように俺を殴なぐりつける。緑の風が体を引ひき裂さく。

　腕うでの肉をそぎ落とされる嫌いやな感覚を味わいつつ、それでも俺は、木の根もとで横たわる少女へ飛びかかっていた。

　もう少しというところで吹き飛ばされ、元の位置へ。ただダメージを負うだけで終わってしまった。プールサイドで腹ばいになり、機を窺うかがう。

　──どうすりゃいい。そんな俺の言葉を理解してくれたのか、

「手伝おうか？」

　男のバカにしたような声が背後から聞こえた。俺じゃ手に負えないと思われているようで、その態度が気にくわない。

　だが、緑の風が叩きつけられた壁は抉れ、穴が空いている。伝説の木も倒れそうなぐらい傷ついている。急がないと壁が崩くずれるし、直すのが厄やつ介かいだ。何より──もしこの場所に誰かが来たら、命の危険もあるだろう。俺はゾンビだから大だい丈じよう夫ぶだけど。

「頼たのむ」そう答えた瞬しゆん間かん、影に引きずられた。まるでそこに落とし穴があったかのように、すっぽりと。

　次の瞬間──何な故ぜか俺は、友紀の下した敷じきになっていた。

　どうやら、影から影へと移動したのだろう。夜の王と同じような能力か？　あいつは霧きりだったが、こいつは影。本当に何者なんだあの男は。

　背中に、友紀の体温を感じつつ、俺は指輪を友紀の指にはめる。……意識したつもりはないが、その指は、左手の薬指だった。

　たったそれだけのことで、緑の風が止やんだ。

　しかし、魔装兵器は健在で、友紀の体から冬虫夏草のように生えている。

　俺は右半身だけの男を警けい戒かいしながら、友紀に声を掛かける。

「トモノリ、トモノリ……」

　ほっぺをつねり、鼻を塞ふさぎ、それでも意識は戻らない。

「むにゃむにゃ……ヒツジが一いつ匹ぴき」

「すでに寝ねてるよっ！　夢の中で数えちゃったよっ！」

「はっ！　今のツッコミは相川っ！」

「おー、やっと目を覚ましたか」

「確かオレ……タライ。うわああああっ！　な、なんだよこれ──死に神か？」

　立ち上がった友紀は、魔装兵器の異様な姿にびっくりして走り出す。木の周りをぐるぐると回るが、その後ろをぴったり同じ間合いで魔装兵器はついてきた。

「落ち着け。そいつは、お前の……守しゆ護ご霊れいみたいなもんだ」

「オレの……」

　グーパーグーパー。友紀の手の動きに合わせて、その半透明な右みぎ腕うでは同じ動きをする。どうやら、制御出来ているようだ。

「オレ、スタープラチナが出せるように……」

「うおーいっ！　それは違ちがうっ！　……それは、お前の力なんだよ」

「……名前付けていいのかな」

「ああ、良いんじゃないか？　ないよりはあった方が」

「やっぱり──洋楽のタイトルから取るんだよな？」

「いや、そんな決まりはないはずだけど」

「じゃあ、ヴィネグレット」

「フレンチドレッシングの名前を付けられたーっ！」

　友紀は体を動かさず、ヴィネグレットの右腕だけを動かす。

「フレンチドレッシングを甘あまく見ちゃあいけねーぜ！」

　ツッコミのつもりなのだろうか？　ヴィネグレットの透明な右腕で俺を殴りつける。

　──その一いち撃げきは、簡単に俺のみぞおちを貫つらぬいた。拳こぶし一つ分の風穴が出来たのだ。

「うわあ！　相川ごめん！　こんなに強いなんて！」

「なに、気にするな。ウェディングドレスが汚よごれたぐらいで別に痛くもないさ」

　血が噴ふき出すのを両手で押さえる。

　夜になっていて良かった。夜間だったら、こんな風穴すぐに修復するさ。

「あんまり使わないようにするから！　ごめん！　大丈夫か？」

「心配ない。そいつはお前の中に入っていたモノなんだが──元に戻もどせるか？」

「や、やってみる」

　友紀が目を閉じると、魔装兵器は掃そう除じ機きで吸われたように、友紀の体へと吸い込まれてしまった。これで、一安心だな。

「で、その指輪なんだが」

「あ、相川……この指輪」

　友紀は薬指にある指輪を見て、顔を真っ赤にさせた。

「絶対に外すなよ？　こいつがさっきの──」

　ヴィネグレットを制御している。そう説明する前に──

「けっけけけけけけ結けつ婚こん指輪っ！」

　どんどん──妙みような空気になっていく。

「相川がウェディングドレスなのも、これで理解したぜ──はっ！　まさか相川がオレをここに呼んで……だから手紙も手て渡わたしじゃなかったんだな？　顔見たらバレるもの」

　なんだその言い方は。まるで俺が友紀をここに呼び出して、結婚式に近いことをしようとしていたなんて筋書きを脳内で描えがいているようだ。

　頰ほおを染めるな。こっちまで照れてくるだろ。──しまった。俺も頰を染めているのではないだろうか？　だとすれば、誤解のスパイラルは加速してしまう。

「あ、相川──オレ……」

　友紀は指輪を一度外すと、それを右手の薬指にはめた。そして、決意を込めた瞳ひとみで、決して後こう悔かいの無い声で──

「ごめん。嬉うれしいけどやっぱり高校を卒業するまでは──その……でも、確かにオレは、これからも相川の嫁よめだけど、そうじゃなくて」

「いいかトモノリ──」

「も、もうそれ以上言うなって！　恥はずかしいじゃねえかよ～っ！」

　誤解を解こうとした俺の言葉を遮さえぎって、顔を両手で覆ってイヤイヤと頭を振る。

「いや、だからトモノリ──」

　埒らちがあかない。俺は落ち着かせるために肩かたに手を掛けた。

「相川っ！　キスはまだ早いからっ！　早いからああああっ！」

　両手をばたばたさせて突き飛ばされた。

　友紀はしまったばかりのヴィネグレットの力まで発現させる。突き飛ばされた俺は、破れたフェンスを越こえて──プールに落ちた。





































　教室へ帰ると、ボロボロと化したウェディングドレスを見た織戸が、

「もうお前しか変態出来ないじゃねぇか」

　公衆の面前で吐はき捨すて、いよいよもって俺は、ご近所でも有名な変態になった。

　階段で転びに転んだ結果こうなってしまった挙げ句にバケツをひっくり返したという言い訳が通用したのは、普ふ段だんから俺がよく倒たおれる虚きよ弱じやく体質であることがあったからだろう。

　倒れるのは、太陽が眩まぶしすぎたせいなんだけどな。

　しかし、血ち塗まみれでボロボロのウェディングドレスのまま仕事をする訳もなく、俺はまた一人で学校内を歩いていた。

　むしろ、血塗れの花はな嫁よめ（男）の方が、よっぽど妖よう怪かいに見えるから良いと思うが。

　さて──セラはあのまま花子さんとして働くようだ。

　なんでも、ああいう喫きつ茶さ店てんみたいなところで働いてみたかったとか。織戸はセラと一いつ緒しよに居られるなら……と、一緒に教室へ残った。

　友紀は三原や平松、アンダーソン君と演劇部の劇を見に多目的ホールへ行っているとかで、俺は一人ぶらぶらしていた。

　ハルナはどうしてるかな？　まだＣＤを売っているのだろうか？

　様子を探ろうと旧校舎へ向かっている途と中ちゆう。

　あの酒飲み少女に、また出会った。──没ぼつ収しゆうされたはずの酒さか瓶びんを片手に。

　その出し物は、一いつ般ぱんの方々よりも、生徒たちに大人気だったモノだが、今は女の子が一人だけだった。もう、みんなやり尽つくしたのだろうか？

　これは『教頭を倒せ！』という出し物で、顔の部分がくりぬかれた魔ま王おうのような絵が描かれたパネルから、教頭が顔を出している。

　その教頭に、一回百円で水風船をぶつけるという体を張った出し物だった。

　誰だれがやったか分かってしまうと、誰もやらない可能性があるため、可か愛わいらしい目を描いてあるアイマスクをしている。

「もっとだ！　もっと来い！　情熱がたり──ばっ！」

　ばんばんと水風船がパネルにぶつけられる。小動物のような可愛らしい女の子が、酒瓶を傾かたむけてラッパ飲みしながら水風船を投げつけていた。

「お前、何円分やってるんだよ！」

　ついつい、声を掛かけてしまった。

「この子、一万円出したよ」

　受付をやっていた国語教師が、笑顔でそう言った。

「出し過ぎだろ！　しかも酒飲んでるの注意しろよ！」

　ついつい、国語教師にツッコんでしまった。

「またまたー。相川君、あれは水だよ」

「飲んだのか？」

「え？　いや、あの子が水だって──」

「もっと！　もっと来い！　もっと！　情熱がっ！」

　教頭の顔に、ピンポイントで水風船がぶつけられていた。

　俺は女の子の酒瓶を奪うばい取る。

「あっ！　これっ！　ダメなのっ！」

「全く、どこで手に入れたのか──」

「祝しゆく杯はいだからいいの！　ばかーっ！」

「祝杯？　悩なやみはもういいのか？」

「むふふふっ。もう解決したんだもん。返してってば～」

　高笑いしながら、水風船を教頭へぶつける。随ずい分ぶんご機き嫌げんだな。

「頼たのみ事をするときはお兄ちゃんと呼びなさい。子供が酒なんか飲むな」

「ただの水だもん。……おにーちゃん返してよ～」

「酒じゃなかったら返してやるよ」

　酒かどうかを確かめるために、俺はぐっと酒瓶を傾ける。

　くっ！　やっぱり酒じゃねえか！　こんなキツイもんをこのガキは飲んでたのかっ！

「か～っ」と奇き声せいを上げた俺と、アイマスクのずれた教頭の目が──合った。

「相川あああああああっ！」

　教頭の叫び声で耳がきーんとしている頃ころ……酒飲み少女は、逃にげ出した。







　一部始終を見ていた国語教師の諫いさめもあり、俺は停学を免まぬかれた。

　あの酒飲み少女にもしもう一度会うことがあれば、ゲンコツの一つでも喰くらわせてやらないと気がすまない。

　怒いかりの形相のまま、だらだら歩いていると──

「歩」

　可愛らしい声で呼び止められた。思わず口が弛ゆるみ、体をくねらせてしまうほどの強力な声。

　そこにいたのは──シフォンワンピース姿のユーだった。

「ユー、バニーガールの売り子は、もう終わったのか？」

　こくりと一つ、小さく頷うなずいた。今は感情を出してもいいのに、クセなのか、無表情は変わらない。

「ハルナが、適当な人を捕つかまえて、代用させた」

「あのアホが──陸上部の部室にまだ居るんだな？」

　今すぐとっちめてやろうと思ったが、ユーが首を横に振ふる。

「私と一緒に色々見て回っていたけど──見失った」

「じゃあ、俺と一緒に回りながら、ハルナを捜さがすか？」

　ユーは強く頷いて、手を伸のばす。手を繫つないで欲ほしいとか？

「手、繫ご？」

　やっぱり、ユーの声は可愛いな。俺は返事の代わりに、ユーの手を取った。──まあ前半はハルナと二人で回ったし、今度はユーと二人で回ろうかな。

　パンフレットを見ながら、まだ回ってなかったイベントを探す。

　お？　野外でマジックショーがあるな。ちらっと立ち見していこうか。

　校舎から体育館へ向かうまでにある中庭に、ちょっとした人だかりが出来ていた。

　といっても、それほど人はおらず、どうやら、凄すごいイリュージョンが見られる訳ではなさそうだ。まあ、所しよ詮せん学園祭だからな。

　見れば、タンスのような大きな箱に、一般人らしき男性が入っていくのが見えた。

　ちょうど、今からマジックをするようだな。

　大きめのスピーカーから、あのマジックショーには欠かせないミュージックが大音量で鳴なり響ひびき、続いてドラムロール。

　箱を回転させ、タネも仕し掛かけもないことをアピールしている。

　そして──『でーん』という音と同時に、箱が開かれる。

　そこには、先ほど入っていった男性の服だけが置いてあった。

　思ったよりは、凄いじゃないか。まるで蛇へびが脱だつ皮ぴでもしたようだ。

　巻き起こるであろう拍はく手しゆよりも早く、ユーの可愛らしい唇くちびるが動いた。

「ドクター・ゲロが作った人造人間の仕し業わざに、違ちがいない」

　そっちの方がすげえわ！　確かにセルに生体エネルギーを吸われたらこんな感じになるけども！　笑いと拍手が巻き起こる。ユーは一人、無表情だった。

　せっかく楽しんでも良い状じよう況きよう、笑っても良いのに、ユーはそれをしない。

　続いて、別の箱を用意したマジシャンの人。また選ばれた男子生徒が中へ入ると、真ん中部分が横にスライドする切断マジック。

　誰がどう見ても、やらせにしか見えない。なるほど、人気がイマイチな理由はコレか。

　客たちが少し白けていたところ、それを見たユーは、感心したように言う。

「さすがターンＡのお兄さん」

　バラバラになってる訳じゃないよ！

　そのあとも、マジックが繰くり広ひろげられるたびに。

「エスパー魔ま美みのテレポーテーションガンを使えば、あるいは」

「ダルシムなら全すべて説明が付く」

　などなど。そんなユーの呟つぶやきが何な故ぜか好評で、つまらないはずのマジックショーは大盛せい況きようだった。

「ありがとう！　君のおかげで楽しめたよ！」

　なんて言葉を掛けてくれる人も居た。

　何よりも、このマジックショーを出し物に選んだ手品同好会の皆みなさんはえらくユーに感謝していた。俺も手品同好会の皆さんもニコニコしていたが、ユーの表情は無表情のままだった。感情を動かしてもいいはずなのに、今までずっと感情を殺してきたせいなのか、表情が変わらない。

　なんとか、ユーの笑顔を見たい。俺はそんなことを考えながら、ユーの手をとって中庭を進む。

　中庭を過ぎると、体育館の方から歌声が響いていた。

　バンド演奏でもやっているのだろうか？

「歩、お願いがあるの」

　ユーの可愛い声が、俺の脳を揺ゆらした。

　その可愛らしいセリフ回しに、俺はお花畑のようになった脳の電気命令のせいで、

「ど～したんだい」

　ルパンのような震ふるえる声で返していた。

　ユーは無表情のまま、小さな咳せきをする。

「私も、カラオケ大会に出たい」

　カラオケ大会。学園祭のしおりによれば、二十時から二時間、体育館にてカラオケ大会が開かれるということだった。

　なるほど。体育館から響く歌声は、カラオケ大会か。

　と言っても、学校にカラオケの機能などない。

　ただ、ＣＤのカラオケバージョンを流し、マイクで歌う。それだけの単純なイベント。

　だからこそ、一般参加は出来ないし、事前にカラオケバージョンの入っているＣＤを実行委員会に提出しないとダメだ。

　ユーは、どうしてそんなものに参加したいのだろうか？

　いや、これは当然なのかも知れない。

　ユーは今朝まで、声を出すことが出来なかったのだから。

　声が出せる間に、歌を歌いたいなんて思うのは、当然なんだ。

「ダメ？」

　ずきゅうううううん！　これはヤバイ！　汚けがれのない綺き麗れいな青い瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに見ながら「ダメ？」なんて言われたら、何でもしてやりたくなる。

「じゃあ、明あ日したにでもカラオケいくか？」

　ちょうど日曜日だ。フリータイムで騒さわぎまくってやろう。友紀や織戸も呼んで、きっとハルナも──

　ハルナ。そうか。ユーが声を出せるようになった代わりに、今はハルナが声を出せない。

　俺は確かにユーと一いつ緒しよにカラオケへ行きたい。でもな──やっぱり、ハルナのバカ騒ぎも必要なんだ。行くなら、みんなで行きたいな。

　ユーも、そう思っていたのだろうか？

「人がいっぱい居るところで、歌いたい」

　そんな前向きな発言に、俺は驚きよう愕がくした。

　ユーは内気で、清せい楚そなお嬢じよう様さま。ずっとそう考えていた。

　だから、人前で歌を歌いたいなんて言い出すとは、思わなかった。

「なんでだ？」

「私の声を──少しでも多くの人に残しておきたい。いずれまた──出せなくなるから」

「ユー」俺は、何も言葉を掛かけられなかった。ただ、ユーの瞳にはいつものような寂さみしげな光は無く、決意と焦あせりの色があった。

　確かに、今の状況がいつまで続くか分からないし、明日にはユーへ能力が戻もどってしまっている可能性もあるだろう。

　ハルナをあのままにしておけないし、ユーももっと笑って欲しい。

　いつか、来るのだろうか？　みんなが笑えるそんな時が。

　さて、どうしようか。グラウンドでやれば沢たく山さんの人に聞いて貰もらえるけど、体育館で同じようなイベントをやっているし、カラオケが聴ききたいなら座すわることが出来る体育館を選ぶだろう。

　だが、出来うる限りユーの思い通り、コンサートを多くの人に聞いて欲しい。

　──コンサート？

　そうだ。その手があったな。

「ユー。やろう！」

「何を？」

「コンサートだよ！」

「でも……どうやって」

「その代わり、どれだけ人が集まっても、やっぱり止やめたってのは無しだからな？　覚かく悟ごは出来てるのか？」

　ユーは強く、首を縦に振った。それを確認した俺は、きびすを返してマジックショーのあった場所へ戻る。

「ちょっといいか？」

　片付けを始めていた手品同好会に声を掛け、事情を説明する。

　そして──さっき使っていた大音量で流せるスピーカーを貸して欲しいと頼たのみ込めば、二つ返事でＯＫを貰った。

　続いて、俺は携けい帯たい電でん話わを取り出す。

　掛けた先は──最近ゲットしたばかりの番号。

「へい！　吉よし田だです！　吉田友ゆ紀きです！」

「トモノリ。お前に頼みたいことがあるんだ」

「あ、相川！　相川から電話くれるなんて──普ふ通つうに嬉うれしいぜ！　なになに？　なんでも言ってくれ！」

「グラウンドの使用許可が欲しいんだ。俺、あんまり教師に良いようには思われてないから言いづらくてな。平松や三原も一緒なんだろ？」

　平松や友紀なら教師受けも良いし、恐おそらく一発で使用許可を取り付けてくれるだろう。

「おう！　今シンデレラ見てるぜ！」

「……劇の最中に電話すんなよ」

「掛けてきたのは相川じゃんかー」

「とにかく、頼んで良いか？」

「りょーかい！　何する気なんだ？」

「野外コンサートさ」

　電話越ごしに、俺のニヤニヤしていた顔が想像出来たんだろう。友紀は大きな声で笑った。

　シンデレラを見ながら大笑いしたら、演劇部に失礼だろうな。







　多くの人に聞かせたい。そんなユーの願いを叶かなえるため、俺はある人物を捜さがしていた。

　もう学園祭も終わりに近づいているのか、喫きつ茶さ店てんはほとんど終わっている。

　どこだ？　どこにいるんだ？　一通り校舎を回ったが、それらしい軍団には会えない。

　大人数で移動しているはずだ。すぐに見つかると思ったが、会えない。早くしないと学園祭が終わっちまう。

　どこに居るんだ！　『ラブリー☆キララ』たんは！

　旧校舎へ向かう途と中ちゆうに、俺はあるものを発見した。それは、スケッチブックを両手で掲かかげた、一人の少女。──スケッチブックには、こう文字が躍おどっている。

『ラスベガス方面』

「なんでヒッチハイクしてんねん！」

　ツッコミ魂だましいが、見み逃のがせなかった。

　ガントレットにプレートアーマーの格好をした、背の小さな少女。

　栗くり色いろの髪かみとネコのような目を持つ、魔装少女だ。あれ？　首から提げていた魔ま力りよく吸引機はどこへいったんだ？　あれが原因だと気づいて捨てたのかな。

『アユム　何してんの？』

「ちょうどよかった。お前にも用があったんだ」

『何？』

「ユーにも、曲を作ってやってくれ」

『ある』

「へ？」

『葉っぱの人が歌詞書いて　あたしが作曲した奴やつが　ある　ＣＤにも収録されてる』

　あのインストゥルメンタル、歌詞があったのか。

「そう言えばそうだったな。よし、ユー。その曲でコンサートをやろう。俺は準備するから、ユーは練習していてくれ」

「うん。練習してみる」

『一枚　十万円になります　あざーす』

「身内から金とんなよ！」

　ユーはハルナと一緒に歌の練習をしに、旧校舎へと入っていく。俺は携帯電話を取りだして、あいつに電話を掛けた。

「おう──お前から電話とか、珍めずらしいじゃねぇか」

　電話の先は織戸。焼きそばを焼きすぎて疲つかれたのか、だらけた声をしている。

「妖よう怪かい喫きつ茶さの方は？」

「さっき終わったところだ。どうした？」

「すまん、星川輝羅々を捜してるんだが──」

「はあ？　さっきセラさんと──あ、今来たわ。代わろうか？」

「頼む」

　保留などを押すこともせず、五秒ほどで──

「私だ──」

　威い圧あつ的な声が聞こえ、俺は少し狼ろう狽ばいした。だが、勇気を出して、用件を伝える。

「コンサートをしてくれないか？」

　そうだ。こいつのコンサートを開くとなれば、それなりに人が集まるはずだ。おそらくは、今この学校で一番の集客力を持っているだろう。

「気分ではない。切るぞ──」

「そうか。じゃあセラに頼むしかないな」

「貴様──忘れたわけではないだろうな？　セラフィムの人気が出てしまうと」

「上司であるお前や、頭領の娘むすめさんに喧けん嘩かを売ってしまうんだろ？　それでも、お前が断るなら──」

「つまり、私を脅きよう迫はくするのか？」

「ただ単純に、お前のコンサートを俺も聞きたいだけだ」

「私を甘あまく見るな。そのような噓うそを信じると思うか？　事情を話してみろ？　話によっては──」

　俺は、サラスに話した。ユーが今喋しやべることが出来る状態で、歌を歌いたがっている。多くの人に、聞いて欲しいと考えている。

　そして俺は、ユーのためにお膳ぜん立だてをしてやりたい。

　その思いをぶつけた結果──

「了りよう承しようした。是ぜ非ひやらせて頂こう」

　あっさりとＯＫしてくれた。

「本当か？」

「ユークリウッド・ヘルサイズの不ふ遇ぐうは、聞き及んでいる。出来ることがあるなら──」

「お前、やっぱりツンデレだな」

「じょ、冗じよう談だんではない！　全ては、我らが頭領を生き返らせるためだ！」

「まあ、でも──ありがとう」

「うむ」

　これで、あとは準備が整うのを待つだけだ。

　ワクワクした気持ちが、わき上がっている。

　ユーやハルナは、こんな気持ちを抑おさえていたのか？　そう考えると、感情を抑えるということがどれほど大変なのかがよく分かるな。







　サラスがコンサートをやる。それだけでグラウンドは人が溢あふれた。

　本当に人気があるんだな。

　演劇も終わったようで、セーラー服姿の友紀や平松、バスケ部のユニフォームの上から制服を着た三原やアンダーソン君。あと──織なんとかは最前列で盛り上がっていた。

　制服に着き替がえた俺と、シフォンワンピースのユー、プレートアーマーにガントレットを装着したハルナに、トイレの花子さんの赤いスカートを履はいたセラの四人は、朝礼台の後ろで曲をセッティングする。

　当然ハルナもサラスのコンサートに参加しようとしたが、お前が今声を出したら大変な事になるだろが。

　照明が一点に集まり、アイドルを照らし出す。スピーカーからはグラウンド全域に聞こえるような大音量で曲が始まっていた。

　サラスが朝礼台に立ち、マイクを持つ。

「死にたい奴は前へ出ろ！」

　高圧的なマイクパフォーマンス。

「キララたーん！　萌もえ殺してーっ！」

　それが受けているようだ。ちなみに、今萌え殺してとかほざいたのは、ツンツン頭のメガネ男だ。サラスのこと嫌きらいじゃなかったのかよ？

　そんな最高潮の盛り上がりを見たユーは、ずっと緊きん張ちようしている様子だった。

「歌の練習は、どうだった？」

「大だい丈じよう夫ぶ──ハルナたちがＣＤを作っているとき、すでに練習していたから」

　そうか。ユーはきっと、声が出せないときからずっと、歌を歌ってみたかったんだ。

　目を閉じて、肩かたを大きく動かして深呼吸している。手は心臓を押さえるように胸むな元もとへ置かれていた。

　ユーでもこんなに緊張したりするんだな。

「心配はいりません。ヘルサイズ殿どのは、歌がお上手ですよ」

　微ほほ笑えみ掛かけるセラ。俺には絶対にしてくれない、柔やわらかな表情。

「そういうときは、掌てのひらに『人』って三回書いて飲み込むと良いらしいぞ」

「正二にメアリー？」

　そう言えば、正二にメアリーはそんな妖よう怪かいだったな。

「お手を──」ユーの白い手を取り、セラがなにやらモミモミしている。

「緊張をほぐすツボです。少しは、楽になるでしょう」

「ありがとう──大丈夫」

「その言葉を、ヘルサイズ殿のお口から聴きくことを──心待ちにしておりましたよ」

　俺も同じ意見だ。さらに、ガントレットをしていないユーの手をモミモミ出来るならば、感動もする。

『あたしも　歌いたい』

「ダメに決まってるだろ？　おとなしくしてろ」

　ハルナはむすっとした表情で、メモ帳をばんばん叩たたいた。

　そして、ラブリー☆キララの曲が始まった。

　それは、ポップで可愛いナンバー……ではなく、英語歌詞のロックナンバーだった。

　見た目はすんごいラブリーなのに！

　ハルナは、目を輝かがやかせていた。動き出したくて仕方がないのか、朝礼台の裏から、客の方へとダッシュする。

　あいつは感情を抑えるつもりが全くないな。

　曲が終わり、観客が沸わき立たったあと──サラスは髪を搔かき上げ、輝く汗あせをまきながら、朝礼台を降りる。

「さあ、ユークリウッド・ヘルサイズ。我らが神よ。存分にお楽しみを」

　サラスはユーに向かって片かた膝ひざをつく。

　吸血忍にん者じやという種族は、ユーが作ったようなモノ。だとすれば、神という表現も間ま違ちがってはいないだろう。

「歩──」

「怖こわいのか？」

　ユーは首を横に振ふる。

「大丈夫。──私、頑がん張ばるから、見てて」

　笑顔こそ見せないが、その声には喜びの色が混ざっていたと思う。

　俺はさぞかしニヤニヤしていたんだろう。サラスは無言で俺の後頭部をはたいた。

「なにしやがる」

「感謝するべきだ。殴なぐられるということは、仲がよい証しよう拠こだからな」

　そりゃあ、ある程度知れた相手でないと、そうそう攻こう撃げきなんか出来ないけど。

「じゃあ、お前は俺と仲良くなりたいのか」

「自うぬ惚ぼれるな下げ郎ろうっ！」

　俺はサラスにグーで殴られながら、朝礼台を見上げる。もう、この人よくわかんない。

　白いシフォンワンピースの銀ぎん髪ぱつ少女が、マイクの高さを合わせている。

　サラスを見に来た客だったが、ユーが出てきても熱気は冷めなかった。

　ユーがその天使の如ごとき美しい歌声を響ひびかせようとした、そのとき──

　豪ごう雨うが降り注いだ。

　突とつ然ぜんの集中豪雨に、人々は慌あわてて校舎へと走る。

　ライトは消え、暗くら闇やみがグラウンドを襲おそうと、悲鳴が飛ぶ。

「うわああ！　これやばいって！」

　友紀やアンダーソン君が急いでスピーカーなどの機材を撤てつ収しゆうさせている。

　グラウンドに集まっていた者たちは大パニックのまま、みんな雨宿りへと走っていく。

「キララたん！　こっちへ！」

「いや、私は別に構わんが」

　親衛隊に手を取られ、サラスも校舎へと連れて行かれる。

　残ったのは、俺とユーとハルナにセラ、四人だけだった。コンサートは、終わってしまったのだ。──仕方がない。天候はどうしようもないからな。

「ハルナ」

　霧きりが出るほどの豪雨の中、ユーは小さく、恨うらめしそうに名を呼んだ。

「ん？」

「ハルナが感情を動かしたせい」

　ユーの白くか弱い手は、震ふるえていた。

　よっぽど、このコンサートを楽しみにしていたのだろう。

　緊きん張ちよう感かんすらも嬉うれしくて、仕方がなかったのだろう。

　あの、ユーが──いつも自分を責め続けた優やさしい少女が、ハルナを睨にらみ付けていた。

　雨に打たれ、濡ぬれた銀色の髪かみは寂さみしげに降りている。

「ハルナ、お前まさか──ユーのコンサートが羨うらやましかったのか？」

　ハルナは強く首を振る。雨に濡れてもアホ毛はピコピコしていた。




『あたしも　根暗マンサーの歌を聴きたい』




　メモ帳に書かれた文字は雨で滲にじんでいて、よく見えなかった。

　ハルナは、ただ単純に学園祭を楽しんでいた。それだけだ。

　ユーが楽しいという感情を殺せなかったとき、会いたくない人物と出会ってしまった。

　ハルナの場合、それは台風だった訳だ。楽しみにしていた学園祭に、来て欲ほしくない物が、これだったのだ。

「ハルナが感情を抑えてくれれば、きっと雨も止む」

　俺に訴うつたえるようなユーの青い瞳ひとみ。

　自分が何を言っているのかに気づいたユーは、銀色の髪を振り乱しながら言う。

「ごめんなさい。私、そんなことを言えるような立場じゃなかった」

　自分が奪うばってしまった感情。

　それを、抑えろなんて、おこがましい。そんな風に考えているんだろう。

「お気持ちは、お察しいたします。ヘルサイズ殿──これは……」

　肯こう定ていも否定もしない。セラは濡れた髪を搔き上げ、言葉に詰つまっていた。

「だけど──私は……だけど──ごめんなさい……私」

　無表情で感情を表に出すことのないユーが、見るからに混乱していた。

　ハルナが感情を抑えれば──か。

「すまん、ユー」

「歩……？」

「こいつが、ハルナが心の底から楽しんでるなら、ちゃんとマナーやルールを守って、バカみたいに楽しんでるなら──俺には、それを抑えろなんて言えない。……笑いたいときは、笑っていいんだ」

「歩──」

　目を丸くするセラ。確かに、こいつには俺の言っていることを分かって貰もらえないかも知れないな。

「だから、すまん。お前のやりたいようにさせてやりたいが……」

「ありがとう」

「え？」

「歩はきっと、私の時もそう思ってくれてたんだと……そう、思うから」

　無表情のまま、ずっと変わらなかったユーの表情。それが、うっすら微笑みを見せたような気がした。

「てっきり私は、ヘルサイズ殿があなたにとって至上の存在なのだと思ってました」

　静かな、凛りんとした声。セラの声に、威い圧あつ的な物は含ふくまれていなかった。どこか希望に満ちた瞳を俺に向けているのは、どうしてだろうか。

「ユーは俺にとって、確かに大切な存在だ。……だからといって、ハルナが大切じゃない訳でもない。もちろん──」

　お前も。そう言う前に、人差し指を唇くちびるに乗せられた。

「あなたの説明は、いつも不ふ鮮せん明めいでわかりにくいですが……言わずともわかってますよ」

　相変わらず、こういうことに関しては、俺はセラに全すべてを見み抜ぬかれているようだ。

　ハルナはなにやら複雑な表情を見せていた。

　いつもお前に振り回されているが、別にお前が嫌いな訳じゃない。

　なあ……ハルナ。お前もそうだろう？

『アユムのセリフ　端はしから端までキモイんだけど？』

「今すぐ泣いたり笑ったり出来なくしてやるっ！」

　生意気で柔らかなハルナのほっぺたを両手でつまんだ──そのとき……突とつ風ぷうが流れた。

　目も開けられないほどの、横風。

　ハルナの小さな身か体らだが飛んでいきそうになり、俺の服をつかむ。

　ＴＭレヴォリューションのプロモーションビデオのようになりながら、俺はなんとか飛ばされないように踏ふん張っていた。

　セラの赤いミニスカートがふわりと広がり、素す晴ばらしい黒地の──ぐぶっ！　足の裏が見えた。風ではなく、蹴けりで飛んでいきそうだ。

　──ぐらりと、朝礼台が動く。横にずれたのではない。

　片足が浮うき、今にも倒たおれそうだった。

　上に乗っていたユーはマイクスタンドにつかまり、俺は咄とつ嗟さに浮き上がった朝礼台の足をつかむ。

『歌え』

　バサバサと服が風に揺ゆれる音がする。ハルナは一枚のメモを──まるで裁判のあと、報ほう道どう陣じんに向かって『勝しよう訴そ！』と掲かかげるように、両手でピンと伸のばし、ユーに見せつけていた。

「え？」

　きょとんとした目をしたユーへ、ハルナはまだメモを突つきつけている。

『あたしも　根暗マンサーの歌を聴きたい』

　それは、さっき俺に見せてくれたメモだった。

　見つめ合う、ハルナとユー。

「でも──こんな雨の中じゃ」

　頭を振るユー。俺とハルナ、セラしか残って居ない、寂さびしいグラウンド。そこへ──

「うひょ～っ」

「うひょ～ん」

　風に吹ふかれて、一組の男女が浮かれた表情で現れた。

「楽しい！　オレ、実は台風好きなんだぜ！」

　相変わらずアホの発想をした、セーラー服姿の少女が、くるくると回っている。

「濡れるぞ、トモノリ」

「へへ～」友紀は悪いた戯ずらな笑みを浮かべたあと、ぴらりとスカートをまくし上げる。

「こんな事もあろうかと、制服の下は水着のままだぜっ！」

　どっちにしても、風か邪ぜは引きそうだな。

「で、お前は？」

　隣となりにいたツンツン頭の男は、どう見ても台風との相あい性しようが悪い。

　ツンツン頭は雨でくしゃくしゃになるだろうし、メガネだって前が見えなくなったりしないか？　それでも──

「そろそろまぜろよ」

　ぐっと親指を自分に向けて、にやりと笑う。相変わらずキモイが、雨でメガネがびちょびちょで、俺は不ふ機き嫌げんな顔をせずに笑ってしまった。

「そうだな。そろそろまぜてくれないか？」

　がっしりと朝礼台の足をつかむ大きな手。俺に覆おおい被かぶさるように、背の高い青年がそこにはいた。

　青い瞳をしたイケメン。アンダーソン君だ。

「ユキちゃんが走っていくの見たから、ついでに来ちゃった」

　続いて、三原。お前らはインナーがタンクトップなんだし、風邪引くだろ。

「……みんな……風邪引いちゃうよ？」

　さらに、平松まで。スカートがめくれるのを気にしているのか、ずっと両手でスカートを押さえていた。お下さげ髪がみが風にそよいでいる。

「アホばっかだな」

「みんな、あなたには言われたくないでしょうね。気持ち悪い」

　花子さんの衣い装しようは雨ですけすけになっていて、俺はセラから視線を外す。

　胸がどきどきしていたのは、そんなセラのあられもない格好を見たせいだろうか？

　──いや、違ちがう。俺はただ、こいつらが好きなだけだ。

　こいつらと一いつ緒しよに居られるだけで、胸の奥おくからワクワクした気持ちがわき上がるんだ。

「ユー。こいつらじゃダメなのか？」

「え？」

「大勢には聞いて貰えないかも知れないが、こいつらに聞かせてやって欲しい。それじゃダメなのか？　俺は、こいつらに自じ慢まんしたいんだ。ユーの歌声をさ」

『歌え　あたしとの特訓を無む駄だにするつもりか』

「……分かった。私──歌う」

「そうこなくちゃな」

「うん！」

　真しん剣けんな表情のユーは、こくりと頷うなずいた。俺が今まで聴きいた中で、一番元気な声だった。

　こうして、ユーのコンサートが始まった。

　その歌声は、雨風に負けない綺き麗れいな声。




　──銀色に染め上げられた

　一いつ匹ぴきのネズミが今日も逃にげ回る




　ユーが歌うとは思えないほどにポップでロックな曲調だ。

　やっぱり、良い声をしてるなー。俺は嵐あらしの中に居ることが気にならないほどにユーの歌声に聞き入っていた。




　ある日ネズミは足を止める

　初めてあったその日から

　彼女の運命は変わってしまった




　平松と三原はただユーを見上げ、リズムを取っていた。

　織戸と友紀は飛び跳はねるようにノリノリだ。

　アンダーソン君は──何故か泣いていた。雨で濡れていた訳じゃない。あれは、どう見ても涙なみだだ。そんなに感動する曲でもないだろう？




　運命はいつもネズミの中にある

　昨日より強く生きるためにある




　セラは腕うでを組んで、目を閉じたまま聞いていた。雑音の中から、ユーの声だけを聞き分けているのだろうか？




　だからネズミは夜の街で歌う

　暗くら闇やみも光に見える




　ハルナは──ハルナも、セラと同じく目を閉じていた。

　たかまる気持ちを抑えようとしているのか、ガントレットに包まれた手を胸に当てて。

　すると──雨が止んだ。ハルナは、ユーのために、このコンサートのために、必死に感情を殺し、無心になったのだろうか？




　だからネズミは夜の街で笑う

　全てが噓うそになる前に




　最後のサビの部分で、サラスの親衛隊もグラウンドへ駆かけだしてきた。

　雨が止み、ただの強風だけならばと、続いて生徒たちもグラウンドへ帰ってくる。

　サラスがやっていたコンサートの時と同じ数、いや──それ以上の人間がグラウンドへ集まっていた。どうやら、他の屋台からもやってきたのだろう。

　だが、来るのが遅おそすぎた。ユーの歌は、もう終わっていたのだ。

「アンコールっ！」

　言いだしたのは俺たちじゃなく、顔も知らない男子生徒だった。

「もう一回っ！　もう一回っ！」

　友紀はアンコールの言い方を間ま違ちがえていた。

　グラウンドに顔を見せていなかったサラスは、撤てつ去きよしたライトを再び持ち出していた。

　朝礼台に立つシフォンワンピースを着た少女に、左右からライトが当てられる。銀色の髪かみがキラキラと輝かがやいていた。

「歌っても──いいの？」

「ああ、もう一回だ。──この光景を、お前が望んでいたんだろ？」

「うん。──そう」

　もう一度最初から──今度こそ。ちゃんと、みんなに聞いてもらおうとしたが、風はどんどん強くなる。ユーの歌声を搔かき消けそうと躍やつ起きになっている。ハルナが止められたのは雨だけなのか、息も出来ないほどの向かい風。

「ライトっ！　絶対倒すなよ！」

　サラスの声が飛ぶ。吹き荒あれる風の中──今度は、誰だれもグラウンドから離はなれなかった。友紀やセラも朝礼台を支える。

　顔に掛かかった銀ぎん髪ぱつを払はらい、ユーはマイクスタンドをつかむ。

「私は、負けないっ！」

　歓かん声せいがどっと沸わき上がる。まるでユーがトップアイドルみたいだ。

　風の音や枯かれ葉はのこすれる音が荒あら々あらしく木こ霊だまする。夏の蟬せみよりも騒さわがしくなった秋の声。だが、ユーは決して負けていなかった。

　ハルナが起こした小さな不運なんかに負けるほど、ユーは弱くない。

　荒あらぶる風の中で、沸き起こる歓声の中で、一曲歌いきったユーは、

「みんな！　ありがとーっ！」

　目を閉じて、そう叫さけぶ。雨に濡ぬれた髪が閃ひらめいた。

「こらーっ！」怒ど鳴なり声が聞こえ、俺たちは校舎へと目を向ける。

　我らが担任『栗須猛』がジャージでやってきた。蜘く蛛もの子を散らすように、逃げ出す人々。三原や織戸たちはそそくさと逃げだし、セラとハルナは楽しそうに続く。俺はユーの手を取って、にやけた表情でそのあとを追った。

「お前ら、いい加減校舎へ入れっ！」

　そんな声が、コンサートの終わりを告げるのだった。







　靴くつ箱ばこの前で、ぎゅーっと水を絞しぼる。

　俺とアンダーソン君は上じよう半はん身しん裸はだかで座すわり込み、織戸はなぜか壁かべ沿ぞいにぐるぐる回っている。バターにでもなりたいのだろうか？

「織戸は何をしていると思う？」

　不思議な光景だったので、隣に居るアンダーソン君に問いかけてみる。

「全方位から、濡れた制服を眺ながめて居るんだろう。──気持ちはわかる」

「アンダーソン君も、普ふ通つうの男の子で良かったよ」

「相川……」

「ん？」

　アンダーソン君の端たん正せいな顔は、真剣なものだった。

　まるで、死を決意したときの戦士のような──見ていて清すが々すがしさすら覚える、真剣な眼まな差ざし。

「ユークリウッドに、君から言って欲ほしい」

　そのセリフに、俺は少し険悪な表情を浮うかべていただろう。

　なぜならば、彼は今、ユーの名をきちんと呼んだからだ。

　俺はまだ、ユークリウッド・ヘルサイズという名前をアンダーソン君には伝えていないはずだ。

　つまり──

「お前、ただの人間じゃなかったんだな」

「さっきと言ってることが違うな。まあ、そんなことはどうでもいい──」

　ああ、普通の男の子で居て欲しかった。こいつも、吸血忍にん者じやか何かだろう。

「くそったれ。どうして俺の周りには普通の人間が居ないんだ？」

「わからないのかい？　この地に、ユークリウッドが居るからだ。──まあ、そんなこともどうでもいい。とにもかくにも、ユークリウッドに言ってくれないか？」

「何を？　セリフによっては、お前を殴なぐるぞ？」

「……ハルナ先生に移動させた力を、戻もどせ──と」

　どくん。と俺の心臓が強く鼓こ動どうした。

　なんだよその言い方は。まるで──ユーが自分から進んで、ハルナへあの厄やつ介かいな能力を移動させたみたいな。

　そんな俺の考えを、表情から感じ取ってくれたのだろう。アンダーソン君は俺の方から視線を外し、ユーを見る。

「ユークリウッドは力を分け与あたえられる。あいつがその気になれば、自分の力を全て誰かに移行させることも出来るはず」

「はず──ねえ」

「幾いく度どか実験を行った結果だ。ほぼ確実と言って良いね。だけど──ユークリウッドは今まで一度もそれをしなかった。同じ苦しみを、誰かに負わせるなんて、出来なかったんだろう」

「ユーらしいな」

「でも、それをした。何な故ぜかは全く想像出来ないが、何万人が望み、譲ゆずらなかった行こう為いを彼女は行った」

「……」

　俺は、反論できなかった。

『私も歩と、笑いながら学園祭を楽しみたい──そう、願ってしまった』

　ユーはそんなことを言っていた。神のような力を持つ自分が神に祈いのるほど、この学園祭を楽しみにしていた。

　そのために、ユーはハルナへ能力を移した……のか？

「あの迷めい惑わくな能力は、ユークリウッドにしか扱あつかいきれない。このまま放って置けば、さらにヤバイことにもなるだろう。──いや、すでになっているかも知れない」

「この台風のことか？」

「それがこの台風のことだったら、どれだけ良いか。俺はね、相川。この生活を気に入ってるんだ。魔装少女がもし侵しん攻こうを再開して、この世界を滅ほろぼそうとしたら、全力でそれを阻そ止しする」

「基本的には専守防衛なんだな」

「ああ。この世界の守護者も冥めい界かい人も、守る事が仕事だからな。──でも、これはそれ以前の問題だ。ユークリウッドの能力で滅ぶのは守りようがない。──運命なんだから」

「……力を戻せと言えば、元に戻るのか？」

「ああ、出来るはずだ。今までそれをしなかったのは──よっぽど歌を歌いたかったんだろう。だからこそ、今──お前に頼たのんでいるんだ。冥界人だという正体まで明かしてね」

　……冥界人だったのかよ！　アンダーソン君が、ユーと同じ世界の人間。

「わかった」

「わかってくれたか」

「理解は出来たが──俺には言えない」

「……なぜ？」

「言わなきゃいけないのは、わかってる。ハルナをこのままにしておきたくも、ない。でもな？　──本当にユーがそんな事を出来るなら──それを今しないのなら、俺には何も言えない」

「遅おくれれば遅れるほど、被ひ害がいは広がるぞ？」

「そんときは……俺がなんとかしてやるさ」

「そう──だな。頼たよりにしてる。是ぜ非ひ我わがバスケ部へ！」

「うるせー」

　アンダーソン君は立ち上がり、ズボンに付いた埃ほこりを払う。

「あー、待ってくれアンダーソン君。最後に一つだけ」

「どうした？」

「ユーが自ら、ハルナへ能力を移行させたってのは、ありえない」

「ありえない？」

「ユーはこの世で一番優やさしい女の子で、ハルナはこの世で一番アホな女の子だからな」

　俺は自分でも恥はずかしいほどの自信たっぷりな顔をしていただろう。

「なるほどなぁ」

　と、感心したようにアンダーソン君は呟つぶやいた。







　学園祭終しゆう了りよう間ま際ぎわに突とつ然ぜん訪おとずれた嵐あらし。実質それは、学園祭終了を意味していた。

　することも無くなった生徒たちは自分のクラスへと帰り、片付けに入ろうとしている。

　人もまばらになってきたころ、当然指揮を執とろうと躍起になっていたハルナが、急にヒザから崩くずれ落ちるように倒たおれてしまった。

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はしゃぎすぎたのですか？」

　心配して駆け寄る。そこらにいたセラや友紀たちもやってきて、ハルナを取り囲んだ。

「どうやら──限界だな」

　アンダーソン君が深刻な顔をしている。

「なにが？」

「ユークリウッドの魔ま力りよく全すべてを受け止められる人間なんか、この世にもあの世にも、一人しかいないと言うことだ。腹はら一いつ杯ぱいなのにずっとステーキ肉を強制的に食べさせられたら、倒れもする」

　そんな解説を聞いていた俺は、どうすればいいのか悩なやんでいた。

　ユーに力を戻せと言えば、ユーはやってくれるだろう。だけど──

「ユークリウッド・ヘルサイズ……さん」

　友紀が、頭を下げた。

「お願いします！　師し匠しようを元に戻してあげて下さい！　出来るんですよね？」

　友紀にとって、ハルナという存在は、ただの師匠ではなかったようだ。

「そのような事が、可能なのですか？」

　セラは驚きよう愕がくの面おも持もちでユーを見る。

　友紀、お前──俺とアンダーソン君の会話を聞いてたのか？

「……出来る」

　その声は、申し訳ないという気持ちで一いつ杯ぱいだった。

　セラはきっ、と目を細め、声を強める。ユーを睨にらみ付けたのは、初めてかもな。

「苦しんでいるハルナを救えるのに──それをしなかったと言うのですか？」

　そう、つまりは……そう言うことなのだ。

　ハルナの魔力吸引機が原因で、能力が移行してしまった。ユーが自分からハルナへ能力を受け渡した訳では無い。

　そうだとしても──ユーはそれを元には戻さなかった。

　今日一日、学園祭を楽しむために。

「セラ」俺はヒートアップしそうなセラの肩かたをつかむ。

「わかってますよ。気持ち悪い手で触さわらないで下さい」

　払はらい落とすように、俺の手を触る。セラの手は、寒さのせいか、少し震ふるえていた。

「今日だけは──一日だけ、どうしても歩と楽しみたかった」

　それは、セラと俺には痛いほどよくわかっていた。ユーはきっと、そういうだろうと知っていた。だから、セラも俺も、これ以上驚おどろいたり怒おこったりはしなかった。

「とにかく、師匠から能力を奪うばい取ってくれよっ！　お願いします！」

「大丈夫……そうするつもりだったから」

　ユーは目を閉じる。

「歩、言える内に、ずっと言っておきたかったことを──言っておく」

「ああ、なんだ？」

　ユーは友紀やセラの顔色を窺うかがい、背せ伸のびをして俺の耳元へ口を寄せる。




「──ありがとう。いつも支えてくれて、本当に──ありがとう」




　ユーはそう言って、照れくさそうに──笑った。それは、今まで見た中でも一番可か愛わいらしい笑顔だった。今すぐ抱だきしめてオーストラリアの観光地で愛を叫さけびたくなるほどの、最高の笑顔だ。──その笑顔を次に見るのは、いつになるのだろう？

　もしかしたら、二度と見れないのだろうか？　そう考えるだけで、俺は──

「じゃあ、ハルナ。ここへ来て──」

　生まれたての子こ鹿じかのように手足を震わせて立ち上がったハルナは、熱心にメモへ文字を書く。

　その一枚目。それは、とても大きな字だった。

『はあっ？』

　めくって二枚目。これもまた、大きな字だった。

『ふざけんなっ！』

　そして三枚目。

『この魔力はあたしのなんだから　絶対やらない』

　状じよう況きようを理解しろこのアホ娘むすめがーっ！

　俺はハルナを後ろから抱きしめ、強引にユーのところへ連れてくる。

「さあ、やってくれ」

　ユーはこくりと一つ頷うなずき、ハルナのガントレットに包まれた手を取った。

　そして、慣れた手つきでガントレットを外し、自分が装着すると、次は額をハルナの額に当てる。唇くちびるが触ふれあいそうな距きよ離りに、ハルナは顔を赤く染める。──だから感情を動かすな。天てん真しん爛らん漫まん過ぎるんだよ、お前は。

　そして──青い光が広がった。ドライアイスのように、ハルナから青い煙けむりが吹ふき出す。それが魔力の煙であると理解したのは、この場にいる少数だけだろう。

　ふわりと閃ひらめく銀色の髪かみ。

　ハルナの周りに漂ただよう魔力の煙が、ユーに吸い取られていく。ところどころに光るルビー色の光は、ハルナが本来持っていた、魔装少女の魔力。

　その作業は、ほんの数十秒ほどで終わった。

「これで──師匠はもうだいじょ──」

　友紀の元気な言葉は、そこで切れた。

　いつも気にしているお腹、に包丁が刺ささっていた。前のめりになって、短く弾はじくように息をする苦しそうな友紀。

　そして、右の薬指にはめられていた指輪を、奪い取る。

　そんなむかつく行動に出たのは──栗須猛。うちの担任教師だった。

「おい、あんた何をやって──」

　俺はそのとき、担任の首からあの魔力吸引機が提さげられていることに気づいた。

　ユーとハルナから流れる青い煙が、担任の方へと向かう。

　その途と中ちゆうで、ルビー色の光が見えた。──青い煙の中にある、ルビー色の光。

　ハルナの魔装少女としての魔力のみが、おっさんへと流れていく。

　そのルビー色の光を集めた栗須は、含ふくみ笑いを浮うかべる。

「ふふふふふふふ」

　その不気味な笑い声は、すでにおっさんではなかった。

　見る見るうちに、背が縮んでいき、服装が変化する。

　何が──起こってるんだ？

「えへへへ～。やっと戻もどったぁ！　わーいわーいっ！」

　そこには白ゴスロリの小動物のような女の子が居た。

　あの──酒飲み少女だ。なるほど、つまり、栗須と名乗った少女は栗須の娘とかではなく、ただ『栗須猛』本人だった訳か。

「あっ！　あんたはっ！」

　ハルナが声を上げる。声を出してしまったと急いで口に手を当てるが、頭痛は襲おそっていないようだ。

　どうやら、能力の移行は済んだらしい。ユーは顔を真っ赤にさせて、崩れ落ちる。

　俺は咄とつ嗟さにハルナから手を離はなし、ユーを抱かかえた。

　顔に手を触れてみる。

　熱い──すごい熱だ。朝のハルナみたいに、高熱に苛さいなまれているのだろう。

　それでもユーは、静かな表情だった。

「ハルナ、知ってるのか？」

「知らない訳ないだろっ！　バカかっ！」

　随ずい分ぶん久しぶりに感じる、ハルナの元気な叫び。

「教えて貰もらえれば助かる」

「あいつは──あー、いや……あの人は……うん。──クリス。最強の魔装少女って言われてたクリス先生。大先生の先生だっ！」

　ハルナが名前を覚えているほどの人物か。大先生の名前すら覚えていないのに。

　うちの担任教師、通つう称しよう『無個性』と呼ばれていたおっさんの真の姿は、魔装少女だったようだ。『最強』ねえ。どうもいきなりすぎて違い和わ感かんしかないが。

「ハルナ、友紀を止血してやってくれ。俺は……こいつと話があるんだ」

　俺はユーを抱えたまま、ハルナは寝ねそべる友紀の腹に刺さった包丁を処理する。

「えへへ～、やっぱり個性って良いよね！　──相川」

　いきなり名前を呼ばれて、俺は返事どころか声もでなかった。

　昭和のテレビの映像が乱れるように、白ゴスロリの格好をした小動物のような女の子の姿がブレると、次の瞬しゆん間かん、刺された場所を押さえて咳せき込む友紀の目の前に居た。

「ごめんね。おっさんのくりすだと、ああでもしないと吉田に絶対勝てないんだもん」

　そのしゃべり方一つ取っても、『無個性』とは言えなかった。

「え──えっと、その」友紀は困こん惑わくしていた。いや、誰だれもが困惑していただろう。

　突然、冴さえないおっさんが可愛い小動物のような女の子になったら、誰だって困惑する。

　担任──いや、『魔装少女』クリスは右手を前に出した。五指を開き、自信に満ちあふれた表情で、何かを高速で呟く。

　すると──その場に居た人間が、一いつ斉せいに倒れた。

　俺とハルナ、ユー以外の人間、セラやサラス、友紀やアンダーソン君を含めた、その全てが。

「そんな！　魔装錬れん器きもなしに広こう範はん囲い記き憶おく操作をやるなんて！」

　ハルナのセリフで、今何をされたのかが理解出来た。魔装少女の力を持つ者以外全ての記憶を消す、魔装少女の力だ。

「あれあれ～？　相川すごーい。男なのに、魔装少女なんだぁ」

「あんたこそ、おっさんなのか女の子なのか、どっちなんだ？」

　また体がブレ、俺のところへ瞬しゆん時じに移動した小動物のような女の子。

「えっへん。この姿こそが、くりすの真の姿だもんね」

「この学園祭で、何回か会ったよな。あのとき、すでに真の姿だったのは何な故ぜだ？」

「くりす、お酒で酔よってると、元の姿に戻る体質なの」

「それで、ずっと酒を飲んでいたのか。……聞かせてくれないか？　どうしてあんなおっさんの姿で、どうして俺のクラスの担任なんかやってたのか」

「聞いてくれるの？　くりすの話。──あれはねえ、百年ほど前だったかなー。くりすはヴィリエの王権を手に入れようと、女王に戦いを挑いどんだの」

　百年前──以前、ハルナに聞いたことがある。

「ヴィリエでクーデターを起こしたって奴やつか？」

「そそ。ヴィリエの歴史を学んでるの？　くりすの授業、寝てばっかだったのにぃ」

「いや、詳くわしくはない」

「今となっては何でも良いけどねぇ。くりすはねぇ、相手が女王でも、圧勝できる自信を持ってたんだよ？　でも、結果は惨ざん敗ぱい。個性と力を奪われる呪のろいを掛かけられ、世界を追われちゃったの」

　元々は魔装少女。──そうか、だから、俺が記憶を操作したはずの動物化事件を覚えていた。記憶操作は、魔装少女には効かないからな。

「だからねぇ。くりすはずーっと待ったの。寿じゆ命みようのない魔装少女にとって、年老いた疲つかれが取れない体で誰に注目されるでもなく……それはそれは地じ獄ごくのようだったけど、それでも、くりすはずっと、諦あきらめずに待ち続けたの。この場所を選んだのは、強い魔装少女に会えると思ったからだよ？　ここはねぇ、メガロのレベルが高い場所なんだもん」

　メガロのレベルが高い？　アンダーソン君は、妙みような奴が集まるのは、この場所にユーが居るからだと言っていた。

　ユーは、いつから東京に居るのだろうか？　夜の王がこの地に居たのは、ユーが居たからだろう。吸血忍にん者じやが多く集まるのも、ユーを狙ねらっているからだと思う。変な魔装少女が来る理由がメガロのレベルが高いからだとして、その元を辿たどれば──ユーが居るから？

　だとすれば──今度はメガロ……冥めい界かい側の話を聞いてみたいね。

「強い魔装少女から、魔ま力りよく吸引機で魔力を奪うばうつもりだったのか？」

「そそ。そして──ハルナに出会ったんだぁ」

「まさか──あんたが裏切り者だったなんて！　悪あく魔ま男だん爵しやくだったなんて！」

　ハルナは一いつ触しよく即そく発はつなアホ毛をしていた。

「悪魔男爵？　くりすが？　違ちがうよ？　違うよ～」

　いつでも運動できるように小さな身か体らだを伸のばし、楽しそうに言葉を続ける。

　悪魔男爵と知り合いなのか。──悪魔男爵ってたしか、大先生の友人で、クーデターの首しゆ謀ぼう者しやだったっけ。

「ハルナはとっても優ゆう秀しゆうだね。今まで見てきた魔装少女の中でも随ずい一いちだと思うなぁ。魔力を吸引するような代しろ物ものを簡単に作っちゃったし」

　そうか。備品やら何やらを借りてあの魔力吸引機を作ったと、ハルナは言っていた。

　それをするためには、生徒ではなく、教師の助けが必要。ハルナが言っていたこの世界での協力者ってのが、ウチの担任だった訳か。

「この魔力吸引機さえあれば、くりすも魔装少女の力を取り戻せると、思ってたんだけど──でもね、一つだけ問題があったの」

「ユーの能力のような、いらないモノまで吸引してしまった」

「すっごーい！　──なかなか勘かんが鋭するどいんだねぇ」

「あいにく、こういう電波は受信しやすい体質でね」

「また諦めかけて、ヤケ酒に走っていた訳なんだけど──」

　ずっと酒を飲んでいたのは、そういう事だったのか。

　くそ、あのグータラな教師生活を、『小動物のような女の子がやっている』と思えば、どれだけ可愛く見えただろうか。おっさんの姿だったから働けとかウザイとか思っていたが──あれが全て小動物のような女の子の苦く悩のうだとすれば──話は別だ。まんまとやられた！　全部可愛いじゃねえかっ！

「──プールの傍そばで、面おも白しろい光景を目もく撃げきしちゃったんだぁ」

「プールの──」

　まさか、友紀がタライに襲われていた時の話か？

「思ってる通りだよ。アリエルの魔装兵器が吉田の中にあるなんて、思ってもみなかったよ。……そして、この指輪のことを知ったの。これは、魔力を調整・制御するアイテムでしょ。この二つのアイテムが揃そろえば、昔の力が戻るんじゃないかと思ったの。くりすは早速、ハルナにとって必要のなくなった魔力吸引機を譲ってもらって、あとは吉田の隙を窺っていたの。そして──結果がこの通り」

　スカートをつまみ、軽快なステップでくるりと一回転する。

「おめでとう──と言っておけばいいか？　お前の目的はなんだ？」

「復ふく讐しゆう──かな。この百年の恨うらみはまだ消えてないんだもん」

　つまり、呪いを掛けたヴィリエの女王を打破すると？　大先生と同じ目的なら、応おう援えんするべきかもな。

　ただ──

「ハルナの魔力は、返して貰えるか？」

「やーだー。今返しちゃったら、くりすまた、おっさんになっちゃうんだもん」

「はあ？　ふざけんな！　返せよなっ！」

「力で奪うの？」

　にっと笑みを浮かべる。

　好き放題やられて黙だまってるのも癪しやくに障る。

　それ以前に、こいつはしてはいけないことを一つした。




　おっさんの状態で、友紀に危害を及およぼしたんだ。




　小動物のような女の子がするいたずらくらいなら許せることもあるだろう──だが、あのときこいつはおっさんだった。

　おっさんの馬ば鹿かげた行動を許せるほど、俺は寛かん大だいじゃあない！

「ハルナ、最強の魔装少女って言っても、しょせん『元』最強なんだよな？」

「そうだ。今は大先生が最強だっ！」

「やっちまうか？」

「うん！　やっちまえアユム！」

　ハルナの笑顔が、随分久しぶりに感じた。

　栗須……いや、クリスの方へ顔を戻もどした瞬間──

　俺は、後頭部を壁かべに叩たたきつけられていた。ついでに、手足を引きちぎられ、心臓を潰つぶされる。

「ちょっと待てよ！　何にも言わずにそんな……」

「ねえね、最強で居続けるためには、何が必要だと思う？」

　楽しげな表情。元気で無む邪じや気きな表情ではない、狂きよう気きに満ちた表情だ。

「出だし惜おしみをしないことだよ。ごめんね。逆らったのが悪いの。──このまま、存在を消させて貰うね？」

「存在を──消す？　出来るのかそんなことを」

　そんなことが出来たのなら、夜の王だって苦労はしないはずだ。

「言い方が悪かったね。時間すらない真っ暗な空間に放り込んじゃっていい？　ってこと」

　あ、なるほど。って！　それは困る！

　……一日も保もたずに、死にたくなっちまうだろうね。

　そのとき、ずっと無表情で何も言わないまま棒立ちになっていたユーが、土下座した。「許して」その言葉は、ユーの口から発せられていた。

　その言葉を聞いた俺は──まあ、ハルナの魔力を返して貰もらわなくても良いかな。なんて思い、ハルナも──

「もう好きにしろよな」

　なんてぼそりと呟つぶやいた。クリスはブルブルと全身を震ふるわせる。

「うわ。すっごい言こと霊だまだぁ。──今回は許してあげるね。でも──」

　にこにことした表情でそこまで言った後──俺の首を引っこ抜いて──

「次はないと思っていてね？」

　ぞくり。毛穴が全て開くような悪お寒かんを感じる声だった。

　まあ、頭だけの状態になってるんだけど。

　ぽいっと俺の首を投げ捨て、んーっと伸びをする。

「とりあえず──リハビリが必要かな。……この辺りで一番強い奴を殺そっと」

　などと、犯行予告をして、ざざっとブレたあと、姿を消した。

　──クリスの復讐から、また新たな波乱が起きようとしているのは、目に見えて分かっていた。もしかしたら、世界を揺ゆるがす大事件が起きるのかもしれないし、そんなこと俺にはどうだっていい。

　でも──あいつは奪ってしまった。この俺の──大切な奴の、大切なモノを……

　ハルナの魔力を取り戻さないと、またあいつが落ち込むだろう。

　泣き顔はもう、見たくないんだ。







　ある程度片付けが終わったあと、俺たちは帰宅した。片付けが嫌きらいなハルナや、見たいバラエティ番組のあるユーたちは先に帰ってしまい、一人寂さびしく帰宅だ。

　月は満月。太陽とは違い、月の光はお友達。月明かりの下だと、ゾンビ力を完全に使うことが出来る。

　台風は目に入ったのか、それとももう消えてしまったのか、すっかり雨は止やみ、強めの風が吹ふく程度だっだ。

　俺は月を見上げながら校門を出たところで織戸と別れた。

　四車線の道路沿いに、広々とした歩道を歩いていく。

　道路に車は走っておらず、人通りもほとんどない。学園祭の片付けが、まだ終わってないのだろう。急に失しつ踪そうした担任教師の代わりでやってきた国語教師が、俺と織戸を先に帰してくれた。それは──優等生の平松が、

「……相川くんと織戸くんは……すごい頑がん張ばってたから」

　と発言してくれたおかげだった。俺は手伝う気が無かった訳では無いが、やけに疲れていたのもあり、お言葉に甘あまえることにした。

　少し、墓地に寄ってから帰ろうかな。学園祭は楽しかったが、色んなことがあったからな。先にコンビニへいってから──

「変態──殿どの」誰だれもいないはずの路地で、綺き麗れいな声を掛けられた。

　聞いたことがある、いや、何度も聞いている声。

「なんだ？　……セラ」

　返事をしながら、振り返る。そこには、ポニーテールの美女が一人。

　ニットのタートルネックに、カーディガン。下はトイレの花子さんが着ている赤いスカートではなく、ジーンズだ。

「私は──今回の件で、ヘルサイズ殿が分からなくなってきました」

　腕うでを組んで、柔やわらかな胸を乗せたセラは、困こん惑わくした表情を浮うかべていた。

「俺は、ユーのことがよくわかってるぞ」

「彼女は世界で一番優やさしい。そのはずでしたし、私も彼女に触ふれ、そう思いました。ですが──ハルナが苦しんでいるのを見て、何も手を打たなかったのです。いえ、そうすることで、自分がまた苦しむというのならば、しないことが正しいとは思うのですが──」

「ユーらしくないと」

「ええ。私の知る限り、ヘルサイズ殿は自己犠ぎ牲せいの塊かたまりのような方でしたから」

「で、お前はユーを嫌いになったのか？」

　なんて聞いてみたら、目つぶしをされた。

「誰もそんなことを言っていないでしょう？」

「ユーが自分を犠牲にしなかったことが、許せないか？　俺はそうは思わない。多分、あいつもワガママが言いたかったんだ。今日一日……いや、学園祭の間だけのワガママ。セラ、俺はな。ユーに感情を取り戻して欲しいと思っている。以前までのユーなら、そんなことは無理だったろう。でも、今のユーなら、自分のしたいことがある今のユーなら、いつかそんな日も来ると思うんだ。だから──」

　そこでまた──長い人差し指が唇くちびるに当てられた。

「わかりました。あなたの意見には、全面的に同意します。つまり、こう言いたいのでしょう？　ヘルサイズ殿やハルナのやりたいことの尻しりぬぐいは、自分がする──と」

「そうだ。さすがだな」

「それ、私も加えて貰えますか？」

「もちろんだ。お前がやりたいことがあったときは──」

「そっちではありませんよ。あなたと共に、尻ぬぐいをする方です」

　そうだな。セラはそっちの方が似合いそうだ。むしろ、誰かのために働くことが、こいつのやりたいことなのだろう。

「わかった。これからも頼たのむ」

「ええ。変態さん」

「呼び名を戻せよっ！」

　俺とセラは大きく笑い合った。こうやってセラと大笑いするのは、珍めずらしい現象だ。

　そこへ──

「貴様ら、相変わらず仲が良いではないか。──少し、妬やけるぞ」

　セーラー服姿のサラスが、カバンを片手にやってきた。

　笑っていたセラも、すぐに凛りんとした表情へ変わる。

「お前、家がこっちなのか？」

「なんだ？　私がコンビニへ行っては問題でもあるというのか？」

　今すぐ斬きりかかってきそうな鋭するどい眼まな差ざし。

「そうかい。悪かったよ」

「まあ、良い。──貴様に、言っておきたいこともあったからな」

「俺に？」

「では、私はこれで……」

　セラは居い心ごこ地ちが悪いと感じたのか、軽く会え釈しやくをしてから歩き出す。

「貴様がメイル・シュトロームの夫であることは知っている。だから私は──今からお前の唇を奪うばう。私の夫になりたくないのならば、死守しろ」

　その言葉に、ポニーテールを乱してセラが振り返る。その表情は、驚きよう愕がくに満ちていた。

「サラス、あなた自分が何を言っているのか、わかっているのですかっ！」

「ああ、当然だ……セラフィム。私を誰だと思っている？」

「待て待て待て待て！　どういうことだ！」

「つまり──私は、貴様を愛しているということだ」

　………………は？

「なに、悪いようにはせんさ」

　近づいてくる唇。俺は、体が硬こう直ちよくしてしまっていた。

　目の前にある柔らかそうな唇を見ているだけで、胸がどきどきと早はや鐘がねを打っている。

「サラスっ！」セラがサラスの肩かたをぐいっと引いた。

「邪じや魔ま立だてするつもりか？」

「サラス、あなたがこの男のどこに惹ひかれたというのです？」

「そうだ。お前が俺を好きになる理由がない」

「──貴様。あなたの尻の形が堪らなく好きだというセリフを、この私に言わせたいのか？　……変態だな」

「そんな理由かよっ！」

「人が人を好きになる理由など、ちっぽけなものだよ」

「あなたがこれほどバカだとは思いませんでした」

「別に、セラフィムには関係のない問題だろう？　さては貴様──」

　サラスはそこで、言葉を切った。

　そして、カバンから水の入ったペットボトルを取り出し、カバンを投げ捨てる。

　黒いマントが現れて、瞳ひとみは赤く染まっていた。

　まさか、ここで──セラとやり合うつもりなのか？　そんな俺の予想は、外れていた。

「セラフィムっ！」

　サラスの声が飛ぶ。それがセラに届くよりも早く、セラは横に飛び込んでいた。

　──風が、吹いた。……また風か。今日は風にばかり悩なやまされる。

　それは、アスファルトを抉えぐり、ガードレールの柵さくをへし折り、こちらへ向かっていた。

　俺は、俺だけが──動けなかった。

「うつけがっ！」

　サラスの声が、俺に向かって飛ぶ。それが届く前に──俺は空気に押しつぶされていた。

　メキメキと音を立てて全身の骨が砕くだかれていく。内臓が破は壊かいされ、血ち反へ吐どを吐はいた。

「すっごーい。──二人も避よけちゃった」

　パチパチと拍はく手しゆをしながら現れたそいつは──今、攻こう撃げきを仕し掛かけてきたそいつは──

　白ゴスロリの格好をした、小動物のような女の子だった。

　──クリス。さっき姿を消したばかりの、最強の魔装少女。──どうして、ここに？

「貴様はっ！　まさか──本当にこの地に居るとは……」

　驚きよう嘆たんするサラスの言葉に、俺は眉まゆをしかめた。

「サラス……奴やつを知ってるのか？」

　俺は絞しぼり出すような声で聞いた。

「前に話しただろう？　私は以前、挑いどんだことがあるのだ。こいつが──伝説の鬼おにだ」

　こいつが？　伝説の鬼？　──って、セラが倒たおすべき試練の相手って、こいつなのか？

　最強とまで言われた魔装少女を、倒すのが、セラの試練なのかよ！

　サラスの刺さすような視線を受けて、クリスは笑う。

「くりすは覚えてないなー。遊んだことあったっけ？　まあいいや……遊ぼっ！　この辺りで一番強いんでしょ？　──星川輝羅々さん」

　学校で使っている名前で呼ばれ、サラスはぴくりと眉を動かす。

　そう言えば確かに、リハビリ感覚でこの辺りで一番強い奴を殺す。クリスはそう言いながら去っていった。それが──サラスだったのか。

「動けるか？」呟つぶやく声に、俺は何も答えない。声が出せないほどのダメージを受けていたからだ。サラスはクリスから目をそらさないままに、一つ舌打ちをする。

「サラス……」

「セラフィム……こいつをどこかへやってくれないか？　目障りだ」

　さっき愛してるとか言ってた美女に、俺は目障りだと言われていた。

「触さわりたくもないですよ。そんな気持ちの悪いもの。それに、これは私の試練です」

　セラは黒いマントを羽織り、ヒスイ色の目を深しん紅くへ変える。すると、辺りに若葉が舞まった。秋が深まっても、夏のように青々とした木の葉を、セラは一枚手に取り、剣けんに変える。

「相変わらず、命令違い反はんばかり。昔の貴様からは想像も出来んな」

　サラスはペットボトルの口をアスファルトに向ける。ドバドバと流れ出た水は、サラスの手の中で水の剣と化した。

「いきます」

　まず動いたのは──セラだった。ゾンビの目には見えない速度で、側面に回る。

「秘剣、燕つばめ返しっ！」

　よし、クリスは目で追えていない。魔装少女に変身していない上に、魔装錬れん器きもない魔装少女なんか、ただの女の子と同じはずだ。ハルナはプロレスラーぐらいの身体能力だから、それと同じぐらいなら──

　がっ──セラの燕返しは、浅く斬りかかり、返す刃やいばで仕留める技わざだ。その浅く斬りかかったところで、剣は止まっていた。

「スピードは八○点で、それ以外は四○点ぐらいかな。──んー、弱いなあ」

　クリスはセラの肩に手を触れる。次の瞬しゆん間かん──セラの腕はもぎ取られた。

　絶ぜつ叫きようが、響ひびき渡わたる。──目を見開いたセラに、クリスは容よう赦しやなく掌てのひらをかざす。

　さっきの風が巻き起こるより速く、水の手しゆ裏り剣けんが弾だん丸がんのようにクリスの腕を弾はじいた。

　セラの居る場所のすぐ横に、クレーターが出来る。まるで、ビルの屋上から巨きよ大だいな鉄球を落としたようだ。

　腕を取ったセラは肩に付けながら、その場を離はなれる。吸血忍にん者じやも、取れた腕をくっつけることが出来るようだ。さすがはアンデッド。

「わおっ！　すっごーい……今の攻撃、くりすにも見えなかったよ。さっすがー」

　ダメージは、ないらしい。楽しそうな表情のまま、一歩こちらへ進む。

「セラフィムっ！」

「ええっ！　わかってますよ！」

　セラは立ち上がり、目を閉じる。サラスは引き離すつもりなのか、ガードレールを飛び越こえて、反対車線へと走った。

「我らが剣の極意は、秘めたる剣にあらずっ！」

　サラスの攻撃的な声が響く。

「木の葉の如ごとく舞い飛ぶ剣──即すなわち」

　セラの静かな声が聞こえる。そして──

「「飛ひ剣けん、百ひやつ鬼き漸ぜん殺さつっ！」」

　その二つの声が、重なった。クリスを覆おおう、無数の木の葉と水すい滴てき。百どころではない。何千という数の剣が、今正に襲おそいかかろうとしていた。

　それを目にしたクリスは、微ほほ笑えむと手をかざした。小さな身か体らだの少女に、今──一いつ斉せいに襲いかかる無数の剣。

　風が巻き起こり、数百の剣が地面や壁かべに叩たたきつけられる。だが、それだけでは防げない。

　この全方位攻撃は──防げない。大先生が一度防いだことがあるが、それはセラが一人で行ったモノだ。セラの木の葉は、何千と表現した内の、三分の一にも満たない量だ。サラスのやる百鬼漸殺は、量が違ちがいすぎる。

　クリスの左手に、剣が刺さっていく。軽いステップを踏ふみ、風を起こして防ぎながら、それで避けられない分は、全すべて左ひだり腕うでに刺さっていく。

　こいつ──避けられないとわかったから、左腕を捨てやがった。

　怒ど濤とうの勢いで押し寄せる水と木の葉が勢いを無くした頃ころ、剣けん山ざんのように左腕に突つき刺さった剣を、まるで埃ほこりを払はらうように右手で撫なで落とす。

　その左手は──まるでダメージを受けていなかった。

　どういう仕組みだよっ！　強すぎるだろっ！

「今のは良い運動になったよー。もう一回お願いしてもいいかな？」

「バケモノめ」苦々しく、サラスは奥おく歯ばを嚙かみしめる。

　よし、大分体が回復してきた。

　セラは──まだまだ掛かかりそうか。なるほど、ゾンビのようにすぐくっつくという訳ではないんだな。

「歩……」小さな声で、セラが呼ぶ。

「どうした」

「血が──足りません。このままでは、私は……死にます」

　胸の中が、ざわめいた。──マジかよ。

「腕、くっつくんじゃないのか？」

「そこまでの血液が、ないのです。百鬼漸殺に、ほぼ全ての血液を使いました」

「吸血忍者の攻撃は、血を消しよう耗もうするのか」

「ええ。サラスも、あれだけの量を能力化させたのです。──そう長くは戦えないでしょう」

「絶体絶命……か。……血があればいいんだろ？　飲めよ。俺のを」

「夫ふう婦ふ以外、異性の血を貰もらうのは……」

　吸血忍者の掟おきてに反するってか。俺は聞きき飽あきたその言葉に、一つ溜ため息いきを吐ついて。

「家族だろ。俺たちは」

「しかし、唇くちびるを重ねるという行こう為いは」

「キスは無しでいいから」

「薬無しでの吸血は……激げき烈れつに痛いですよ？」

　なるほど、吸血の前にいつもキスをするのは、痛み止めの薬を注入していたのか。

「むしろ、痛くして欲ほしいぐらいだね。──俺は変態なもので」

　セラは目を閉じて、俺の首筋にかぶりついた。

　全身の力が抜ぬけていく──なんとも、心ここ地ちが良いな。是ぜ非ひこれからも吸って頂きたいもんだ。

　サラスは、水の剣で攻撃を仕掛けていた。

　どれだけ斬きっても、無傷。いや、切った瞬間、その傷が消えている。

　俺よりゾンビだよ。あのクソ教師は。

　クリスの攻撃を独特のステップで避け続けていたサラスは、ぽんと後ろに跳とぶ。少し高めのバックステップ。──その瞬間を、クリスは見み逃のがさなかった。

　足が地に着くよりも速く、その小さな手でサラスの顔面をつかむと、地面に後頭部を叩きつけた。

　そして、マッチを擦こするかのように、引きずりながら、高速移動。

　ガガガガガガ……サラスの体は水平になり、新体操のリボン競技のようにゆらゆらと揺ゆれている。

「あははははははっ！」

　無む邪じや気きな笑い声と、工事現場のような岩を砕く音が鳴り響き、四車線の道路の内の一車線が真っ赤に染まっていく。

　小さな手をつかむサラス。水の剣が体を突くが、通用しない。

　そしてアスファルトに押しつけたあと、あの風が、また巨大なクレーターを形成した。中心に、サラスを残して。

「──セラ、いけるか？」

「腕を治すのが、限界ですね。もう少し──」

　サラスはクリスを蹴けり飛ばし、水の剣を構える。セーラー服は、血にまみれていた。

　今すぐ駆かけつけたい俺に、サラスは叫さけぶ。

「貴様らは逃にげろ──」

「サラス……」

「貴様らは、死んでも守る。──後生だ。逃げてくれ」
















　こいつには、勝てない。ならば──自分だけ。その気持ちは、俺にもよく分かる。

「いや、俺が引き受ける。サラスとセラで逃げて──」

「阿あ呆ほうが──格好くらい、つけさせろ。──殺すぞ？」

　わかってる。俺とクリスでは、一秒の時間も稼かせげない。それに、クリスの狙ねらいは、サラス一人だ。サラスを倒したあとに気が変わって俺たちを殺すことが、あるかもしれない。

「二十秒だ。二十秒時間を稼いでくれ。少しだけ──任せたぞ、サラス」

　俺は、血だらけになったサラスに背を向けて──セラを抱かかえて、一目散に逃げ出した。

「そうだ。良い判断だぞ。──相川歩よ」

　ゾンビの脚きやく力りよくをフル活動させて家へと戻もどる。

「歩、サラスを放って逃げるなんて、最低ですっ！」

　セラの怒ど声せいを気にしている暇ひまはない。

　学校から歩いて五分の距きよ離りに、俺の家はある。その距離を──俺は十五秒で走った。まあ、帰宅途と中ちゆうだったから、実際の距離はもっと短いが。

　玄げん関かんの戸を開けて、セラから手を離す。そして──傘かさと同じように立てかけてあるチェーンソウに手を伸のばした。

「あなた──まさか」

　セラは俺が何をしようとしているのかを瞬しゆん時じに理解したようだ。

　俺はその場で呪じゆ文もんを唱える。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　学校の制服が弾はじけ飛び、可か愛わいらしいピンクのコスプレ衣い装しようが身を包む。今日ほど魔装少女に変身したいと思った日はない。

　そして、きびすを返して、玄関を出る。空を飛んで、サラスのところへと戻った。魔装少女に変身した俺は、行きの数倍早く現場に戻ることが出来た。二十秒は少し過ぎてしまったな。

　そこには──サラスは居なかった。

「ありがとう！　くりすに魔装錬器を持ってきてくれたんだね？」

　大笑いするクリスの両手は、赤く染まっていた。

「サラスは──星川輝羅々はどうしたんだ？」

　俺は唸うなるような声で問いただす。答えは──聞かなくても分かっていた。

「消えちゃった。跡あと形かたもなく、木こっ端ぱミジンコ」

　だから、そのセリフを耳にするより早く、俺はチェーンソウを振ふりかぶっていた。俺の怒いかりを物語るように、チェーンソウは甲かん高だかい音を立てる。

　チェーンソウがクリスのゴスロリ衣装を削けずる。しかし──傷一つ付かない。

　クリスの手が俺の腹に触ふれた。咄とつ嗟さに身を捻ひねるが脇わき腹ばらの肉を持って行かれた。

「すごーいっ！　くりす間ま違ちがってたよ。この辺りで一番強いのは、相川だったんだねぇ」

「そりゃどうも──」

　クリスの手を取って、握にぎりつぶしてやろうと思ったが──

　手に触れた瞬間、俺の左半身が爆ばく発はつした。こりゃ、心臓もつぶれたかな？

　それでも構わず、チェーンソウで追つい撃げき。人差し指と親指で摘つまむだけで、俺の全力の攻こう撃げきは止められてしまった。

　蹴り飛ばされた衝しよう撃げきにチェーンソウから手を離はなしてしまう。

「はあ、楽しかった。ミストルティン、貰っていくね？」

　不敵に笑う可愛い少女の表情を見た俺は、踏みとどまった。

「渡わたさねえ」

「えー、くりすの復ふく讐しゆうには、魔装練器が必要なのにー」

「お前は、すでにハルナの大事なモンを一つ奪うばってる。これ以上──渡さねえ」

「あ、そうだ。お願いするときはお兄ちゃんって呼ばなきゃダメだったよね？」

　ニコニコ笑いながら、チェーンソウでお手玉する。

「渡さねえっ！　絶対に！」

　離してしまった右手で、もう一度チェーンソウをつかむ。

「ちょーだい。おにーちゃん」

　天使のような微笑み。引き剝はがすように、チェーンソウを奪い取る。

「必死だねお兄ちゃん。うざーい。二次元の世界へ送ってあげよっか？」

　無邪気な笑顔が憎にくくて仕方がない。なんだよこのバケモノは。どうすりゃいい？　何が通用するんだ？　俺では──傷一つつけられないのか？

「じゃあね、バイバイ──お兄ちゃん」

　真っ黒な世界に、落とされた。

　魔装少女の姿のまま──左半身を吹ふっ飛ばされたまま──まるで真っ黒なプールに沈しずめられたような感覚──宇宙空間って、こんな感じだろうか？

　あれ？　でも──なんでチェーンソウがあるんだ？　何な故ぜ奪われてないんだ？

　ここはどこだ？　どこなんだよ。

　目を閉じて、もう一度目を開けた時──俺は、自分の家の玄関前に居た。

　どうなってやがる。意味がわからん。

　──誰だれかが、助けてくれたのだろうか。

























エピローグ


「私の名前は──」



　ギャラルホルンは鳴らされたぜっ！　さあ、新章開始だっ！







　と、とうとう相川から愛を告白されちまったぜ！

　出来ればオーストラリアの観光地とかで遺灰をばらまきながらとか、逆上がりしながらだったり、甲子園球場から電話越しで誰よりも愛してるとかそんなのを期待してたけど──

　あれ？　そう言えば、オレ──愛の言葉貰ってない？

　それどころか、証拠の結婚指輪を盗まれちまった！

　栗須先生の野郎──絶対に許さねぇ。吸血忍者に喧嘩を売ったことを後悔させてやんねーとな。

　吸血忍者は１＋１にしかなんねーけど、千人居れば[image: 100]ぐらいにはなるんだぜ！

　こういうとき、頭領が居てくれたら──千人ぐらいすぐに集まるんだけどなー。










　こうして、俺の学園祭は幕を閉じた。

　指輪を取られた友紀はわんわん泣き出すわ、ハルナは魔ま力りよく奪うばわれたショックで頭を抱かかえるわ、ユーは高熱で倒たおれるわ、セラは何も言わないわで、日曜日は終わってしまった。

　月曜日になると、居間に見慣れた風景が広がっていた。

　プラズマテレビには、学園祭のときに見られなかったために録画しておいたバラエティ番組が流れ、ユーはプレートアーマーにガントレットという装よそおいで湯飲みを傾かたむけている。

　その横で黒くろ髪かみをポニーテールに結った美女が凛りん乎ことした表情で正座している。

　いつもと違ちがうところがあるとすれば──こたつを出したぐらいだ。

　トントン。テーブルが二回叩たたかれて、メモにはユーの文字が書いてある。

『おはよう』＝『お兄ちゃんおはよ～っ！　大好きだよっ！』

　ああ、脳内ユーの再生がより鮮せん明めいになった。昨日はユーの歌声が可愛すぎて興奮して寝ねられなかったしな。

　やけにニヤニヤしていたのだろう。セラが俺の鼻を思いっきりつまみやがった。

「あなたは遠くから見て居るとそこそこ気持ち悪いですが、近くで見ればとても気持ち悪いので、早くどこかへ消えて下さい」

　冷ややかなヒスイ色の目。

「アユム！　はいこれっ！　今日も最強の弁当を作ったからなっ！」

　キッチンから飛び出した栗くり色いろの髪かみの少女が、アホ毛をピコピコさせながらやってきた。

　すっかり寒くなったにもかかわらず、キャミソールに短パン姿は変わらない。

　学園祭のことが、まるで噓うそのようないつもの光景。

　弁当を受け取った俺は、ハルナがもう一つ弁当を持っていることに気づいた。

　その弁当はなんだ？　と言う前に、ハルナは居間へと入っていく。

「これ、作りすぎたから食べろよな」

　ハルナは顔を赤くして、弁当をユーへ差し出していた。

　……家から出ないユーへ、弁当？　それがどういうことなのか、俺にはよくわからなかったが、セラがふふっと笑みを浮うかべた。

「ハルナ、私の分はないのですか？」

　綻ほころんだ表情のまま、からかうような口調で言う。自分も弁当が欲しいようには見えなかった。──そうか。ハルナはユーの能力を体験した。それがいかにキツイものかを知ってしまった。だから、こいつもユーのために何かをしてやりたいと思った。それが、この弁当なのだろう。

『ありがとう』＝『ハルナだーい好き！』

「なあ、お前ら──学園祭、楽しめたか？」

　クリスに魔力を奪われたり、嵐あらしが吹いたり、色んな事があった。ハルナも感情を殺さなくちゃいけなかったし、みんな学園祭を楽しめたのだろうか？

「楽しかったというよりは、面おも白しろかったですね。──主に変態が」

　どうやら、楽しんでいたようだ。

「ぜんっぜん楽しくなかった！　次は絶対ＳＷＡＴ喫きつ茶さするからなっ！　もう全クラスあたしがプロデュースしてやるからなっ！」

　どうやら、また来年も参加したい程度に楽しんでいたようだ。

　トントン。机を二回叩く音がする。目を向けると──

『私は　人生で一番だった』

　そんなユーのメモを目にしたハルナは──

「まあ──あたしも楽しかった」

「ほとんどＣＤ売ってただけだろ？」

「楽しみ方はそれぞれだろっ！　で、アユムはどうなんだよ」

「俺は……なんだろうな。………………可愛かった。──かな」

「気持ち悪いっ！　とっとと消えて下さいっ！」

　吐はき捨すてるようなセラの怒ど声せい。──もう、お前のそういう態度すら可愛く思えるよ。

「そうだっ！　早く行ってこいよなっ！　ほら、根暗マンサーもさっさと食べろっ！」

　ユーが弁当を開ける。中は──それはもう豪ごう勢せいなおせち料理だった。

　すごい弁当だな。あれが余るってことは──

　いつもは昼休みまで開けるのを楽しみに取っておくのだが、俺はその場で自分の弁当箱を開いてみた。

「あ、こら！　バカっ！　今開けんなよなっ！」

　慌あわてた様子のハルナの声。──今日の弁当は、鰹かつお節ぶし（削けずる前のブロック一つ）だった。

「こっちが余りモンじゃねえかよっ！」

「ああ、もう！」

　ハルナに押されて、玄げん関かんの外まで蹴けり出される。靴くつを投げつけられ、玄関の鍵かぎも閉められた。──やれやれ。今日は、彫ちよう刻こく刀とうででも鰹を削るか。

　みんな、この生活のまま、のんびりと過ごしていくつもりなのだろう。

　だが、俺は──クリスを追うつもりだ。

　どんなことをしてでも──落とし前はつけさせて貰もらう。

　この運命は、俺がなんとかするんだ。







　月曜日の学校の気け怠だるさは、尋じん常じようではない。

　一年に一度の大イベントを終えた教室は、倦けん怠たい感かんに襲おそわれていた。

　これぞ秋。と言っていいほどの、静かな教室。

「──でさあ相川！　かなみが～」

　一人だけ、テンションの変わらない少女が居た。

　俺は窓の外を眺ながめ、サラスは無事なのかが心配で、友紀の言葉を受け流していた。

「なあ、相川。ちゃんと聞いてんのかよ？」

「ああ」

　そう言えば、担任教師はどうなるんだろうか？　まさかまたおっさんの姿で学校へ訪おとずれるのか？　はは、そんなことをしたら速効でぶん殴なぐってやる。

　ホームルームのチャイムが鳴り響ひびき、友紀が残念そうな顔を見せる。

「あー、もう時間か～。また昼休みに来るぜ！」

「おー」

　俺は呆ぼう然ぜんと、返事を返すしかなかった。

　惚ぼけた顔で、クリスをどうやって捜さがすかを考えていると──

　がらがらがらがら……

「はい。座すわれ座れ～」

　白衣を着た、無ぶ精しようヒゲの男が教室に入ってきて、俺は目を丸くした。

　なんで──あの男が……その男の登場に一番驚おどろいたのは、俺だと思っていた。

　だが、俺以上に驚きよう愕がくしている人物が、一人いた。

　そいつは、さっきまでの元気な笑顔が消え去り、茫ぼう然ぜん自じ失しつな顔で──ぼそりと呟つぶやいた。

「なんで……死んだはずの頭領が──」

　頭領？　死んだはず？

　……噓だろ？　あいつが、あのふざけた男が──吸血忍にん者じやの頭領だとでも言うのか？

「他のクラスの人間は、自分のクラスへ戻もどれ～」

「トモノリ、トモノリ……」

　ぼーっと無精ヒゲの男を見つめていた友紀の体を揺ゆさぶりながら声を掛かける。

「はっ！　相川……」

「とりあえず、教室に帰れ」

「お、おう……そう、だな。うん……いや～、他人のそら似ってあるんだなー」

　あはははは。乾かわいた笑いを一つして、大おお股またで歩きながら友紀は退室する。

　俺にはその立たち居い振ふる舞まいが、動どう揺ようを隠かくしているモノだと分かっていたが、何も声を掛けなかった。

　全員が席に着いた頃ころ、白衣を着た男は教きよう壇だんに立ち、一人一人の顔を確認するようにじっくり生徒たちへと視線を投げる。

　俺と目があったとき、ふっと一つ笑みをこぼすと、チョークを取る。

「えー、急な用事で実家へ帰られた栗くり須す先生に代わって、臨時の担任を務めることになりました」

　くるりと振り返り、白衣の袖そでをまくる。

「私の名前は──」

　チョークで黒板に横線を引き、続いて縦線を引こうとしたそのときに──吐と血けつした。

「くっ！　チョークは医者に止められてるんだった……」

　もうお前教師やめろよっ！

「先生？　先生っ！」

　教室がざわめき立つ。誰だれもが、どうすればいいのか処理に困っていた。

「あー、俺が保健室連れてくわ。俺もちょっと気分悪いし」

　俺は立ち上がり、白衣の男のところへいく。

「変態の相川だ」「まさか保健室で変態なことを」「でも、相川っていい変態だよな」

　ヒソヒソ話が聞こえる。どうやら俺は、あのウェディングドレスとマネキンのせいで、変態としてキャラ付けされてしまったようだ。

　妙みような噂うわさを立てられそうだからといって、俺は申し出を下げるつもりは無かった。

　この男には──聞かなくちゃいけないことがアホほどあるのだ。

　肩かたを貸して、変態コールを背中に教室を出ながら、少し強い声こわ色いろで問いかけた。

「お前──何者なんだ？」

　白衣の男の足取りは重く、ゾンビパワーを使ってなんとか支えながら、誰もいない廊ろう下かを歩く。保健室は一階にあるので、階段を降りていく途と中ちゆうで、男は応こたえた。

「君の味方だよ」

「胡う散さん臭くさいな」

　一段一段、ゆっくりと降りていく。体の力が抜ぬけているのか、ワザと抜いているのか、やけに重い。

「で、何をしに来たんだ？　教師生活に憧あこがれているようには見えないが」

「相川歩君、学園祭のとき、君の前に姿を見せたのは、君が魔装兵器をどこまで扱あつかえるかを確認しにきたんだ」

「……やっぱりな。そうだと思っていた。あのタライの罠わなは──」

「想像通り、俺が仕し掛かけたのさ。相川歩君」

　友紀を呼び出したのは、こいつだった。あの指輪の効力で、どこまでヴィネグレットを扱えるのかを、そして──俺が本当に魔装兵器を止められるのかを試ためしていたんだろう。……そうだろうと思ってたよ。

　保健室へ入ると、中には誰もいなかった。まあ、こんな朝早くから病気になる奴やつも少ないだろうし、保険医も意表を突つかれたのだろうか。──ちょうどいい。二人きりで話をするにはな。

「だから、お前は何者なんだよ。友紀は吸血忍者の頭領だって言ってたが」

「正解。その通りだ」

　笑顔でそう言うと、白衣の男は血を吐きながらベッドに腰こしを落とした。ぎしぎしと音を立てるベッドの音を聞きながら、俺は低い声で問いかけ続ける。

「……お前、もしかして俺と同じ『ゾンビ』なのか？」

「違ちがう。ユークリウッドは、俺をゾンビにはしてくれなかった」

「そりゃよかった」

「百年前、俺は数百人の吸血忍者を伴ともなってヴィリエに向かった。アリエルのクーデターを成功させるためにね」

　アリエル──大先生の事か？　クーデターを起こそうとしているのは知ってたが。吸血忍者の頭領と大先生に何の関係があるんだ？

「なんでだよ」

「幼おさな馴な染じみなんだよ。俺とアリエルは──」

　幼馴染み？　そう言えば、魔装兵器を作ったのは大先生ではなく、大先生の幼馴染みの男だと言っていた。そして──その男は、

「俺はヴィリエで、──悪あく魔ま男だん爵しやくと呼ばれている」

　少し開いた足の上に両りよう肘ひじを乗せて、指を絡からめながら、自分こそが悪魔男爵だと、はっきり、確かに、こいつはそう言った。

　吸血忍者の頭領が、悪魔男爵？

　こんな妙な奴が、セラやトモノリの捜していた人物？　ハルナの憧れていた人物？

　そして──ユーの血を直接分けて貰えるほどの人物。

　なるほど、吸血忍者である友紀の体に、魔装兵器とやらを隠せる訳だ。

「で、そんな人物が、また何で急に顔を見せたんだ？」

「クリスが復活してしまったからさ。彼女が全盛期の力を取り戻す前に殺さないと」

　そうか。クリスもクーデターに参加して、女王に負けたと言っていた。

「ちょっと待て。お前や大先生と志は同じなんだろ？　ありがたいことじゃないか」

「女王に敗北した奴は、呪のろいを受ける。俺は常に瀕ひん死しに陥おちいる呪いを受けた」

　すぐに吐血するのは、そのせいなのか。

「そうそう。相川歩君。君に伝言があるんだ。──ちゃんと、心配しているか？　してなかったら殺す。とね」

「その理り不ふ尽じんな物言い……まさか──サラスか？」

「ああ、サラスバティだよ。クリスに殺されかけていたところを、俺が助けた」

「そうか。お前だな？　──俺を助けてくれたのは」

「正解。その通りだ。あれだけ必死にチェーンソウを守ろうとする君を見ていて、つい助けてしまったよ。もっと早く助けてやりたかったが……死んだことにでもしないと、クリスはどこまでも追いかけてくるだろうからね。あんなタイミングになってしまった」

　そうか。確かにクリスは、サラスを殺したような口ぶりだった。

「なるほどな、あの真っ暗な空間は、お前の能力か。たしか、影かげから影へと移動させることが出来たよな。サラスも同じように助けたんだな？　お前には──感謝してる」

「男に感謝されても嬉うれしくないなぁ」

　頭をポリポリと搔かいて、男は小さく笑う。

「あれ？　大先生は呪いを受けているようには見えなかったぞ？」

「そう、話を戻すけど──それが一番の問題なんだよ」

　深い溜ため息いきと共に、悪魔男爵はやれやれと首を横に振った。

「話が見えないな」

「彼女が受けるべき呪いを受けたのが……クリスなんだ。首しゆ謀ぼう者しやだと思われてね」

「最強の魔装少女だというなら、分からんでもないな。……で、それが？」

「分からないかな？　クリスの復ふく讐しゆう心しんは──女王に対してじゃない」

　まさか──そうなのか？

「奴の狙ねらいは──大先生──なのか」

　悪魔男爵はにんまりと笑って、一言「正解」と返したあと、盛せい大だいに吐血した。

　俺も、こいつがネタバレを医者に止められていることを忘れていた。








あとがき






　皆さん、今晩は。木き村むら心しん一いちです。えー、光陰レーザービームの如ごとしと言いますか……『これはゾンビですか？』も一周年を迎えることが出来ました。

　これも全て、この本を買って頂いた皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　さて、成長を見せない未熟なままの私ですが──後輩も出来ましたし、プロとして、堂々と出来るような仕事に励はげんでいかないといけませんね！

　なんて、気を引き締めていきたいところなんですが……

　プロのお仕事って具体的になんだろう？　と、頭の悪い私は考え込んでしまいました。

　そんな折、ドラマＣＤの収録があるということで、こりゃあもう行くしかないと思い、ご迷惑ではないかと心配でしたが、参加させて頂きました。

　この収録がもうね。もう、本当に凄すごかったです。

　今個人的に大注目している水みず原はら薫かおるさん、『私たち、翔びます！』の頃から大ファンの田た村むらゆかりさん、「気持ち悪い」を言わせれば他の追随を許さない伊い藤とう静しずかさん。

　皆さん最高の仕事をして下さいました。

　もうね。本っ当～に可か愛わいかった！　ありゃアイドルだよアイドル。

　さらに凄いと感じたのは、音響監督さん。ケミストリーにいてもおかしくないぐらいのイケメン音響監督さんが凄かったです。

　配られた脚本を緊張しながらパラパラ見ていると、早速収録が始まりました。

「それでは、テストで一話流していきます」

　声出しのテスト。……ああ、皆さん良い声過ぎる──完かん璧ぺきだ。と私はニヤニヤした顔を悟られないように手で隠しながら美声を聞いていました。

　しかし、音響監督さんは私に向かって、こう言いました。

「んー、セラはもう少し基本をクールにして、メリハリを付けた方が良いですかね？」

　なん……だと……

「いや、私は完璧だと思ってましたけど……」

「うーん、もう一段クールに乗せた方が良いと思いますが」

「これで良いと思いますけどねー。あ、一応クール寄せでやって貰っていいですか？」

　という事でやり直し。すると──あ、凄い。……さっきより良いや。

「どっちが良いですか？」

「今ので──お願いします」

　と、こんな感じで声のキャラ付けにビシビシと指示が飛びます。

　そして本番。一話丸々通しで掛け合いをやって貰いました。

　これがもう完璧で、私がなんのためにここにいるのかわかんないぐらい、言うことなしの出来でしたが……

「えー、ハルナさん、４ページ二個目のセリフ」

　やり直し……だと……完璧だったはずだ！　今のは完璧だったはずだっ！

　まさか……一話丸々一度聞いただけで、一ページ一個ずつダメ出しするつもりなのか！

「続いてハルナさん。同じ４ページの……」

　一個だけじゃなかったーっ！　より良くしようと感じた所は全てやり直しなのかっ！

「もう少し高めの声で早口に──」えっ？　それ結構ハードじゃない？

「わかりましたー」出来るのかっ！

「そこは少年から女の子出ちゃう感じで」どんな感じだよっ！

「はい、わかりました」出来るのかよっ！

　妥だ協きようを許さない音響監督さん。そして、それに応こたえる声優さん達。──私だけが「出来るのか？」とか、「今のでも十分だと思う」とか、そんなことばかり考えている。

　これが──プロの仕事というモノなのか。妥協を許さず、期待に応える。

　こうして、クオリティの高い収録が進んでいきます。……能の登と可愛いよ能登。

　私は、ぶっちゃけ女性声優陣に会いたくて、収録に参加しました。

　ヒロイン達の声を担当して頂いた皆様は、本当に素晴らしいお声をお持ちで、忘れられない夜になったと思います。

　ですが──だからこそ言いたい！　声を大にして言いたいっ！　男性陣も凄かった！

　ゴリラ役の稲いな田だ徹とおるさんと愉快な仲間たちがガヤ声でやりたい放題！

　第一話。ハルナのせいで道場破りをするハメになった歩に、門下生が襲いかかるシーンで、稲田さんと愉快な仲間たちが口々に掛け声を入れるんですが、ふと誰かがこう言った。

「今、絶対長ちよう州しゆう力りきいたよね？」

　マジで？　私は聞き逃してしまいました。──続いて門下生たちが笑うガヤ声。

「今、アシュラマンいたよね？」

　これは、私も確認しました。確かに一人、アシュラマンの物真似している人がいます。

　そしてもう一度、歩と門下生が戦う時のガヤ声……いたっ！　今、長州いたーっ！

　ドラマＣＤを買われた方、これから買おうと思い立った方、是非とも長州力とアシュラマンを探してみて下さい。

　普段は、ああいうバックに流れるガヤの声なんかを真剣に聞いたりしないので、もしかしたら、別の作品でもこういう遊び心があるのかなと、新発見がありました。

　些さ細さいな部分でも買ってくれた人を楽しませようと、色々やってるんだなー。

　織おり戸と役の高たか橋はし伸しん也やさんの演技力や、歩役の寺てら島しま拓たく篤まさんの癒いやしボイスも素晴らしい出来で、極めつけはナレーターの立たち木き文ふみ彦ひこさん！

　あの立木さんをナレーターにっ？　ざわ……ざわ……

「立木さんに最後、めでたしめでたしを言って貰えば、どんな終わりでも締まります」

　と音響監督さん。どういうことだよっ！

「めでたしめでたし！」

　全然めでたくもないのに食い気味に締めたーっ！　だが、──それが……イイっ！

　こういう裏話を踏まえて、ドラマＣＤを是ぜ非ひ皆さんに聞いて頂きたいです。

　いやあ、プロのお仕事がどういった物なのかヒシヒシと感じる事の出来た日でした。

　帰宅して、私は私の仕事を。年末年始が近づいているので、仕事が前倒しになり、ヒーヒー言いながら、なんとか原稿を送ります。──なかなか良い原稿が出来たかな？

　そのご褒ほう美びとして、私の数倍以上ご多忙の中で描いて頂いた、こぶいちさんとむりりんさんのイラスト。やべえっ！　なんだこれっ！　イラスト可愛すぎるだろっ！

　他にも一杯仕事ある中で新キャラをデザインするなんて大変でしょう。なのに、このクオリティっ！　これもプロの仕事か。カバーイラストを頂いたとき、「うおう」と唸うなってしまうほどの出来でした。頭に付いてる小物アクセサリーが可愛くて可愛くて。

　このデザインは恐らくむりりんさんだな？　こぶいちさんの凝こったアングルやスマートな可愛い絵もそうですが、二人は本当に良い仕事をする方々です。

　あ──絵と言えば、なんと『これはゾンビですか？』コミカライズするようです！

　この珍妙な作品をコミックで描いてくれるなんて、どれだけ心が広いのでしょうか？

　……待てよ。こぶいちさんとむりりんさんの絵は至高の一品だ。

　果たして、あの可愛らしさを表現出来るのだろうか？　と思っているときに、さっちさんの描くコミック版『これはゾンビですか？』のラフが届きました。

　すげえっ！　あの訳わけがわからないキャラな歩が、まるで主人公のようだっ！

　ハルナも活いき活きしているし、セラの胸も増量しているように見える。何より──

　ユー可愛ええええっ！　小説版より可愛いヒロイン達が、そこにはいました。

　メガロも小説版とは別な可愛らしさで、素敵です。是非皆さんにも見て頂きたいです！

　良い絵を描くなー。さすがプロだ。メディアミックスすれば、自分がいかに未熟なのかが分かります。このようなプロの仕事が──私にも出来るようになるのでしょうか？

　おっと、担当さんから電話だ。

「あ、お疲れ様ですー」

「お疲れ様です。先ほどは原稿ありがとうございました。面白かったです」

「ありがとうございます。これで私もプロの──」

「で、冒頭部分なんですが──ここがイマイチ……で、その次なんですが──」

　ここにも、妥協を許さないプロが──もう一人。よし……ここは声優さん達のように、一言「わかりました」と──

「えー、そう言われましてもー。うーん、まあ」……言えませんでした。

　私以外プロフェッショナルで構成されている『これはゾンビですか？』──私もプロの作家だと胸を張れるよう頑張りますので、これからもよろしくお願いします！




　最後に、この本を手に取って下さった皆様、こぶいちさんとむりりんさん。ドラマＣＤにして下さったマリン・エンタテインメント様と、それに携わった皆様。コミカライズをお受け下さったさっちさん。担当の森丘さん。

　感謝の気持ちは日に日に募つのるばかりです。本当に、本当にありがとうございます。

二○○九年十二月　木村心一　

※冒頭カラーページにある、ハルナの作った曲が発売される予定は今のところありません。
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